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序章

　

「さて、上手く回るといいんだけど」

「大丈夫ですよ。あんなに皆で頑張ったんですから」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタの目の前で、組みあがったばかりの水車が水路に設置された。

　水車を見つめる者たちは皆、期待に満ちた表情をしている。

　バレッタは川と水路を隔てる水門まで行くと、水をせき止める木板に手をかけた。

「板を外しますよー」

　そう宣言し、木板を引き抜く。

　すぐに川から水路に水が流れ込み、水車はゆっくりと回転を始めた。

「お、回った回った。回転速度にムラは……」

　くるくると回り始めた水車を、一良は横からじっと見つめる。

　そんな一良の周囲では、早くも村人たちが拍手をしたり互いに肩を叩いたりして喜んでいた。

「カズラさん、どうですか？」

　バレッタは一良の隣に並び、少し緊張した表情を向ける。

「うん、これなら大丈夫ですね。
完
 かん

 
璧
 ぺき

 ですよ」

　その言葉に、バレッタはほっとした様子で嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「よかった……皆の努力の成果ですね！」

「ん？　もしかして、ちょっと不安でした？」

「い、いえ、そんなこと……えへへ」

　
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 すように照れ笑いするバレッタに一良は
微笑
 ほほえ

 むと、グリセア村へと向かう水路に目を向けた。

　今まで設置されていた水車と比べると、新しい水車が汲み上げる水量は半分以下だ。

　だが、水路はある程度の深さまでは水が貯まるように作られているので、問題はない。

　上々の結果と見ていいだろう。

「さて、外した水車を解体して村に帰りますか」

「カズラ様、解体せずにこのまま運んではダメでしょうか？」

　村人の提案に、一良は首を
傾
 かし

 げた。

　水車一つ一つの部品は大した重さではないが、組みあがった状態だと４００キロはある。

　全員で持つことができるような持ち手でもあれば運べるかもしれないが、このままの状態で運ぶのは至難の
業
 わざ

 だろう。

「さすがにそれは……持ち手もないし、いくらなんでも重すぎて無理だと思いますよ？」

「大丈夫ですよ。交代で運べばいけると思います。なあ？」

「ああ、このままでも普通に運べるな」

　村人たちはそう言うと、６人で横になっている水車を縦に起こした。

　前に２人、横に２人、後ろに２人と分かれながら、軽々と持ち上げる。

　横の２人は脇から支えてバランスを取る係りなので、実質的に持ち上げているのは４人だ。

　そのままぞろぞろと歩いていく村人たちを、一良は
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と
眺
 なが

 める。

「ええ……１人あたり確実に１００キロ近く持ち上げてるはずなのに、なんで皆平気な顔してるんだよ……」

「カズラさん、私たちも行きましょう」

　一良は声をかけてきたバレッタに振り向き、その可愛らしい顔を見ながら背中に嫌な汗をかいた。

「あ、あの、どうかしました？」

　じっと見つめられ、バレッタは赤くなり照れる。

「あ、いや、何でもないです。行きましょうか」

　そんな様子に、一良は慌てて『笑顔でリンゴを握り
潰
 つぶ

 すバレッタ』の
妄
 もう

 
想
 そう

 を打ち消すと、村人たちを追って村へと歩き出した。





　

第１章　運命の来訪者

　

　次の日の早朝。

　空はまだ薄暗く、村の中はひっそりと静まり返っている。

　そんななか、
一
 かず

 
良
 ら

 は村のあぜ道を、ボストンバッグ片手に石畳の通路へと向かい歩いていた。服装はバレッタが
縫
 ぬ

 ってくれた服ではなく、ジーパンにＴシャツ姿だ。

　日本へ戻る目的といったら今までは物資の調達ばかりだったが、本日の目的はそれではない。

「カズラさんの国……日本へ行ったら、まず本屋さんへ行ってみたいです！」

　一良の隣を歩きながら、バレッタは期待に満ちた表情で言った。

「いいですよ。何十万冊も置いてある本屋が近くにあったはずなんで、そこに行きましょうか」

「何十万冊ですか……どんなお店なんだか想像もつかないです」

　一良の言葉に、バレッタは期待で目を輝かせる。今回の目的は、バレッタを日本へ連れて行くことだった。

　昨晩、いつものように参考書を使い勉強をしていた時に、「日本に連れて行って欲しい」とバレッタにお願いされたのだ。

　バレッタは一良の正体を知っているので、連れて行っても特に問題はないだろうと、二つ返事で了承した。

　一良から日本行きの了承を取り付けたバレッタはよほど嬉しかったのか、その後深夜まで一良に日本のことをあれこれと質問し続けた。

　あまりにもハイテンションなバレッタに一良が気を使い、「少し休んだ後で出発しよう」と提案して今に至る。

　ちなみに、これは一良は知らないことだが、昨夜のバレッタは興奮のあまりに
一
 いつ

 
睡
 すい

 もしていない。

「でも、本屋へ行く前に服と
靴
 くつ

 を買わないといけませんね。アルカディアの服装と日本の服装はだいぶ違いますから」

　バレッタの現在の服装は、普段どおりの無地の服に草編みの
草履
 ぞうり

 だ。この世界ではまるで目立たないこの服装だが、日本ではかなり目立つだろう。

　金髪
碧
 へき

 
眼
 がん

 の美少女というバレッタのステータスも、目立ち具合に拍車をかけている。まずはどこかで服を調達し、それに着替えさせることが必要だ。

「あ、そうですね……お金って、これは使えませんよね？」

　バレッタは
腰
 こし

 
紐
 ひも

 にくくり付けた布袋から、１００アル銀貨を数枚取り出した。

　こちらの世界ではかなりの価値がある１００アル銀貨も、日本ではただのアンティークだ。

「アルカディアのお金は使えませんね。日本のお金なら私が持っているので、心配しなくても平気ですよ」

「すみません……アルカディアン虫でも捕ってくればよかったですね。日本のお店で売ればお金にできますし」

「ええ……アルカディアン虫はどうかな……下手すると、売れる前にいろんな意味で大変なことになりそうだ……」

　そんなことを話しているうちに、２人は石畳の通路へ繋がる雑木林へとたどり着いた。

　日の出前ということに加えて、うっそうと生い茂る木々のために雑木林の中はかなり暗い。

　普段は決して踏み入らない雑木林を前にして、バレッタの表情にも
若
 じやつ

 
干
 かん

 の緊張が見える。

　一良はその背を、軽くポンポンと叩いた。

「別に心配しなくても大丈夫ですよ。私はいつもここを通ってますけど、いたって普通の林ですから」

「は、はい」

　一良はバレッタに笑顔でそう言うと、ポケットから取り出したペンライトで足元を照らしながら、雑木林の奥へと進む。

　歩き始めた一良に続き、バレッタもゆっくりと雑木林に足を踏み入れた。

「この先に、日本へと繋がる石造りの通路があります。そんなに距離はないので、すぐに着きますよ」

「そうなんですか……言い伝えでは、この雑木林に入ると、いつの間にか入口に引き返してしまうとされているのですが……」

　薄暗い雑木林を奥へ奥へと歩きながら、一良は軽く振り返って笑って見せた。

「面白い言い伝えですね。でも、もしそんなことが本当に起こるなら、私はいつまでたっても日本へ帰れないじゃないですか。大丈夫、普通に通れますよ」

「そう……ですよね、カズラさんがいつも通っているんですもんね」

　安心した表情を見せたバレッタに、一良は笑顔で
頷
 うなず

 く。そのまま少し歩き、行く手に見えてきた１本の木を指差した。

「ほら、あそこの木に印が付いているでしょう？　私がつけた目印なんで、これを見つけながら進めば、絶対に迷いませんよ」

「目印ですか、それなら迷うこともありませんね」

「ええ。ほら、こんなふうに石で大きく印を付けたんで、しばらくは消え……あれ？　バレッタさん？」

　目印を付けた木に近づき、その印を手でなぞりながら一良は後方を振り返った。

　だが、そこにいるべきバレッタの姿はどこにも見当たらない。

　どこかの木の陰にでもいるのかと探し回ってみたが、気配すら感じることができなかった。

「なんだって……たった今話してたのに……」

　
忽
 こつ

 
然
 ぜん

 と姿を消してしまったバレッタに、一良は嫌な汗をかきながらも大声でバレッタの名前を呼ぶ。

　しかし、その声は空しく雑木林に響き渡るだけで、何の返事も返ってこない。

　一良は一瞬
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と立ち尽くしたが、万が一にでもバレッタが神隠しに
遭
 あ

 っていたら大変な事態だ。

　先ほど聞いた言い伝えのように、雑木林の入口に戻っていてくれと祈りながら、一良は全速力で村へと向けて駆け出した。

　

「あ、あれ!?
 　カズラさん!?
 」

　突然目の前にいた一良の姿がかき消え、バレッタは驚いて周囲をキョロキョロと見渡した。

　先ほど一良が大きく印の付けられた木に手をかけ、こちらへ振り向こうとした瞬間、まるで空間が完全に切り替わったかのように周囲の景色が一変したのだ。

「そんな……目の前にいたのに……」

　バレッタの周囲の景色は、先ほどまで一良とともにいた場所とは木々の立ち位置が異なっており、印の付いた木も見当たらなかった。

　あまりの急展開に頭がついていかず、その場で
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と立ち尽くしていると、背後から自らの名を呼ぶ声が聞こえてきた。

「バレッタさん！　よ、よかった、見つかった……」

「え、カズラさん、どうして私の後ろから……？」

　混乱する様子のバレッタに、一良は乱れた呼吸を整えながら口を開く。

「いや、私もわけが分からないのですが、後ろを振り返ったらいつの間にかバレッタさんの姿が消えていて……さっき聞いた言い伝えを思い出して、慌てて引き返して来たんですよ。でも、神隠しとかじゃなくて本当によかった……」

　心底ほっとした様子の一良とは対照的に、バレッタは一瞬で移動したとされる自身の身体や周囲の様子を、
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情で確認する。

　言い伝えでは、雑木林に立ち入るといつの間にか村への入口へ引き返しているという話だった。

　だが、こうして２人で歩いていて自分だけが強制的に引き返す羽目になるとは、さすがにバレッタも思っていなかった。

　言い伝えを信じていなかったわけではないのだが、一良と一緒だったら雑木林を通り抜けることができると思い込んでいたのだ。

「やはり、言い伝えのように私はこの雑木林を通ることができないのでしょうか……」

　沈んだ表情でうつむくバレッタ。

　それを見て、それならば、と一良はバレッタの手を握る。

「あ……」

「こうして手を繋いでいけば、バレッタさんも一緒に雑木林を抜けることができるんじゃないですか？」

　少なくとも、一良は雑木林を自由に通ることができる。こうしてしっかりと手を繋いでいれば、もしかしたらバレッタを掴んだまま雑木林を抜けることができるかもしれない。

　一良は自身の考えに光明を見出して
頷
 うなず

 くと、不安そうな表情で自分を見上げるバレッタに
微笑
 ほほえ

 み、再度雑木林の奥へと向けて歩き始めた。

　

　黙々と歩くこと約２分。

　先ほどバレッタが急に消えてしまった場所にたどり着き、２人は足を止めた。

「確か、さっきはこの数歩先辺りで、急に景色が変わってしまったんです」

　バレッタはそう言うと、足元にあった石を拾い、雑木林の奥へと放り投げた。

　投げられた石は途中で消え去るということはなく、印の付いた木の脇を通り、地面に落ちてコロコロと転がった。

「石は大丈夫みたいですね……」

　バレッタは手を繋いだまま、一良の腕をぎゅっと抱きしめる。

　一良もバレッタの手を強く握り返すと、印の付いた木に向かってゆっくりと歩き出した。

「よし、このまま行けばなんとか……なっ!?
 」

　もう少しで目印が付いた木に手が届こうとした瞬間、今までしっかりと自分の腕に掴まっていたバレッタが一瞬で消え去った。左手に掛かっていた質量が急になくなり、思わずバランスを崩して転びそうになる。

「あ、あぶねえ……こりゃいったいどうなってるんだ」

　しっかりと手を握り、その姿を視界に捉えていた状況での突然の消失。

　この世界にやってきてから様々な驚くべき事態に
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 してきた一良だったが、これには言葉を失った。正直、初めて異世界への扉を通った時よりも衝撃を受けた。

　一良は今までバレッタの手を握っていた左手を数秒見つめ、再び
踵
 きびす

 を返し駆け出した。

　

「バレッタさん」

　先ほどバレッタが瞬間移動させられた場所に一良が戻ってくると、バレッタが落ち込んだ表情で
膝
 ひざ

 を抱え、落ち葉の降り積もった地面を見ながらぽつんと座り込んでいた。

「……ダメでした」

　歩み寄った一良を見上げ、ぽつりとつぶやく。
目
 め

 
尻
 じり

 には涙が浮かび、相当へこんでいるようだ。

「うーん……なぜか分からないけど、今すぐ日本に行くってのは無理みたいですね……」

　一良は自由に雑木林を移動することができるのに、バレッタにはそれができないというのは意味が分からない。しかも、単に通れないどころか、一瞬にしてこの場所まで移動させられてしまうという超常現象のオマケつきだ。

　一良とバレッタの違いといえば、性別もしくは生まれた世界くらいしか思いつかない。もしそのどちらかが理由だとしたら、バレッタが日本に行くことは絶望的になる。

「……日本、行ってみたかったな」

　寂しそうにつぶやくバレッタに、どう応えればいいのかとオロオロする。

　だが、バレッタは大きくため息をついて立ち上がると、服に付いた土をぱんぱんと払った。

「でも無理なことをぐちぐち言っても仕方ありませんよね。わがまま言ってすみませんでした」

　そう言って、無理して作ったような笑顔を見せる。

　一良は自分が悪いわけでもないのに、なぜか罪悪感でいっぱいになってしまった。一良としても、まさかこんな現象が起こるとは夢にも思っていなかった。

　日本へ行けるという期待が大きかった分、行けないと分かった時のバレッタのショックも相当大きいだろう。

「いや、わがままだなんて……何か方法があるかもしれませんし、また何か考えて挑戦してみましょう」

「……はい、そうですね」

　バレッタが日本へ行く望みが完全に消えたわけではない。

　色々と試してみれば、日本へ行く何か上手い方法が見つかるかもしれない。

　諦めるのはまだ早い、と前向きに考えてそう言った一良だったが、うつむいて返事をするバレッタは、すでに諦めてしまっているように見えた。

　村に伝わる言い伝えとまったく同じ状態になってしまったことが、かなり
堪
 こた

 えたのだろう。２人はそうしてしばらく無言で立ち尽くすが、不意にバレッタが顔を上げて口を開いた。

「カズラさん、１つお願いがあるんですけど……」

「うん、何でも言ってください」

　笑顔で応じる一良に、バレッタは少し照れたように目を逸らしながら笑って見せた。

「また、桃缶が食べたいです」

「え？　桃缶？」

　脈略のないお願いに、何でこのタイミングで桃缶なんだろうと内心首を
傾
 かし

 げる。

「はい、桃缶です。……ダメですか？」

　だが、申しわけなさそうに見上げてくるバレッタに、一良はすぐに笑顔で
頷
 うなず

 いた。

「分かりました、桃缶ですね。すぐに買ってきますから、バレッタさんは
屋
 や

 
敷
 しき

 で待っていてください」

「はい、ありがとうございます」

　笑顔を見せたバレッタに一良はほっと息をつくと、すぐに雑木林の奥へと駆けていった。

　バレッタは走り去っていく一良の背を、小さく手を振りながら見送る。

　そして、もう一度大きくため息をついた。

「はー。カズラさんが戻ってくるまでに元気出さないと。頑張れ、私」

　バレッタはそう言って胸の前で小さく拳を作って気合を入れると、村へ戻るべく雑木林を後にするのだった。

　

　バレッタと別れてから数分後。

　一良は石畳の通路の脇にある墓の前に立ち、難しい顔をして墓を見下ろしていた。

「なぁ、数百年前に村に現れたグレイシオールって、あんたのことなのか？」

　バレッタから聞いた言い伝えによると、グレイシオールは領主の
拘
 こう

 
束
 そく

 から逃れた後、この雑木林に姿を消したらしい。首に縄をかけられ
拘
 こう

 
束
 そく

 されていた状況から一瞬で縄を解き、斬りかかってきた領主の剣を全て回避したとのことだが……。

「何とか縄を解いて逃げたはいいものの、剣は避けきれずに何度か斬られて、その傷が原因でここで力尽きたってのが一番しっくりくるんだよな……」

　崩れ落ちた状態の死体と、昨日聞いたグレイシオールの言い伝え。

　どう考えても関わりがあるように思えるが、なにせ数百年も前の昔話だ。

　墓の下の白骨死体がグレイシオールか否かという事実を確認することは難しいだろう。

　しかし、言い伝えが事実だとすれば、あの白骨死体がグレイシオールだと考えて間違いないように思える。

　昨日、一良はバレッタから言い伝えを聞いた時点で、白骨死体のことが頭に浮かんでいた。

　だが、それはグレイシオールという神様の物語を信じるバレッタにとっては必要のない、むしろ伝えるべきではない情報だ。今日も、もしバレッタが雑木林をともに抜けることができたとしても、一良は墓の前を素通りするつもりだった。

「あんたもあの
屋
 や

 
敷
 しき

 からこの世界に来たんだとしたら、俺のご先祖様だったりするのかな？」

　一良が父――
志
 し

 
野
 の

 
真
 しん

 
治
 じ

 ――に
屋
 や

 
敷
 しき

 への
避
 ひ

 
難
 なん

 を勧められた際、確か父は、『先祖代々伝わる
屋
 や

 
敷
 しき

 』と言っていた。

　先祖代々とは言っても、
屋
 や

 
敷
 しき

 がどれくらい前から志野家の所有物だったのかは分からない。

　だが、もし数百年前から志野家の所有物だったとすれば、あながちありえない話でもない気がしてくる。

　しかし、そうなると分からないのが、この異世界に繋がる
屋
 や

 
敷
 しき

 のことを、なぜ誰も一良に教えてくれなかったのかという点だ。

　別の世界に繋がる部屋があるという情報を、知っていたのに伝え忘れるというのは考えにくい。

　かといって、一室のことを知っていたにもかかわらず、あえて父が一良には何も伝えなかったというのも無理がある。第一そうする理由がない。

　一良が初めて部屋を見つけた時、扉は
南
 なん

 
京
 きん

 
錠
 じよう

 で封印されていた。

　このことから、今まで誰もあの扉を開けようとする者がおらず、この世界に繋がっていることを誰も知らなかった、と考えるのが一番自然に思えた。

「でも、そうするとあの
南
 なん

 
京
 きん

 
錠
 じよう

 をかけたのは誰なんだって話になるよな。そういえば、あの
南
 なん

 
京
 きん

 
錠
 じよう

 は畳に落ちた後どこにいったんだろ……ああ、もういいや、今度父さんに先祖のことをそれとなく聞いてみよう」

　いくら考えても、明確な答えなどこの場では出るはずもない。一良は考えるのを中断して頭をかくと、石畳の通路へと入って行くのだった。

　

　一良が日本へ移動している頃。

　イステリアの街なかにある訓練場にて、アイザックは１００名の部下とともに体力づくりの腕立て伏せをしていた。訓練場というと少し物々しいが、３メートルほどの石壁で周囲を囲ってあるだけの
殺
 さつ

 
風
 ぷう

 
景
 けい

 な広場である。

　訓練している兵士は皆若く、20
 歳のアイザックと彼の副官の男が一番の年長者だった。

　男の名はハベル・ルーソン。

　年はアイザックと同じ20
 歳。身長は１６５センチ程度で、アイザックに比べると少し小柄な体格だ。少々童顔ながら、物静かで知的な印象の整った顔立ちをしていた。

「48
 、49
 、50
 ！　……ん？　なんだ、遅れている奴は誰もいないのか」

　あらかじめ決めてあった回数をこなしたアイザックが地面から顔を上げると、部下の兵士は全員がそれぞれ立ち上がり、手に付いた砂を払っていた。

　ここ数週間、アイザックは部隊を離れ、ナルソンからの指示で他の職務に当たっていた。

　部隊長の不在で多少なりとも
弛
 ゆる

 んでいたはずの部下の気を引き締めようと、かなりの速度で腕立て伏せをさせたのだが、驚いたことに全員がついてきた。

　１人でも遅れる者がいれば、次に控える長距離走を予定の倍の距離で行うと宣言しておいたのだが、それは行わずに済んだ。

　アイザックが部下たちに感心していると、隣でハベルがため息をついた。

「アイザック様がいない間、なぜかジルコニア様が部隊の様子を時折見に来ていたんです。そこで出される訓練指示といったら、正に
地
 じ

 
獄
 ごく

 のようでしたよ。今までの通常訓練が神の
慈
 じ

 
悲
 ひ

 に思えます」

「なるほど、ジルコニア様が指導してくださったのか……それならお前たちに体力がついているのも納得がいくな。よかったじゃないか」

　アイザックがそう言うと、ハベルは心底疲れたような表情でアイザックに目を向けた。

「よくないですよ。２週間ほど前、あまりの訓練の
過
 か

 
酷
 こく

 さに思わず舌打ちをしてしまった奴がいたんですが、その直後に全員がジルコニア様と
模
 も

 
擬
 ぎ

 短槍を使った実戦訓練をさせられたんですよ！　結果は……」

「何!?
 　ジルコニア様が手合わせしてくださったのか！　何と
羨
 うらや

 ましい……で、どうだったんだ!?
 」

　よほどその訓練に参加したかったのか、アイザックはなんとも悔しそうな表情を見せる。

　そんなアイザックの反応が理解できず、ハベルは何か気持ちの悪い物でも見るような目を向けた。

「散々でしたよ。皆が皆、10
 数える前に地面を
舐
 な

 める羽目になりましたし、倒れても動けなくなるまで無理やり立たされました。私も『貴様は戦場でも同じようにずっと倒れているつもりか！』と
怒
 ど

 
鳴
 な

 られながら何度も立ち上がらされては、しこたま槍で殴られました。次の日は身体が痛くて動けませんでしたよ」

「そうか。さすがジルコニア様だな……」

「……あの、ちゃんと私の話聞いてました？」

　心底感服した様子で感心するアイザックにハベルが突っ込むと、アイザックは少し不満そうな表情を向けた。

「おいおい、ジルコニア様に訓練のお相手をしていただけるなんて、お前たちが期待されている証拠だぞ？　もっと喜んでもいいだろうが……」

「いや、そうは言いますけどね……」

　困ったような表情で言いよどむハベルに、アイザックはため息をついて見せた。

「まあいい。今度ジルコニア様がいらした時は、もっといい格好を見せられるようにな。６日後から俺はグリセア村の視察でまた部隊を留守にするから、またジルコニア様がいらしても失礼のないようにしろよ。よし、次は……」

「えっ!?
 　６日後からって、またいなくなるんですか！　勘弁してください、殺されちゃいますよ！」

　さらりと重大なことを言って次の訓練に移行しようとするアイザックに、ハベルは
驚
 きよう

 
愕
 がく

 した様子で詰め寄った。

　そのやり取りを聞いていた部下の兵士たちも、一斉にアイザックに駆け寄り
懇
 こん

 
願
 がん

 する。

「隊長だけ逃げるなんて
卑
 ひ

 
怯
 きよう

 ですよ！　オルマシオール様に見放されますよ!?
 」

「隊長がいなくなったら、あの人絶対にまたここに来ますよ！　俺たちも連れて行ってください！」

　
切
 せつ

 
羽
 ぱ

 
詰
 つま

 った表情で騒ぎ立てる部下たちに圧倒され、アイザックは思わず後ずさった。

「お、おい、落ち着け。ジルコニア様に来ていただけるなんてありがたいことじゃないか。何をそんなに嫌がってるんだ」

「嫌なものは嫌なんですよ。お願いしますから、何か理由をつけて部隊も一緒に連れて行ってください。グリセア村まで行くのでしたら、野外行軍訓練もかねて部隊を連れて行けるじゃないですか」

　ハベルの意見に、アイザックは腕組みして考える。

　イステリアからグリセア村までの距離ならば、確かに行軍訓練をするにはちょうどいい。

　ジルコニアから逃れたいという不純な動機ではあるが、部下の全員が望んで行う訓練ならば、やる気も違うだろうし身にもつくはずだ。

　それに部下たちの心象を思うと、
無
 む

 
下
 げ

 には断れない。

「分かった、連れて行くよ。ただし、グリセア村までの視察はナルソン様からの指示だから、許可が降りなかったら、その時は
諦
 あきら

 めろよ」

　アイザックが部下たちにそう言うと、部下たちは一様にほっとした表情を見せた。

「了解です。その時は腹を
括
 くく

 りますけど、何とかお願いしますよ。戦争前に訓練で死ぬのは御免ですからね」

「まったく、大げさな奴だな……」

　真顔で言うハベルに、アイザックは大きくため息をついた。

　

　７日後の深夜。バレッタはいつものように一良との勉強会を終えた後、自分の部屋で１人、小テーブルに向かい勉強の続きを行っていた。小テーブルの上にはオイルランタンが置かれ、柔らかな灯りが室内をほのかに照らしている。

　――そろそろ寝ようかな。

『
蒸
 じよう

 
留
 りゆう

 器具の使用例』と書かれたページにしおりを挟み、
椅子
 い　す

 の背もたれに寄りかかる。かれこれ２時間近く同じ姿勢で本を読んでいたため、少しだけ背中と腰が痛い。

　寝る前に水でも飲もうと居間に出ると、一良の部屋の戸が開いていることに気がついた。気になって中をのぞき込んで見たが、一良の姿がない。

　用でも足しに行ったのだろうかと思い、土間で
瓶
 かめ

 の水を
柄
 ひ

 
杓
 しやく

 で飲みながら帰りを待つ。しかし、それから10
 分ほど待っても一良が戻ってくることはなかった。

　バレッタは少し不安になり、
柄
 ひ

 
杓
 しやく

 を置くと
屋
 や

 
敷
 しき

 を出た。

　――外で涼んでるのかな？

　庭にいるのだろうかとも思い向かってみたが、そこにも一良の姿はない。

　急に不安と寂しさを覚え、バレッタは小走りで
屋
 や

 
敷
 しき

 の敷地を出た。

　辺りはしんと静まり返り、聞こえるのは虫のさざめきと、水路を流れる水の音だけ。

　村の中をあちこち走り回り、必死になって一良の姿を探す。だが、どこへ行ってしまったのか、その姿を見つけることはできなかった。

　もしや先に帰っているのではと
屋
 や

 
敷
 しき

 に戻るが、やはり一良の部屋は空っぽのままだった。

　不安に押しつぶされそうになり、バレッタは半泣きになりながら再び
屋
 や

 
敷
 しき

 を飛び出した。

「きゃっ！」

「おわっ！　バ、バレッタさん？」

　
屋
 や

 
敷
 しき

 を飛び出したバレッタは、ちょうど戻ってきた一良の胸に飛び込むような形でぶつかった。後ろに倒れ込みそうになったが、とっさに一良がバレッタの肩を掴んで引き戻す。

「ご、ごめんなさい……いたた」

　鼻っ面から思い切りぶつかってしまい、元から半泣き状態だったバレッタはさらに
目
 め

 
尻
 じり

 に涙を浮かべる。

「大丈夫ですか？　思い切り鼻をぶつけたみたいですけど」

「だ、大丈夫です。いきなり飛び出してごめんなさい……」

　
怪
 け

 
我
 が

 をしていないか顔に手を添え見つめてくる一良に、バレッタは
頬
 ほほ

 を赤らめた。

「それにしても、いったいどうしたんですか？　ずいぶんと慌ててたみたいですけど」

「えっと……たまたま起きて居間に出たら、カズラさんの部屋の戸が空いているのに気がついて……」

　連日の夜更かしを
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 すため、バレッタは嘘をついた。

　普段、バレッタは一良の身体を気遣い、あまり夜遅くならないように勉強を切り上げていた。それなのに、自分だけ夜更かしをしているとばれてしまっては、ばつが悪い。ばれたとしても、一良は笑って許してくれるとは思うが。

「ああ、心配して探してくれてたんですか。何かすみません」

　一良は苦笑して答えると、夜空を見上げた。

「なんだか眠れなくて、星を見に行っていたんです」

「星、ですか？」

　一良の視線を追って夜空を見上げると、そこには夜空を埋め尽くすような満天の星空が広がっていた。バレッタにとってはいつも目にしている、当たり前の光景だ。

「星ならここからでも見られますけど……どこで見ていたんですか？」

　すぐに視線を戻してバレッタが問うと、一良は少し考えてからバレッタを見た。

「今から、一緒に行きませんか？」

「えっ、行くって、どこにですか？」

「ここより、たくさんの星が見られる場所です」

　優しく
微笑
 ほほえ

 む一良に、バレッタは困惑しながらも
頷
 うなず

 いた。

　

　それから２人は村を出て、水車がある川沿いへとやってきた。

　水車はいつもと変わらず、村へと向かう水路に続々と水を送り続けている。

「ここに座って、ぼーっと星を
眺
 なが

 めていたんです」

　一良は水車のすぐ横にあぐらをかいて座り、バレッタも一良の隣に座ると、水車へと目を向けた。

　水車があげる水しぶきに月の光が反射して、星のようにきらきらと輝いていた。

「わあ、
綺
 き

 
麗
 れい

 ですね……水車から星が流れているみたいです」

「本物の流れ星も見えますよ。……って、バレッタさんは昔から見ているんですよね」

　２人が夜空を眺めると、輝く星の間を
縫
 ぬ

 うようにして流れ星が流れてきた。長くても数分、短ければ数秒ごとに、
綺
 き

 
麗
 れい

 な
軌
 き

 
跡
 せき

 を描く
星
 ほし

 
屑
 くず

 が空を駆け抜ける。

「こんなにたくさんの星は、こっちの世界に来るまで見たことがありませんでした」

「日本の空には、星が少ないんですか？」

　星空から一良へと視線を移し、不思議そうにバレッタが問う。

「少ないってわけじゃないんですけど、空が汚くて星が見えないんです」

「空が汚い……ですか？」

「ええ」

　言葉の意味がいまいち分からず、バレッタは小首を
傾
 かし

 げる。

「日本の空には、街から出る排ガスがたくさん広がっていて、空が
濁
 にご

 って星がよく見えないんです。……あ、また流れ星だ」

　楽しそうに星空を見上げたまま話す一良を、バレッタはじっと見つめる。

　濁った空というものがどういうものなのか、全く想像がつかない。

「だから、この空を見ていると楽しくて。昔祖父に聞いた話だと、日本でも昔は満天の星空を見ることができたらしいんです。流れ星なんて珍しくもなんともないとも言っていたんですけど、こっちの世界にきてようやくその意味が分かりました」

　楽しそうに話す一良とは対照的に、バレッタは何ともいえない寂しさを感じていた。濁った空がどんなものなのか分からず、手の届かないような距離感を一良に感じてしまったからだ。

　すぐ隣にいるはずなのに、無性に寂しくて仕方がなかった。

「……カズラさんは、この星空が好きですか？」

「大好きですよ。日本の星空より、ずっと好きです」

「……なら、ずっとこっちで暮らせばいいと思います」

　自分の
膝
 ひざ

 に目を落としながら、バレッタはぽつりとつぶやいた。そんなバレッタに、一良はきょとんとした表情を向ける。

　視線に気づき、バレッタははっとして顔を上げると、慌てて表情を取り繕って一良に笑顔を向けた。

「こっちの世界なら、毎晩こうして
綺
 き

 
麗
 れい

 な星空が見られますよ。空気も
綺
 き

 
麗
 れい

 ですから、きっと健康にもいいはずです」

「そうですね……ここは水も空気も美味しいし、毎晩
綺
 き

 
麗
 れい

 な星空が見られて、とてもいい環境ですよね。私からしてみれば、すごく
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 です」

　一良はバレッタに
微笑
 ほほえ

 み返すと、再び夜空に目を向けた。

「ずっとこっちで……か。それもいいですね」

「……はい」

　つぶやくように言う一良にバレッタは
頷
 うなず

 くと、同じように夜空に目を向けた。

　夜空に広がる星たちの輝きは、バレッタの目には少しだけ
儚
 はかな

 げに見えていた。

　

　次の日の朝。

　一良はバレッタとともに、バリン邸の裏手に作られた
柵
 さく

 の中で、２羽の根切り鳥に
餌
 えさ

 を与えていた。餌は栄養バランスのとれた配合飼料であり、一良が６日前に日本で購入してきたものだ。

　２羽の根切り鳥は地面に
撒
 ま

 かれた餌を美味しそうについばんでおり、その姿はまるで日本の鶏のようだった。

「よしよし、たくさん食べてしっかり卵を産むんだぞ。できることなら有精卵を産んでくれ」

　根切り鳥は日本製の飼料を与えたことがよほど効果的だったのか、この４日間で２つも卵を産んだ。

　今のところ親鳥が暖めたものはないのだが、そろそろ有精卵が生まれるかもしれない。

　たった２羽しかいないので、弱って死なれては困ると日本製の飼料を与えているのだが、期待どおりに体質改善されているようだ。

「これから根切り鳥がたくさん増えれば、数年後には根切り鳥の生産を村の新しい産業にできるかもしれませんね。……
養
 よう

 
鶏
 けい

 についてもっと勉強しないと」

　一良とともに日本へ行くことができないという事実が判明してからというもの、バレッタは前にも増して熱心に勉強に取り組むようになった。

　一良もバレッタと一緒に勉強に取り組んではいるのだが、バレッタの飲み込みの早さにはすさまじいものがある。分野によっては、先に内容を理解したバレッタから、逆に一良が勉強を教わることもあった。

「今度日本に戻った時に、
養
 よう

 
鶏
 けい

 についての専門書も買ってきますね。……そろそろ本棚が必要だなあ」

　この８日の間、一良は何度か日本に戻り、食料品の買い入れを行っていた。そのついでに、バレッタへのお土産として、書籍も大量に購入していた。最近では本の冊数がかなり多くなってきており、一良の部屋の隅には本が山積み状態だった。

「そうですね……森の手前に
租
 そ

 
税
 ぜい

 用の木材がたくさんあるはずですから、少し使わせてもらって本棚を作りましょうか」

「せっかくだから、大き目のやつを作りますかね……ん？　誰か訪ねてきたみたいですよ」

　２人が話をしながら餌を与えていると、
屋
 や

 
敷
 しき

 の入口から大声でバリンを呼ぶ複数の声が聞こえてきた。

　誰かが訪ねてきたようだが、何やら慌てているような
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 だ。

　２人は顔を見合わせると、何事だろうかと
屋
 や

 
敷
 しき

 の入口へと足を向けた。

　

　入口に着くと、何やらバリンと十数人の村人が真剣な表情で話し込んでいた。

　村人たちは一良とバレッタの姿に気づくと、一様に押し黙った。全員が不安の入り混じった
縋
 すが

 り付くような表情で、一良のことを見つめる。

「……えっと……」

「皆さん、何かあったのですか？」

　大勢に見つめられて一良が困惑していると、バレッタが一歩前に出た。

　だが、村人たちは何も答えず、口を閉ざしたまま地面に目を落としてしまう。それを見かねたバリンが、代わりに口を開いた。

「……東の街道から、イステリアの軍隊が村へ向かってきているらしい。人数は１００人もいるそうだ」

「えっ!?
 」

　予想だにしない言葉に、バレッタは思わず一良を振り返った。

　今まで、グリセア村にイステリアの軍隊がやってきたことなど、グレイシオールの言い伝えを除けば、バレッタの知る限り一度もない。

　バルベールと戦争をしていた時でさえ、
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 に訪れる兵士は３名もいれば多いほうだった。

「……えっと、とりあえず私は自分の部屋に引きこもっていますね」

　その場の空気の重さを感じ取り、一良は自ら自室に引っ込むことにした。

　この場にいる者のうち、バレッタ以外の全員が一良のことをグレイシオールだと信じきっているはずである。

　だとすれば、一良がここにいては、村人たちはまともに話を進めることができないだろう。

　一良は皆の視線を背中に受けながら、そそくさと
屋
 や

 
敷
 しき

 の中へと消えていった。

　村人たちは一良の姿が見えなくなったことを確認すると、再びバリンに向き直る。

「村長……村に向かってきている軍隊は、カズラ様を捕らえようと、ナルソン様が差し向けたものに違いありません！」

「いや、まだそうと決まったわけでは……」

「他にどんな理由があってこの村に軍隊がやってくるというのですか！　このままでは言い伝えと同じように、カズラ様は……グレイシオール様は、再び私たちの下から去ってしまいます!!
 」

　
屋
 や

 
敷
 しき

 の中にいる一良を気遣い小声ではあるが、村人たちの表情には
鬼
 き

 
気
 き

 
迫
 せま

 るものがあった。

　その迫力に、バリンは思わずたじろぐ。

　村人たちにとって、一良は村の
窮
 きゆう

 
地
 ち

 を救ってくれたグレイシオールそのものなのだ。それが再び、言い伝えと同様に領主の手によって奪い去られてしまうかもしれない。そういった恐怖で、村人たちは
恐
 きよう

 
慌
 こう

 状態に陥っているかのように見えた。

「言い伝えと同じ過ちを、再び繰り返すわけにはいきません。
屋
 や

 
敷
 しき

 の武器庫を開けてください」

「お、おい、何を言っておるのだ!?
 　お前はナルソン様の軍隊に刃を向けるつもりか！　バカなことを言うな!!
 」

　武器庫を開けろ、ととんでもないことを言い出した村人を、バリンは一喝した。軍に刃を向けるということは、アルカディアに対して反逆を起こすと同義である。

　村人たちはバリンの
剣
 けん

 
幕
 まく

 に一瞬身を縮めたが、
怯
 ひる

 まずにバリンを
睨
 にら

 み付けさらに一歩前へと迫った。

「数百年前に私たちの祖先は、グレイシオール様に命を救ってもらったにもかかわらず、我が身可愛さにグレイシオール様を守ろうともしませんでした。しかし、グレイシオール様はそんな罪深い者たちの子孫である私たちを
赦
 ゆる

 し、再び救いの手を差し伸べてくださったのです。ここで同じ過ちを繰り返せば、今度こそ我々はグレイシオール様から見捨てられてしまいます」

「だが、ナルソン様の軍隊に
楯
 たて

 
突
 つ

 くことなど……」

　村人の言葉に、バリンは苦虫を噛み潰したような表情で
唸
 うな

 った。

　バリンとて、村人たちの言いたいことは理解できる。一良が捕らえられるような事態は絶対に避けたいという気持ちも、村人たちと同じだ。

　しかし、軍に
楯
 たて

 
突
 つ

 いた場合、後に待っているのは極刑もしくは
奴
 ど

 
隷
 れい

 化である。

　村長である自分が処罰されて死刑になるだけで済むのならば、一良のために何でもしたいと思っている。だが、まず間違いなく村全体が重い罰を受けることになるだろう。バリン親子が死刑になるのは当然のこと、村人全員も死刑になるか
奴
 ど

 
隷
 れい

 の身分に叩き落されることは確実だ。

「私も皆さんの言うことに賛成です。グレイシオール様が捕らえられようとしているのであれば、たとえ相手がナルソン様の軍隊だとしても、武器を取って戦うべきだと思います」

　バリンがどうするべきかと困っていると、それまで沈黙していたバレッタが口を開いた。

　自分の娘の過激な発言に驚き、バリンは
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の表情でバレッタに目を向ける。

　村人たちも、バレッタの言葉を聞いてより勢いづくかに見えた。

「ですが」

　バレッタは自分を
諌
 いさ

 めようと口を開きかけたバリンを目で制すと、村人たちに向き直って言葉を続けた。

「残念ながら、私たち全員が武器を取って戦ったとしても、１００人近くもいる軍隊を撃退することは難しいでしょう。この村でまともに軍人と戦える人は、多く見積もっても十数人ですから」

　バレッタが同調したことに気を良くした村人たちは、その指摘にざわついた。

「し、しかし、だからといって戦わないわけにはいきません！　バレッタさんだって、たった今戦うべきだと言ったばかりではないですか！」

　興奮した様子で訴える男の村人。バレッタは男を見上げ頷く。

「必要とあらばもちろん戦います。しかし、それは最後の手段です。私たちの目的はグレイシオール様をお守りすることですから、それが達成されてしまえばナルソン様の軍隊と戦う必要はありません」

「ですが、グレイシオール様をお守りするためには戦うしか……」

「戦う前にできることが他に何かあるはずです。村へ向かってくる軍隊は、あとどれくらいで到着するのか知っている人はいますか？」

　バレッタが他の者に目をやると、１人の若い男が手を挙げた。

「１刻ほど経った後に村に着くと聞きました」

「それは誰から聞いたのですか？」

「ラタに乗った騎兵からです。１刻ほどで軍隊が村に到着するから、村長に出迎えるように伝えておけ、と言われました」

　バレッタはそれを聞くと、ほっと息をついた。

　今の話を聞く限り、軍隊の目的は一良を捕らえることではないように思える。

　もし捕らえることが目的ならば、わざわざ騎兵に先行させて軍隊の到着時刻を村に伝えるといった真似はしないはずだ。

　軍隊がやってくると聞いた村人たちは、一良の存在と村に伝わるグレイシオールの言い伝えが真っ先に頭に浮かんでしまい、極端な思考に陥ってしまったのだろう。

　バレッタは今考えた内容を村人たちに説明して理解を得ようかと一瞬考えたが、すぐにそれを打ち消した。興奮状態にある村人たちにそれを説明するよりも、別の作業をさせていったん冷静になってもらったほうがいいだろう。

　バレッタはその場で数秒思案すると、すぐに村人たちにいくつか指示を出した。

　

　その頃、一良は
屋
 や

 
敷
 しき

 の自室で、ボストンバッグに衣類などの荷物を詰め込んでいた。

　先ほどのバリンの話では、イステリアの軍隊が村に接近中らしい。

　何の目的で村に軍隊が向かってきているのかは分からないが、少なくとも自分はしばらくの間、村から姿を消したほうがいいと判断したのだ。

　もし軍隊が村に何日か滞在することになった場合、何かの拍子に自分の存在が
露
 ろ

 
見
 けん

 する可能性がある。

　元々一良はこの村にいるはずのない人間なので、軍隊がこの村の
戸
 こ

 
籍
 せき

 
謄
 とう

 
本
 ほん

 のような物を持っていた場合、村人と同じ格好をしていてもばれてしまうかもしれない。

　バッグに荷物を詰め終え、部屋の隅に積みあがった本の山をどうすべきか考えていると、話し合いを終えたバレッタが部屋に入ってきた。

「カズラさん……あ、すでに荷造りをしていましたか」

「ええ、しばらくの間、私は日本に避難しておきます。先ほどバリンさんが言っていたイステリアの軍隊ですが、すぐに村に到着するんですか？」

「いえ、あと１刻……２時間ほど時間があります。その間に、見られたらまずいものは全て隠さないと……」

　一良はそれを聞くと、本の山に目を向けた。

「この本も何とかしなくちゃいけないかな……軍隊は何の目的で村へ向かってきているんですか？」

　一良の質問に、バレッタは、うーん、と口元に手を当てて少し考える素振りを見せた。

「目的はよく分かりませんが、連絡用の騎兵を先に村に寄越したようなので、少なくともカズラさんが目当てで村に向かっているわけではなさそうです。この村を経由して別の目的地に向かうつもりか、何かの訓練の一環でたまたま立ち寄るだけかもしれませんね」

　自分が目的ではない、と聞いて、一良はほっと胸を撫で下ろした。

　以前、イステリアでナルソンの娘とトラブルになりかけたことがあったので、それが元で何か起こってしまったのかと心配していたのだ。

　軍隊の目的が訓練や遠征のための立ち寄りだけならば、またすぐに一良は村に戻ってくることができるだろう。

「それはよかった。でも、念のため私は日本に戻っておいたほうがいいですね……この本もそうですが、村の皆に渡してある
鍬
 くわ

 なども見つからないように気をつけないと」

「あ、それは大丈夫です」

　心配する一良に、バレッタは
微笑
 ほほえ

 む。

「先ほど、村の皆には、カズラさんからいただいた道具は全て縁の下に隠すように伝えておきました。たとえ縁の下をのぞかれても、薄暗いところなら
青
 せい

 
銅
 どう

 製の
鍬
 くわ

 などと見分けがつきませんから、見つかることはないと思います」

「おお、さすがバレッタさん。では、この本なども袋に入れて、物置の隅にでも置いておけば平気ですかね？」

「そうですね……家にあるズダ袋に入れて、念のために袋の上のほうには別の物を入れておけば大丈夫だと思います」

　軍隊の目的が一良を捕らえることでないならば、村の中を
詮
 せん

 
索
 さく

 されるようなことはないはずだ。

　念のため、見つかったらまずい物を目に付かない所に置いておく程度で問題ないだろう。

「では、早いところ、この本を片付けますか」

「はい、本を入れる袋を取ってきますね」

　こうして、２人は当初の予定とは違った形で、積みあがった本の片づけを開始した。

　

　グリセア村の住民たちが
隠
 いん

 
蔽
 ぺい

 工作を始めてから約２時間後。

　村の入口から少し離れた場所で、アイザックは部下の兵士に野営準備の指示を出していた。

　時刻はまだ昼前で、野営の準備をするにはだいぶ早いが、それには理由がある。

　アイザックの部隊の兵士は、全員が貴族出身である。

　今回の行軍には荷引き用のラタを数頭連れてはいるが、従者は１人も連れてきていない。

　そのため、兵士たちは自ら野営準備をしなければならない。

　だが、兵士たちは野営準備の経験が
皆
 かい

 
無
 む

 であるため、準備にものすごく時間がかかる。

　普段は身の回りのことを全て従者にやらせている者たちばかりなので、多少の手際の悪さはアイザックも予想していた。

　しかし、実際に作業をやらせてみると、その手際の悪さは予想を
遥
 はる

 かに超えていた。

　本日でイステリアを出発してから３日目なのだが、初日の野営準備は散々な結果だった。

　夕暮れ前から
天
 てん

 
幕
 まく

 を設置し始め、全ての
天
 てん

 
幕
 まく

 を張り終えて食事の仕度が整う頃には、夜空に星が輝いていたほどだった。

　昨日は初日に比べれば多少マシになったが、本日もかなりの時間がかかってしまうだろう。

「俺はこれから村の視察に行ってくる。おそらく夕暮れまでかかるだろうから、それまでの指揮は任せたぞ」

「了解です。水の補給には、グリセア村にある水路を使ってもよろしいですか？」

　ここまでの行軍中、アイザックはハベルに雑談がてら、グリセア村の様子や周辺の地理について話をしていた。

　ここから川まで水を汲みに行くとかなりの時間がかかってしまうが、村に作られたという水路から水が得られれば非常に楽である。

「ん、そうだな……よし、俺から村長のバリンさんに水路を使わせてもらえるように頼むとしよう。水の補給にあてる人員を４人選抜しろ」

　アイザックの
台詞
 せりふ

 に、ハベルは一瞬眉をひそめた。

　だが、すぐに了解の返事をすると、手近な位置で座り込んでいた兵士たちに声をかける。

　声をかけられた兵士たちはすぐに立ち上がると、
水
 みず

 
桶
 おけ

 を取るために荷馬車へと駆けていった。

　アイザックは走っていった兵士たちを見送るハベルの姿を見ながら内心ため息をつくと、これから向かうグリセア村へと目を向けるのだった。

　

　真夏の太陽が強烈に大地を照りつける中、バリンとバレッタはアイザックを含めた５人の武装した兵士を村の入口にて出迎えていた。

　兵士たちは皆が
青
 せい

 
銅
 どう

 で補強された
革
 かわ

 
鎧
 よろい

 を身にまとい、頭には
青
 せい

 
銅
 どう

 の
兜
 かぶと

 を被るという重装備だ。

　アイザック以外の兵士は両手に
水
 みず

 
桶
 おけ

 をぶら下げており、腰に挿してある短剣以外に武器や盾は携帯していなかった。

「というわけで、水の補給に村の水路を使わせていただければと思いまして……」

「もちろん大丈夫です。どうか
遠
 えん

 
慮
 りよ

 などなさらず、好きに使ってください」

　バリンは申しわけなさそうに頼むアイザックに笑顔で応じたが、内心かなり驚いていた。

　というのも、軍隊の指揮官がアイザックであるとは、
欠片
 かけら

 も考えていなかったからだ。

　今までに何度かアイザックがグリセア村に訪れた際にも、アイザックは常に今のような丁寧な対応を村人全員に取っていた。

　そのため、まさか部隊指揮官を担うほどの身分にある人物だとは考えていなかったのだ。

　しかも、彼の後ろに控える兵士たちが腰に下げる短剣には
家
 か

 
紋
 もん

 の装飾が施されている。どうやら、貴族のようだ。

　貴族が所属する部隊の指揮官は、配下の貴族よりも上級の貴族しかありえない。そんな部隊の指揮官であるアイザックは、かなり地位の高い貴族ということになる。

　今アイザックが腰に下げる短剣には豪華な
家
 か

 
紋
 もん

 の装飾が施されている。以前、アイザックが村に視察に訪れた際には、短剣に装飾は施されていなかったはずだ。村人たちに威圧感を与えないように、あえて一般兵士が携帯するような普通の短剣を装備していたのだろう。

「ありがとうございます。あまり村の奥には入らないようにさせますので、兵のことは気にしないように村の方々にお伝えください」

　アイザックはそう言うと、背後の兵士たちに水汲みの指示を出した。

　兵士たちは短く返事をすると、両手に持つ
水
 みず

 
桶
 おけ

 を揺らしながら水路へと走っていく。

　アイザックは兵士たちを見送ると、バリンとバレッタに向き直った。

「それでは、早速ですが村の視察をさせてください。畑の作物の生育は順調ですか？」

「ええ、水路からの水が使えるおかげで、日照りにも負けずに順調に育っております。それに、作物をいつもとは違ったやり方で育てたところ、以前に比べて成長するのがかなり早くなりました。この分なら、収穫の時期には
租
 そ

 
税
 ぜい

 として
芋
 いも

 を少し収めることができるかもしれません」

　バリンは前もってバレッタや一良と話し合って決めていたとおりの受け答えをした。

　さらに詳しく聞かれた場合は、
腐
 ふ

 
葉
 よう

 
土
 ど

 についてだけ答えることになっていた。

「それは
朗
 ろう

 
報
 ほう

 ですね。少しでも作物を収めていただけると、我々としても非常に助かります。今年は他の村々からの
租
 そ

 
税
 ぜい

 もだいぶ少なくなりそうですから」

　アイザックは笑顔を見せると、２人を促して手近な芋畑へと向かった。

　芋畑に到着したアイザックは、そこに生える芋の姿に目を見張る。

　畑の芋は、以前村を訪れた時よりも格段にその大きさを増していた。

　ぱっと見ただけでも分かるほどに
蔓
 つる

 は太く、たくましい。葉も驚くほどに巨大になっている。

　アイザックは農業に関しては素人同然だが、葉や蔓がここまで大きくなった芋は見たことがなかった。

「これは……私の知る限り、ここまで大きく成長した芋は見たことがないのですが……ここに植えられた物は、例年収めていただいている芋と同じものですか？」

「はい、いつもと同じ芋です。ただし、今年は畑の土に森から取ってきた土をたくさん混ぜてみたのです」

　アイザックは興味深げな表情で芋の前にしゃがみ込み、その葉に触れてみた。芋の葉は厚みも増しているらしく、太い蔓と合わさってかなりの迫力である。１ヶ月前に見た芋と同じものだとは、とても信じられない。

「森が受けるグレイシオール様の加護を、土と一緒に村の畑に取り込んだのですが……まさかこれほど効果があるとは……」

「我々も驚いております。この手法が他の村でも可能なのかは分かりませんが、グリセア村の森はグレイシオール様の加護をかなり強く受けているのでしょう」

　バリンの言葉に、アイザックはこの村についての言い伝えを思い出し、芋の成長と照らし合わせて納得した表情を見せた。

　この村は、数百年前にグレイシオールが現れて人々を救ったという言い伝えのある村だ。

　周辺の森そのものが、グレイシオールの多大な加護を受けていたとしても不思議ではない。

　その森の土を村の畑に使ってみよう、といった考えには、正直驚いたが。

「さすがはグリセア村です。グレイシオール様の加護をこれほどまで強く受けた土を使えるのなら、今後の作物の収穫も期待が持てそうですね」

　この土を使えるとなると、今後グリセア村の食料生産量は劇的に向上するかもしれない。

　そのうえ、村に新しく作られた水路には、この日照りの中でも安定的に水が供給されている。

　もしかすると、グリセア村を中心とした大規模な
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯を作ることが可能かもしれない。

　そうアイザックは考えると、懐から
皮
 ひ

 
紙
 し

 と木炭を取り出し、作物の生育具合と森の土の存在を書き
綴
 つづ

 った。

「他の畑の作物も気になるところですが、先に水路について少し教えていただきたいことがあります」

　メモ書きを終え、アイザックはバリンとバレッタに向き直った。

　２人は笑顔で
頷
 うなず

 きながらも「きたか」と内心身構えた。

　前回アイザックは水路について特に何も聞かなかったが、それは一良の案じていたとおり、アイザックが村と川の位置関係について詳しく知らなかったからだろう。

　アイザックが上官に視察の報告をした際、水の出所について物言いがついたに違いない。

「村の水路に流れている水なのですが、これは北西にある川から引いているのですか？」

「ええ、その川から引いております」

「ふむ……北西の川は村に対して位置が低すぎて、水路を引くのは無理なはずなのですが、どうやって水を引いているのですか？」

　バリンはバレッタをちらりと見やり、バレッタが頷くのを見てから口を開いた。

「実は、娘のバレッタが水車という道具を考えまして、それを使って川の水を汲み上げ、水路に流し続けているのです」

「水車？」

　水車という初めて聞く単語に、アイザックはオウム返しで聞き返した。

　アイザックの知る限り、常に水路に水が流れるほどの量の水を汲み上げ続ける道具など、聞いたことがなかった。

「その水車という道具は、村の水路の先にあるのですか？」

「はい、そうです。今からご案内しましょうか？」

　案内を申し出るバリンに、アイザックは即座に
頷
 うなず

 いた。

　てっきり新しい水源でも見つかったのかと思っていたのだが、実際は川の水を汲み上げているという。

　アイザックは何やら言い知れぬ予感を感じつつ、先導するバリンとバレッタの後に続いて川へと向かうのだった。

　

　歩くこと約30
 分。

　水車が設置された川べりに３人は到着した。

　水車はいつものように元気に回り続けており、川に隣接して作られた水路の水を、
揚
 よう

 
水
 すい

 用の木箱を使い高所にある木の水路へと運び続けていた。

「こ、これはすごい！」

　低所から高所へと大量の水を運ぶ水車の姿に、アイザックは
驚
 きよう

 
嘆
 たん

 の声を上げた。

　人の手を借りず、流れる水の力だけを使ってこのような動きをする道具を、アイザックは今まで見たことがなかった。

「これが水車です。何とか川の水を村に引くことができないものかと、バレッタが考え出してくれました」

「水があんなに高い所にまで……これはすごい発明ですよ！　バレッタさんが１人で考えたのですか？」

　アイザックは興奮した様子で、懐から取り出した皮紙に水車の絵を描きながらバレッタを見やった。

「はい、どうやったら川の水を村に引けるのか色々と考えていて、この水車を考え付いたんです。村の皆に協力してもらって、部品を作って組み立てました」

　アイザックは頷きながらも、水車の存在に興奮する頭の片隅で、何かすっきりしないものを感じていた。

　
一
 いつ

 
介
 かい

 の農民風情、しかもバレッタのような若者がこのような画期的な発明をするなど、今まで聞いたことがない。

　画期的な発明は、都市部の技術者や職人によって行われるのが常である。

　学も何もない農民がこれほどの道具を発明するなど、普通に考えてありえないことなのだ。

　アイザックは農民を馬鹿にしているわけではないが、目の前のバレッタがこのような画期的な道具を考えついたとは、とても信じられなかった。

「１人でこのような道具を考え出すとは……この水車という道具を作るに当たって、作り方を記した紙などがあったら見せていただけませんか？」

「それが……この水車は都度考えながら部品を一つ一つ作りあげたものなので、そのようなものはないんです。申しわけございません」

　すまなそうに頭を下げるバレッタに、アイザックは一瞬いぶかしげに眉を寄せた。

　だが、すぐに表情をとりなして
頷
 うなず

 いて見せた。

「そうですか。では、この水車の動作と作り方について、簡単に説明していただいてもよろしいですか？」

「分かりました。では、まず動作についてですが……」

　アイザックはバレッタの説明を聞きながら、その要点を
皮
 ひ

 
紙
 し

 に書き出していく。

　水車について堂々と説明するバレッタに、アイザックはどこか
釈
 しやく

 
然
 ぜん

 としないものを感じつつも、すらすらと皮紙に木炭を走らせる。

　その時、ふと目をやった水車の
軸
 じく

 部分が、大きく磨り減っていることを発見した。

「おや、この棒の部分はだいぶ磨り減っていますね……このままでは折れてしまわないですか？」

「えっ、本当ですか？」

　水車に歩み寄って軸の部分をのぞき込むアイザック。バレッタも隣に駆け寄り、軸の部分をのぞき込む。確かに、軸が
磨
 ま

 
耗
 もう

 して磨り減っていた。

　今はまだ平気なようだが、このままでは折れて水車が崩壊するかもしれない。

「これは、このまま水車を回し続けたら確実に軸が折れますね……何か対策を考えないと」

　バレッタはそう言うと、川に接する水路の上流側に行き、傍にあった木板を水路にはめ込んで川と水路を遮断した。

　水の供給が断たれ、くるくると回っていた水車がその動きをゆっくりと止める。

「なるほど、その板を使っていつでも水車を止められるようにしているのですか」

　その様子を見て感心するアイザックに、バレッタは笑顔で頷いた。

「ええ、こうしておけばいつでも水車を修理することができますから。でも、アイザックさんが軸の傷みに気づいてくださらなければ、修理する前に水車が壊れてしまうところでした。ありがとうございます」

「いえいえ、お役に立ててよかったです」

　アイザックはバレッタに笑顔を返すと、再びメモを取りつつ水車の説明を受け始めた。

　

　村の視察が始まってから半日後。

　夕焼け色に染まる村はずれの森の前に、アイザックとバリンの姿があった。

　２人の前には、
租
 そ

 
税
 ぜい

 用に切り出された丸太が何本か横たわっている。

　先ほどそれらの準備具合についての報告が終わり、今はお互いに労いの言葉をかけ合っているところだった。

　あの後、村に戻った２人はもう一度畑を見て回ったのだが、アイザックは作物の成長の原因は森の土の影響だと信じきっている様子で、特に探りを入れることはなかった。

　ちなみに、バレッタは夕飯の仕度をするべく、先に
屋
 や

 
敷
 しき

 に戻っている。

「それでは、私は野営地に戻ります。我々の都合で部隊を連れて来てしまい、お騒がせして申しわけありませんでした」

「いやいや、軍の方々のお勤めに協力できるのであれば、我々としても光栄です。どうか気に負わないでくだされ」

　何事もなく視察をやり過ごすことができたためか、バリンは肩の力も抜けて朗らかに答える。

　そんなバリンに、アイザックも「ありがとうございます」、と笑顔で礼を述べた。

「では、ここで解散としましょうか。また１ヶ月後に来ますので、その時までに納税の準備を整えておいてください」

「分かりました。では、また１ヵ月後に」

　バリンはアイザックにそう答えると、深く一礼してから
屋
 や

 
敷
 しき

 へと戻っていった。

　去っていくバリンの背を見送り、アイザックは一息つきながら本日の視察結果を思い返す。

　視察の間に目にした村人や、バリンとバレッタの身体つきから察するに、グリセア村の食料事情はかなり良くなっているようだ。

　水車を使った水の汲み上げといい、森の土を使った作物の急成長といい、この１ヶ月でのグリセア村の急速な回復ぶりには目を見張るものがある。

　これらのことは大変喜ばしい事態だが、アイザックはどこかすっきりしないものを感じていた。

　というのも、この村は全てが上手く行き過ぎており、それがどうにも不自然に感じるのだ。

　特に気になるのは水車である。

　あのような画期的な道具が、１人の若い農民によって生み出されたという事実を、アイザックはいまだに受け入れることができずにいた。

　その時、アイザックは視界の端に、小さな人影があることに気づく。

　横目で確認すると、30
 メートルほど離れた木の陰で、子供がこちらをじっと見つめていた。

　――男の子……５、６歳といったところか。名前は確か……。

　アイザックは村人の名簿を思い返しながら少し考えると、ふと思い立って笑顔で手を振った。

　男の子は自分が見つかったことに一瞬肩をすくめた様子だったが、すぐに木の陰から出ると、こちらへ向かって走ってきた。

「にいちゃん、偉い兵隊さんだったの!?
 　そんなにかっこいい
鎧
 よろい

 初めて見るよ！」

　男の子はアイザックの下に走り寄ると、
挨
 あい

 
拶
 さつ

 する間もなく興奮した様子でまくし立てた。どうやら、重装備の兵士の姿に感激しているらしい。

「ん、少しだけ偉い兵隊だよ。１００人の兵士たちの隊長をやってるんだ」

「１００人も!?
 　すげー！　いつも村に来る時は安っぽい鎧着てるから、全然分からなかったよ！」

　
遠
 えん

 
慮
 りよ

 のない言葉にアイザックは苦笑しつつも、目を輝かせて自分を見つめてくる男の子に、先ほどの思いつきを試してみることにした。

「君は確かコルツ君だったかな？　実は村の近くに部隊を待たせてるんだけど、ちょっと見学してみるかい？」

「えっ、いいの!?
 」

　思いがけないアイザックからの提案に、コルツは驚きと期待が入り混じった表情をみせた。

「ああ、いいとも。でも、その前にご両親に少しだけ村から出ることを言いに行こう。勝手にいなくなったら大騒ぎになっちゃうからね」

「うん！　俺の家はこっちだよ！」

　コルツは大喜びで応じると、アイザックの前に立って早足で自分の家へと歩き始めた。

　アイザックはコルツの後を数歩歩き始めたところで、「そうだ」と手を打ってその場に立ち止まる。

「どうしたの？　早く行こうよ！」

「いや、１つ大切なことを忘れちゃってね。コルツ君が知ってたら教えて欲しいんだけど……」

「何？　早く言ってよ！」

　もったいぶった様子で言うアイザックに、コルツは焦れたように続きを急かす。

　アイザックはそんなコルツの様子に内心少しだけ罪悪感を覚えながらも、先ほど考えたことを口にした。

「さっき、村長のバリンさんから水車を作った人の名前を聞いたんだけど、聞いたことのない名前だったからつい忘れちゃってね。コルツ君は、水車を作った人の名前を知ってるかな？」

　コルツは一瞬きょとんとした表情をみせたが、すぐに口を開いた。

「カズラ様のこと？」

　その言葉を聞いた瞬間、アイザックは自らの頭の中が
灼
 しやく

 
熱
 ねつ

 するような錯覚を覚えた。

　アイザックの記憶が正しければ、カズラなどという名前の人物はこの村には住んでいない。

　その人物が本当にいるのであれば、バリンとバレッタは嘘をついていたということになる。

　アイザックは笑顔の裏で必死に怒りを堪えると、コルツの言葉に
相
 あい

 
槌
 づち

 を打った。

「ああ、そうだった。カズラって名前だったね。その人と少しお話をしたいんだけど、今どこにいるのか知ってるかな？」

「んー、少しの間神様の世界に帰るって昼前に母ちゃんが言ってたから、もう村にはいないんじゃないかな」

「……神様の世界？」

　神様という予期せぬ単語に、アイザックは思わず聞き返す。コルツが何を言っているのか、とっさに理解できなかった。

「そうだよ。村長さんから聞かなかったの？」

「……その神様の世界って、どこにあるんだい？」

　アイザックの問いに、コルツは呆れた様子でアイザックを見上げた。

「あっちの林の奥だよ……にいちゃん、何度もこの村に来てるのに、そんなことも知らないの？」

　アイザックがコルツの指差す方向に目を向けると、遠目に雑木林が見えた。

　その雑木林にまつわるグレイシオールの言い伝えは、もちろんアイザックも知っている。

　知っているのだが、カズラという人物とグレイシオールの言い伝えに、何の関連があるのかが分からない。

「あ、いや……あの林は、グレイシオール様が現れた林だよね？」

「何だよ、知ってるんじゃん。じゃあ、早く俺の家に行こうよ」

「え？　ちょ、ちょっと待って！　そのカズラって人は、あそこの林に入っていったのかい？」

　まるで話が終わったかのように歩き出すコルツを、アイザックは慌てて引き止める。

　コルツの口ぶりでは、まるでカズラという人物が、神様の使いか何かだとでも言わんばかりだ。アイザックがそう問いかけると、前を歩いていたコルツはぴたりと足を止め、くるりと振り返った。

「……にいちゃん、まさか……」

　コルツは真っ直ぐにアイザックを見上げたままそう言いかけると、見る見るうちに表情を青ざめさせ、背を向けた。

「俺、もう帰る」

「あ、ちょっと！」

　制止の声も聞かずに、自らの家へと向かって走って行ってしまったコルツをアイザックは
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と見送る。

　その後も、アイザックはコルツの話を思い返しながら、その場でしばし考え込むのだった。

　

　一方その頃、日本へと帰還した一良は、傾き始めた太陽の下、シャベルを使って地面に小さな穴をいくつも掘っていた。

　ここは埼玉県の某地区にある１０００坪ほどの畑で、一良の父親である
真
 しん

 
治
 じ

 が知り合いの地主から借りている畑である。

　何でこんなことをしているのかというと、日本に移動してすぐ真治から「たまには実家にも顔を出せ」と呼び出しの電話がかかってきたため、
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 実家に帰ってきたのだった。

　真治は一良の顔を見るなり、「アスパラの苗を植えるから手伝ってくれ」と半ば強制的に一良を軽トラに乗せ、畑に連行した。

　そんなわけで、現在一良は苗用の穴をせっせと掘り続けている。畑の傍らには、ポットに入ったアスパラの苗が大量に置かれていた。

「お、ずいぶんと手際がいいじゃないか。もうこんなに掘ったのか」

　一良が黙々と
等
 とう

 
間
 かん

 
隔
 かく

 で穴を掘っていると、真治が肥料と
平
 ひら

 
鍬
 くわ

 を載せた手押し一輪車を押してやってきた。

　真治は日頃から畑仕事をしているためか、無駄なぜい肉はほとんどなく、筋肉質な体型だ。

　身長は１７０センチに届かない程度で、一良よりも少し低い。

　日焼けした
褐
 かつ

 
色
 しよく

 の肌と多少混じる白髪がいい具合にマッチしており、中々にダンディな
風
 ふう

 
貌
 ぼう

 だ。
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「近所の農家で、毎日畑を手伝わさせてもらってるからね。手際も良くなるさ」

　一良はそう言いながら残りの穴を掘り終えると、シャベルを地面に突き刺し、首にかけたタオルで顔の汗を拭った。

　グリセア村で畑仕事をする時に比べ、埼玉の暑さは湿度がある分、体感的にかなり辛い。　何もしていなくても、次から次へと汗が吹き出てくる。

「ほう、畑を手伝ってるのか、どうりでたくましくなってるわけだ。近所の人とは仲良くやってるのか？」

　以前に比べてだいぶたくましくなった一良の姿に納得したかのように、真治が
頷
 うなず

 く。

　一良は今まで、特に力を入れてスポーツなどをしたことがなかった。

　そのため、肉体的に貧弱な部類の人間だったのだが、ここ１ヶ月ちょっとの間の農作業のおかげで、それなりに筋肉がついた。

　村では間食もほとんどしないうえにドカ食いもしないため、いい具合にデトックス効果も出て、身体はすこぶる快調だった。

　たまに日本に戻った時にファミレスなどで大量に食べてしまうこともあるのだが、そこはご
愛
 あい

 
嬌
 きよう

 である。

「うん、皆良い人ばかりだからね……あ、そうだ、
屋
 や

 
敷
 しき

 のことで１つ教えて欲しいんだけどさ」

「
屋
 や

 
敷
 しき

 ？　ああ、古いわりにほこり１つなかっただろ。昔、俺が行った時もやたらと
綺
 き

 
麗
 れい

 でな」

　真治はそう言いながら一輪車から肥料を降ろすと、以前自分が
屋
 や

 
敷
 しき

 に行った時の様子をつらつらと語り始めた。

　しかし、一良が聞きたいのはそんな話ではないので、「いや、そうじゃなくて」と話の腰を折る。

「
屋
 や

 
敷
 しき

 の奥に
南
 なん

 
京
 きん

 
錠
 じよう

 で封印された部屋があったんだけど、あの部屋って何なのか知ってる？」

「
南
 なん

 
京
 きん

 
錠
 じよう

 ？　……そんな部屋あったっけか？」

　
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔で首を傾げる真治。異世界へ通じる部屋についての情報を何か得られると考えていた一良は、すっかり当てが外れてしまった。

　親族を総当りしていけば誰かしら知っているかもしれないが、直近で親族に顔を合わせる予定はない。

　どうしても
屋
 や

 
敷
 しき

 についての情報がすぐに必要というわけでもないので、ひとまずこの件は保留ということになりそうだ。

「それより、あの
屋
 や

 
敷
 しき

 の周りは民家もほとんどないが、治安は大丈夫か？　強盗とかには十分気をつけろよ」

「そういう物騒な話は全然聞かないな。田舎のほうが都会より治安はいいんじゃないかな？」

　一良の答えに、真治はなんとも心配そうな表情になった。

「いや、そうとも限らないぞ。用心に越したことはないからな。いくつか防犯用品を用意しておいたから、帰りに持っていけ」

「防犯用品ねえ……それより先に、
屋
 や

 
敷
 しき

 に水道だけでも引きたいところだな」

　そんな話をしながら、２人は大量のアスパラの苗を穴へと植え替えていくのだった。

　

　植え替え作業を開始してから２時間後。

　ようやく全てのアスパラの植え替えが終わり、２人は実家に帰ることとなった。

　一良の当初の予定では、今日は
群
 ぐん

 
馬
 ま

 県内の街でバレッタ用の本でも物色し、他にも何かお土産を探して一日を終えるはずだった。そして、翌日の昼にはいったんグリセア村に様子を見に戻るつもりだった。

　しかし、真治の呼び出しで予定が狂ってしまったので、グリセア村に戻るのは少し後になりそうだ。

　軽トラの窓を全開にし、助手席で少し排ガス臭い風を浴びながら国道を走る。

　しばらく走っていると、運転席の真治が、「そういえば」と声をかけてきた。

「農家の手伝いで
耕
 こう

 
運
 うん

 
機
 き

 とかの機械は使ってるのか？　あれは下手すると大
怪
 け

 
我
 が

 をするから、使ってるなら気をつけるんだぞ」

「機械は何も使ってないよ。
鍬
 くわ

 とかシャベルしか用意してないから」

「そうか……手伝い先の家の物を使わせてもらう予定もないのか？」

「んー……」

　一良はふと、グリセア村の今後について考えてみた。

　機械を使えば広大な土地を一気に耕すことができ、村の人々の負担を大幅に軽減することができるだろう。

　だが、一良が持ち込んだこちらの世界の食べ物のおかげで、村人たちは疲れ知らずの超人と化している。今さら、機械の力は不要に思えた。

　それに加え、急いで畑を耕さなければならない理由もなく、野菜も順調に生育している。

　グリセア村に限っては、これ以上の農業支援は必要ないだろう。

　そして何より、
耕
 こう

 
運
 うん

 
機
 き

 などというオーバーテクノロジーの塊を持ち込んで、万が一村人以外の人間に見つかったら、言いわけのしようがない。

「いや、特に使わせてもらう予定はないかな。
鍬
 くわ

 で十分だよ」

「そうか」

　どことなくほっとした様子の真治に、いくらなんでも25
 歳にもなった息子に対して心配しすぎだろうと一良は思った。

　だが、それが親というものなのだろう。一良は１人っ子なので、父親としてはよけいに気にかけてしまうのかもしれない。

　

「おかえり。畑の手伝い大変だったでしょう」

　実家に到着し、一良と真治が家に入ると、母の
睦
 むつみ

 が玄関で出迎えてくれた。

　睦は真治と違って白髪がまったくなく、真治と同じ54
 歳にしては肌も
綺
 き

 
麗
 れい

 でかなり若く見える。これが日頃食生活に気を使ったり、肌の手入れを怠らない女の底力なのだろうか。

「ただいま。群馬から長距離運転してそのまま畑だったからね。さすがに疲れたよ」

　家の奥からは、何やら美味しそうな匂いが漂っていた。どうやら、夕飯はすき焼きのようだ。

「あら、少し
痩
 や

 せたんじゃない？　ちゃんとご飯食べてるの？」

「ぜい肉が落ちて引き締まったと言って欲しいな。ご飯もちゃんと食べてるよ」

　じろじろと身体を
眺
 なが

 めてくる母の視線を浴びながら家に上がり、真治とともに手洗いを済ませて居間へ移動する。

　居間のテーブルの上には鍋ですき焼きが煮えており、生卵も３人分用意され食事の準備は万端だった。

　睦が茶碗にご飯を盛って配り終えると、みんなで手を合わせて、「いただきます」と言ってからすき焼き鍋に箸をつけた。

「ねえ、もう１ヶ月以上群馬に行ってるみたいだけど、あとどれくらい
屋
 や

 
敷
 しき

 にいる予定なの？」

　久々の我が家の味に、一良が猛烈な勢いでパクついていると、睦が追加の肉を冷蔵庫から出しながら聞いてきた。

「ん、まだしばらくは
屋
 や

 
敷
 しき

 に住むつもりだよ。何だかんだで田舎暮らしも楽しいし、金目当てに集まってくる輩も今のところいないし」

　群馬の
屋
 や

 
敷
 しき

 に移動してからというもの、宝くじの当選金目当てに集まってきた奴らは完全にまくことができたようで、誰かが
屋
 や

 
敷
 しき

 に押しかけてきたことは一度もなかった。

　日本に帰ってくること自体が週に１回程度で、ほとんど異世界で生活しているというのが一番の要因なのかもしれないが。

　どちらにせよ、グリセア村での生活を
満
 まん

 
喫
 きつ

 している一良としては、しばらくは９割異世界１割日本といった生活を続けたかった。

「そう……でも、たまには実家にも連絡ちょうだいね。お
屋
 や

 
敷
 しき

 がある地域が山奥すぎるみたいで、電話をかけても電波が届かないことがほとんどなのよ。今日はたまたまお父さんの携帯から繋がったみたいだけど」

「そうだぞ。ずっと連絡がないと俺たちも心配になるからな。１ヶ月に１回でもいいから、電話も寄越してくれ」

「あー……そうだね、覚えておくよ」

　思い返してみれば、１ヶ月前に真治に電話をしたきり、一度も両親に連絡を取っていなかった。たまに日本へ物資の調達などで戻ってきた際も、たいていは携帯の電源は切ったままだった。

　そのため、両親にはこちらからかけない限りは、まず連絡が取れない。

「それで、初めての田舎暮らしはどう？　お
屋
 や

 
敷
 しき

 は電気も通ってないから不便なんじゃない？」

「いや、慣れれば電気くらいなくても大丈夫だよ。明かりなんてランタンがあれば十分だし」

「どんな生活してるんだお前……」

　そんな話をしながら、今では年に数えるほどとなった家族団らんの夜は、ゆっくりと更けていった。

　

　次の日の朝。

　まだ午前６時という早朝にもかかわらず、一良は着替えなどの入ったボストンバッグを車に積み込んでいた。

　真治もすでに起きており、大きな旅行用のキャリーケースを一良の車に載せている。睦はまだ起きておらず、車庫にいるのは一良と真治の２人だけだった。

「しかし、ずいぶん早く帰るんだな。何か用事でもあるのか？」

　後部座席にバッグを載せ終え、ドアの取っ手に手をかけながら真治が言う。

「うん、ちょっとお手伝いしてる農家の人と約束があってね……それより、あのキャリーケースの中身って……」

「おう、防犯用品とか田舎暮らしに役立ちそうなものを適当に入れておいたぞ」

「適当にって、でかすぎだろ……」

　車に載せられたキャリーケースは、どう見てもＬサイズはありそうな大きさだった。

　いくらなんでも詰め込みすぎだ。

「まあ、いいじゃないか。別に腐るものでもないしな。さて、俺は畑に行くかな。今日は
聖
 しよう

 
護
 ご

 
院
 いん

 
大
 だい

 
根
 こん

 をまかなきゃならん」

　真治はそう言って車のドアを閉めると、自らの軽トラに乗り込んだ。一良はやれやれとため息をつくと、車に乗り込みエンジンをかける。

「じゃあ、俺は群馬に帰るよ。母さんにもよろしく言っといて」

「あいよ、身体に気をつけるんだぞ」

　そう
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を交わすと、一良は群馬へ向けてアクセルを踏み込んだ。

　

　実家を出発してから４時間後。

　群馬県内の市街地で日用品やバレッタへのお土産用の本を購入した一良は、以前訪れたハーブ店へとやってきていた。

　以前訪れた時と同様、古民家のいい
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 を残したままの店内には、様々な種類のハーブがアクリルビンに入れられ陳列されている。

　一良は試飲用として女性店員が出してくれた冷たいハーブティー入りの紙コップを片手に、店内を散策する。

「えっと、ネトルとレモンバーベナと……おっ、このハーブティー美味しいですねぇ。これと同じやつも30
 グラムもらえます？」

　ハーブティーを一口飲んでそう言うと、女性は嬉しそうに了解の返事をし、アクリルビンの１つからハーブを小袋に分け始めた。

　よくよく店内を見渡してみると、以前来た時にはなかったブレンドのものがあった。今日試飲させてもらったハーブティーも、新商品なのかもしれない。その他にも、ハーブの苗が植えられた鉢が値札とともに床に置かれていた。

「あ、苗の販売も始めたんですか？」

「はい、以前お客様がいらした時に、ハーブの苗が欲しいっておっしゃってたじゃないですか。それで、いくつか育てているものを株分けして、お店にも置いてみることにしたんです」

　まさか自分の発言が元で商品の枠が広げられるとは思わなかったが、そういった心遣いはとても嬉しかった。

　商品として置かれている苗は、まだ数は少ないが、どれも葉や茎がしっかりしていていい苗である。また、どれも以前一良が買っていかなかった種のものばかりだった。

「ありゃ、何か催促したみたいですみません……それじゃ、このワイルドストロベリーとマリーゴールドを１つずつもらおうかな」

「ありがとうございます。そういえば、この間買っていかれた種の芽は出ました？　ルッコラあたりはそろそろ出てると思うんですけど」

「ええ、種を買っていってその日のうちに植えられるものは植えたんですが、ルッコラとバジルは大量に芽が出始めてますよ。他はまだ出てないですね」

　ハーブの種を植えてから本日でちょうど２週間なのだが、先に上げた２つ以外はいまだに芽を出していない。その代わりと言うかのように、バジルはこれでもかと大量に芽吹いていた。

「レモンバームもそろそろ芽を出す頃だと思いますよ。風通しを良くしてあげてくださいね」

「はい、その辺は気を使って植えたので大丈夫だと思うんですけど……あ、
精
 せい

 
油
 ゆ

 か……」

　商品を袋に入れてもらい、会計をしようと財布を出したところで、近くの棚に置かれた
精
 せい

 
油
 ゆ

 が目についた。

　考えてみれば、バレッタにお土産としてハーブは時々買っていっているのだが、
精
 せい

 
油
 ゆ

 は一度も買っていったことがなかった。ハーブの本で
精
 せい

 
油
 ゆ

 の予備知識はあるはずなので、買って行けばきっと喜んでくれるだろう。

「この
精
 せい

 
油
 ゆ

 も一緒にお願いします。あと、アロマポットのセットとポーチも１つずつ」

「まぁ、たくさん買っていただいてありがとうございます」

　とりあえず目についた30
 ミリリットル入りの
精
 せい

 
油
 ゆ

 を数本と、ちょっとお高めなガラスポットも一緒に購入する。

「ありがとうございました。また来てくださいね」

　嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 んで小さく手を振る女性店員に見送られながら、一良は店を後にした。

　

　それから約３時間後。

　グリセア村へと続く水路の脇に設置された水車から、数百メートル離れた小高い丘の岩陰に、アイザックと３人の兵士が身を隠していた。

　アイザックと２人の兵士は重装備のままだが、もう１人の兵士は
鎧
 よろい

 を着ておらず、布製の服を着て腰に短剣を挿しているのみであった。

　４人は何か言葉を交わすでもなく、時折水の入った革袋を口につける以外は、身を隠したままじっとしている。

　特に話すことがなくて言葉を発しないというよりも、３人の兵士はどこかピリピリした
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 のアイザックに気を使い、沈黙しているようだった。

「来たぞ。身を隠せ」

　アイザックは視線の先に何か見つけたのか、鎧を着けていない兵士に声をかける。

「こっちに向かってくる奴らが水車の傍まで来たら、お前は本隊へ伝令に走れ。当初の作戦どおりに行動を起こせと伝えろ」

「了解しました。村長の
屋
 や

 
敷
 しき

 を制圧し、村人は全員家に押し込めておくのですね？」

　兵士の返答にアイザックは
頷
 うなず

 くと、遠目に見えた人影を思い返した。

　人影まで距離がかなりあったので確証は持てないが、こちらへ向かってくる者はどうやら２人のようである。

　アイザックの予想が正しければ、そのうちの１人は、昨日コルツが言っていたカズラという人物だろう。

　昨日、アイザックはコルツと別れた後、何食わぬ顔で部隊に戻ると、部隊とともにイステリア方面へと日が暮れるまで移動し続け、部隊を全て
撤
 てつ

 
収
 しゆう

 したかのように見せかけた。

　その後、夜のうちに部隊を再び村の周辺まで静かに移動させ、
潜
 せん

 
伏
 ぷく

 させたのだ。

　もちろん、事前に部下のうち２人をイステリアへ伝令に出し、部隊の帰還が遅れると伝えるように命じてある。

　これによって、村人たちは部隊がカズラのことに気づかないまま
撤
 てつ

 
収
 しゆう

 したと思い込んだはずだ。部隊がいなくなったと知れば、村の外に避難しているであろうカズラという人物も村に戻ってくるだろう。

　万が一、コルツが昨日のアイザックとのやり取りを村の誰かに話してしまった場合、下手に部隊を村の付近に留まらせておくと、カズラが二度と村に戻ってこなくなる恐れがあった。

　そのため、あえてこのような面倒な手段をとったのだが、どうやら上手くいったようである。

　昼間、部下に村の様子を
偵
 てい

 
察
 さつ

 させた際にも、特に変わった様子はないとの報告を受けていたので、コルツは村の誰にも昨日の一件を話していないのかもしれない。

　そうしてしばらく待機していると、水車の方から話し声が聞こえてきた。どうやら、こちらへ向かって来ていた２人が水車に到着したようだ。

「いくぞ。万が一抵抗した場合でも絶対に殺すな。生け捕りにして
尋
 じん

 
問
 もん

 する必要があるからな」

　アイザックは部下の２人にそう声をかけると、岩陰からするりと抜け出した。





　

第２章　駆け引き

　

「なるほど、軍隊は村の視察ついでに、行軍訓練で立ち寄っただけだったんですか」

「はい、いつもどおりに父がアイザックさんに付き添って村の視察をしただけで、イステリアへ帰っていきました。村のみんなも上手く立ち回ってくれたので、何も問題は起こらなかったですよ」

　晴れ渡った空の下、
一
 かず

 
良
 ら

 は水車の設置された川べりに向かいながら、昨日の報告をバレッタから受けていた。

　バレッタの話では、どうやら上手く今回の騒動を乗り越えることができたようである。

　村人から物騒な提案もあったらしいが、バレッタの機転で上手く村人たちを誘導することができ、
穏
 おん

 
便
 びん

 に済ませることができたようだ。

「よかった……でも、おそらく水車の作り方を説明させるために、バレッタさんがイステリアに呼び出されるかもしれませんね……何か身代わりにさせてしまったみたいで申しわけないです」

「あ、そんな謝らないでください！　今までたくさんカズラさんに助けていただいてますから、これくらいお安い御用です。それに、呼び出されたとしても、すぐに帰ってこられるように上手くやりますから」

　そんな話をしながら歩いているうちに、２人は水車の下へとたどり着いた。現在、水門は閉じられてしまっているので、水車は動いていない。

「この軸の部分なんですけど、使っているうちに磨り減ってしまったみたいで……」

　
軸
 じく

 の部分をのぞき込むバレッタの隣に並び、一良も軸を調べてみる。

「どれどれ……ああ、これはずいぶんと
磨
 ま

 
耗
 もう

 してますね。折れる前に気づいてよかった」

　軸の傷み具合を確認し、片手に持っていた大学ノートを開く。

　ノートをめくって水車のイラストのページを開き、赤ペンでメモ書きをした。これは早々に何らかの対策を講じなければ、折れてしまいそうだ。

「やっぱり、軸か軸受けのどちらかを金属か何かで補強したほうがいいか……銅は日本から持ってきてもいいけど、イステリアで買った物を使ったほうがいいかな」

　
青
 せい

 
銅
 どう

 か純銅を加工して補強材にすることができれば、軸の回転摩擦による
磨
 ま

 
耗
 もう

 対策は問題ないだろう。

　材料の仕入先をアイザックやイステリアの役人などに問い詰められた時に備えて、手間ではあるがイステリアまで仕入れに行ったほうがいいかもしれない。

「村で加工するとなると、少し大きめの
炉
 ろ

 を作らないといけませんね。村にはノミなどの修理に使う小さな炉しか……ッ!?
 」

　ふと急に言葉を詰まらせたバレッタに、一良は何事かと振り返った。

「水車の具合はどうですか？」

「……」

　振り返った一良は、突如として現れた３人の兵士の姿に絶句した。

　バレッタも、目の前に立つ指揮官風の男――アイザック――を見つめたまま小さく震えている。
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　アイザックは口調こそ親しげではあるが、２人を見据える目は冷え切っている。

　そうしている間に、アイザックの背後に控えていた２人の兵士が、一良とバレッタの両脇を取り囲むように移動した。

「お前は何者だ。グリセア村の住人ではないな」

　アイザックが一良の目を直視して詰問する。

　兵士たちを見た当初こそ、一良は驚きで思考が停止してしまったが、隣で震え上がるバレッタの様子を見て、逆に冷静さを取り戻すことができた。

　状況から察するに、この兵士たちは一良がこの場所に現れることを見越して、張り込んでいたのだろう。

　どうやって彼らが一良の存在を嗅ぎつけたのかは分からないが、まずは絶体絶命のこの状況を何とかして打破しなければならない。

　自分が彼らを上手く言いくるめなければ、一良だけでなくグリセア村自体もかなりまずい状況に陥ってしまう。

　目の前で
恐
 きよう

 
慌
 こう

 状態に陥るバレッタに代わり、自分が何とかせねばならない。

「ア、アイザックさん、この方は……」

「
貴女
 あなた

 は黙っていなさい」

　アイザックは口を挟もうとしたバレッタを
睨
 にら

 み付け、問答無用で黙らせる。そして、再び一良を直視した。

「さっさと答えろ。それとも、答えられないような理由でもあるのか？」

　――この人がアイザックか。ずいぶんと若いんだな。

　一良は場違いな感想を思い浮かべながら、どう答えるべきか数秒思案する。

　目の前にいるアイザックが、バリンやバレッタから聞いていたとおりの人物であるならば、まだ少しは救いがありそうだ。一良の話に耳を貸さず、いきなり縛り首といったことになる可能性は低いだろう。もちろん、危機的状況には何ら変わりはないのだが。

「……私は旅の商人です。この辺りをさまよい歩いているうちにグリセア村にたどり着き、少しの間住まわせてもらっていました」

　その答えに、アイザックは特に驚いたような様子も見せず、一良が持つ大学ノートに目を向けた。

「商人……か。その手に持った本を見せてもらおうか」

　一良はアイザックにノートを渡すと、怯えた様子で見つめるバレッタに「大丈夫」と小声で伝え
微笑
 ほほえ

 んだ。

　アイザックはノートを受け取ると、表紙を指で撫で、その紙質に小さく
唸
 うな

 った。ぱらぱらとページを
捲
 めく

 り、水車が描かれたページで指を止める。

「……水車の設計図か。他にも何やら書いてあるが……この水車を設計したのはお前なのか？」

「ええ、そうです」

「この本に書いてある文字は見たことがないのだが、お前はどこの国からきた商人なんだ？」

　村に来た当初、村人たちに言ったように『商人である』と
場
 ば

 
繋
 つな

 ぎ的に答えはしたが、このまま下手にごまかそうとしても、事態は悪い方向に進むだけだろう。ここはどうやら、腹を
括
 くく

 る必要がありそうだ。

「グリセア村の林の奥にある世界から、と言えば分かりますかね？」

「……なんだって？」

　予期せぬ答えに、アイザックは思わず問い返した。

　一良たちを取り囲む２人の兵士も、何を言っているんだこいつは、といったような視線を向ける。

　そんな彼らの視線を浴びながら、一良は一度小さく深呼吸をする。

　そして、アイザックを真っ直ぐ見据えて口を開いた。

「神の世界から来たと言ったのです。このグリセア村の人々を救うためにね」

「……」

　そう答える一良に、アイザックたちは顔を見合わせた。

　予想だにしていなかった返答に、困惑している様子がありありと見られる。

　そんな彼らを前にして、表面上は実に堂々としたものであるが、慣れない行動のために一良の内心も冷や汗だくだくであった。

　日本から持ち込んだ道具をいくつか見せることができれば、有無を言わさず『神の世界の者』として納得させることができる自信はある。

　だが、今手元にあるのはノートとボールペンだけだ。

　何とか一度村に戻ることができないだろうかと考えていると、アイザックが
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をしたまま口を開いた。

「お前、自分は商人でこの辺りをさまよっていたら村にたどり着いたと言ったばかりじゃないか。言っていることの
辻
 つじ

 
褄
 つま

 が合っていないぞ」

「……それは言葉の
綾
 あや

 です。たとえ神の世界の商人でも道に迷うことはあります。グリセア村にこようとして道に迷い、林の中で少しの間さまよっていたんですよ」

　発言の
矛
 む

 
盾
 じゆん

 を指摘され、苦し紛れに一良は答える。

　だが、アイザックの表情から察するに、よけい不信感を
煽
 あお

 ってしまったようだ。

「いや、お前さっき村に住んで……」

「ほ、本当です！　この方は、村を救うために神の世界からやって来てくださったグレイシオール様なんです！」

　再びアイザックが一良の言葉の
矛
 む

 
盾
 じゆん

 を突こうと口を開くと、被せるようにバレッタが口を挟んだ。さすがにこの流れはまずいと思ったのだろう。

　グレイシオールという単語が飛び出し、さらに
矛
 む

 
盾
 じゆん

 が生まれた気がしないでもないが。

「グレ……なんですって？」

「グレイシオール様です！」

「この男がグレイシオール様だというのですか？」

「そうです！」

　そう断言するバレッタに、アイザックはげんなりした様子で深くため息をついた。

「……グレイシオール様が商人をしているとは知りませんでしたね」

「……あ」

「いや、神の世界では商売もしていてですね……」

　なおも取り繕おうとする一良を無視し、アイザックは脇に立つ兵士に顔を向けた。

「この男の腕を縛り上げろ」

　一良の
捕
 ほ

 
縛
 ばく

 が決定された。

　

　静まり返った森の中、伝令から連絡を受けたハベルは、部下の兵士たちを周囲に集めて指示を出していた。

　兵士たちの表情は硬く、皆一様に緊張している様子だ。

「我々の目的は、村人たちを家の中に押し込めておくことだ。その後の指示はアイザック様が戻り次第伝令を回すから、それまで各自持ち場を離れないように」

「副長」

　ハベルがそう説明すると、兵士の１人が手を挙げた。

「万が一村人が抵抗した場合は、少しこいつで痛めつけてやってもよいでしょうか」

　そう言って右手に持つ短槍を揺する兵士に、ハベルは首を振って見せた。

「ダメだ。多少不服従な態度を取ったからといって、すぐに暴行を加えてはいけない。極力説得して家の中に押し込めるようにしてくれ。どうにもならないようなら私を呼んでくれていい」

　ハベルがそう言うと、大部分の兵士たちの顔に不満の色が浮かんだ。

　軍隊、それも貴族である自分たちが、たかが農民になぜそのような丁寧な扱いをしなければならないのだと思っているのだろう。

　ハベルとしても、仮に自分が隊長ならば、必要に応じて多少手荒な真似もするだろう。

　だが、隊長であるアイザックは、そのような手段は望まないはずだ。

　過去１年間、副官としてアイザックとともに行動し、彼の思考はだいたい
把
 は

 
握
 あく

 したつもりだ。

　自分がどのように行動すれば、高い評価を得ることができるのかも分かっている。

「これは命令だ。異論は認めない。各員行動を開始しろ」

　ハベルはそう厳命し、部下たちを行動に移らせた。

　

　ハベルたちがグリセア村の制圧作戦を敢行している頃、一良たちはグリセア村に向かってぞろぞろと歩いていた。

　一良は後ろ手に縄で縛られており、結び目はがっちりと絞められ、簡単には外れそうにない。

　傍から見たら、まるで罪人そのものである。

　一良の隣を歩くバレッタは縛られてこそいないが、背後を２人の兵士にしっかりと見張られている。

「これは……インクを付けずに書くことができるのか……」

　アイザックは一良から取り上げたボールペンを使い、歩きながら
皮
 ひ

 
紙
 し

 に試し書きをしていた。

　日頃アイザックが使う羽ペンとは違い、ボールペンは文字を書くたびにインクを付ける必要などない。

　初めて使うボールペンの利便性に、アイザックは小さく
唸
 うな

 った。

「それはボールペンという物です。村に戻れば、神の世界から持ってきた道具がいくつもありますよ」

　一良はそう言いながら、村の
屋
 や

 
敷
 しき

 に置いてある自分の持ち物を思い浮かべた。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 の自室には、今朝日本で買ってきた品物が入ったボストンバッグの他に、真治に渡されたキャリーケースも置いてある。

　キャリーケースの中に何が入っているのか確認はしていないが、アイザックの興味を引けるような品物の１つや２つは入っているだろう。

　ボストンバックとキャリーケースの中身を見せれば、神の世界から来たという証明は十分可能なはずだ。

「１つ聞きたいのだが」

　じっとボールペンを見ていたアイザックは、立ち止まると一良を振り返った。

「お前がグリセア村にやってきて、今日で何日になる？」

「えっと……確か30
 日とちょっとですかね」

　一良は自分が会社を退職した日の日付と今日の日付を思い出しながら答えた。

「30
 日……前に俺が村へ来たのは20
 日前か……」

　アイザックはそうつぶやくと、何やら考え込んだ様子で押し黙り、再び前を向いて歩き始めた。

　一良が隣を歩くバレッタを見ると、アイザックと同様に何やら考え込んでいるような表情だった。おそらく、村に着いた後に自分がどう行動すべきかを考えているのだろう。

　――村に着く前に、この縄だけは解いてもらわないと……今の状態はグレイシオールの言い伝えとまるっきり同じだもんな。

　後ろ手に縛られた状態の一良を村人たちが見た場合、言い伝えとまったく同じ状況を目にしたことで、一良を守ろうと
蜂
 ほう

 
起
 き

 する可能性がある。

　村人たちとバリンのやり取りについては聞いていたので、村人たちが武器を手に立ち上がる可能性は非常に高いと思えた。

「バレッタさん、１つ教えて欲しいのですが」

　それから15
 分ほど経った頃。アイザックは足を止め、バレッタに声をかけた。

「グリセア村の人たちは、この男がグレイシオール様だと思っているのですか？」

　そう言いながら一良の顔を横目に見るアイザックの表情は、真剣そのものである。

　この男、と言う時に、微かではあるが話し方に戸惑いが感じられた。

「神の世界から来た」という一良の言葉を、わずかながらも気にしているのかもしれない。

「もちろんです。このお方は、グレイシオール様に違いありません」

「そう思う根拠は？」

「それは……」

　アイザックの問いを受け、バレッタはちらりと一良の方を見た。

　――言ってもいいか……ってことか。この状況じゃ、ある程度正直に言うしかないよな。

　一良はバレッタの視線の意味を読み取ると、小さく
頷
 うなず

 き返した。

　バレッタは一良が頷いたのを確認すると、一呼吸置いてから再び口を開いた。

「村に伝わるグレイシオール様の言い伝えと、まったく同じことが起こったからです。今から１ヶ月ほど前、食料不足で村が全滅しかけた時、このお方はたくさんの食料を持って突如村の林の奥より現れ、私たちを救ってくださいました」

　バレッタの
台詞
 せりふ

 に、最後尾にいる２人の兵士が息を呑む。

　しかし、そんな兵士たちとは対照的に、アイザックの表情は変わらない。

「その食べ物と衣服は、村のどこに置いてあるのですか？」

「それは……」

　矢継ぎ早に質問するアイザックに対し、バレッタはどこまで話すべきかを考えながら言葉を発しているように見えた。おそらく、一良が日本から持ち帰った荷物の中身を予想しながら話しているのだろう。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 に置いてあった大量の本は一応
隠
 いん

 
蔽
 ぺい

 工作がしてあるので、見つからずに済むかもしれない。

　だが、一良の部屋にはボストンバッグとキャリーケースが置きっぱなしであった。

　日本から戻ってきた後、バッグとキャリーケースは一度も開けていないので、バレッタはその中身を知らない。

「バリンさんの
屋
 や

 
敷
 しき

 の一室ですよ。そこに神の世界から持ってきた物が置いてあります」

「その部屋にあるものが、お前が持ってきた物の全てなのか？」

　横から口を挟んだ一良に、アイザックは再度質問を投げかけた。

「……いえ、ほかの村の家々にも、私の持ってきた食べ物がいくらかあるはずです」

　村で生活を始めてから、村人たちに食べ物を渡したことは数回ある。それぞれの家にはまだ備蓄があるはずだ。赤ん坊のいる家庭には粉ミルクが残っているだろうし、米や缶詰も残っているだろう。

「……そうか」

　アイザックはそうつぶやくと、一良の後ろに立つ兵士に目を向けた。

「この男の縄を解け」

「はっ！」

　命令された兵士は短く返事をすると、持っていた短槍を隣の兵士に預け、一良の縄を解き始めた。

　アイザックはグレイシオールの言い伝えを知っている様子だったので、このままの状態で村に戻るのはまずいと考えたのだろう。

「いったん縄は外しておくが、逃げようなどとは考えないでくれ。下手な真似をするとよけい罪が重くなってしまうからな」

「罪……えっと、私は何の罪で捕らえられているんですか？」

「お前の罪状は……ルート」

　アイザックは答えを述べようとした口をいったん閉じ、バレッタの後ろに立つ兵士に声をかけた。

「はい」

「この男の罪状を言ってみろ」

　そう命じられた、まだ歳若い兵士――ルート――は、アイザックの命令に姿勢を正した。

「
偽
 ぎ

 
証
 しよう

 罪と不法入国罪です。ただし、彼の名がグリセア村の住民録に記載されていれば、後者は当てはまりません。また、彼がグリセア村以外の国内の村落出身だった場合は、特別な場合を除いて許可なき転居は認められていないため、違法転居による罰金刑もしくは強制労働刑が科されます」

　すらすらと答えるルートに、一良は縄の解かれた腕を撫でながら感心した。

　どうやらこの世界では、カズラが思っていた以上に法律がしっかりと整備されているようだ。

　それを知る機会が、まさか自らの
逮
 たい

 
捕
 ほ

 という形になるとは思ってもみなかったが。

　アイザックはルートの説明に
頷
 うなず

 き、一良に向き直った。

「というわけだ。村の人たちがお前をグレイシオール様だと信じているということで、一時的に縄は外した。だが、無罪放免になったわけではない。取調べが済むまでは、こちらの指示に従ってもらおう」

「それは、このお方をイステリアまで連行して
尋
 じん

 
問
 もん

 するということですか？」

　不安な表情を浮かべるバレッタに、アイザックは「そうですね」と頷いて見せた。

「今の状況では、そうせざるを得ませんね」

「ですが……」

「バレッタさん、大丈夫ですよ」

　なおも食い下がろうとするバレッタを
諌
 いさ

 めるように、一良は声をかけた。

　彼の丁寧な対応を受け、思わず忘れてしまいそうになるが、彼は貴族なのだ。
一
 いつ

 
介
 かい

 の農民が口答えをするなど、この世界ではとんでもない暴挙なのではないだろうか。

　今後のことも考え、彼らには極力悪印象を与えないようにしていたほうがいいだろう。

「どうやらアイザックさんは、昔に私が会った領主とは違うようです。彼の言うとおり、イステリアとやらに行って話をしてみてもいいでしょう」

「でも……」

「アイザックさん、私がグレイシオールだと証明できた場合、私は無罪ということでいいんですかね？」

「……そうだな」

　
物
 もの

 
怖
 お

 じせずに質問する一良に、アイザックは搾り出すように答えた。

　一良の質問は、神を罰することができるのか、という質問に等しいのだ。神に対する信仰が盛んだと思われるこの国の人間なら、そう答えざるをえないだろう。

「お前が本当にグレイシオール様だというのなら、罪など問えるはずもない。ただし、もしお前が嘘をついていたとしたら……」

「……ついていたとしたら？」

　もったいぶった言い方に一良が聞き返すと、アイザックはにやりとした表情で口を開いた。

「舌引き抜きの刑だろうな。嘘をついていたと判明した場合、裁判官はお前が神を名乗って民を
扇
 せん

 
動
 どう

 したと判断するだろう。極刑と同等の刑しかありえないさ」

「なるほど、嘘をつくような舌は引き抜くということですか。それは恐ろしいですね」

「……」

　ふむふむと聞いている一良に、アイザックは
毒
 どく

 
気
 け

 を抜かれたような表情になった。

　だが、１つ息をつくと、再び表情を引き締めた。

「……ともかく、村に戻って
屋
 や

 
敷
 しき

 の部屋を確認してからだ。神の国から持ってきたという荷物を見れば、ある程度の判断はつくだろう」

　アイザックはそう言うと、再び村に向けて歩き出した。

　

　歩くこと約10
 分。

　村の入口に到着すると、入口で見張りをしていた兵士の１人が、アイザックの下へ駆け寄ってきた。

「首尾はどうなっている」

「住民は全て各々の家の中に入らせました。村長の
屋
 や

 
敷
 しき

 も制圧し、現在は副長が
屋
 や

 
敷
 しき

 にて指揮を執っています」

「よし。
怪
 け

 
我
 が

 人は出ていないか？」

「はい。部隊の兵士、村人ともに怪我人は誰１人出ておりません。副長が手荒な真似は絶対にするなと厳命しておりましたので」

　その報告を受け、アイザックは満足そうに
頷
 うなず

 いた。どうやら、一良たちが村を留守にしている間に、アイザックの部隊によって村は制圧されていたようである。

　村人たちが家の中に押し込まれているなら、この状態を見られずに済むので好都合だ。

　また、村人たちが個々に分散して家に押し込められているのであれば、一良を救うために集団で
蜂
 ほう

 
起
 き

 する、といった可能性も低くなるだろう。

「そうか、ご苦労だった。見張りに戻れ」

「はっ！」

　アイザックは兵士を見張りに戻らせると、一良たちに振り返った。

「これから村長の
屋
 や

 
敷
 しき

 に向かうが、くれぐれも騒がずに付いてきてくれ。村人たちは全員家の中に入ってはいるが、耳をそばだてているかもしれないからな」

　２人が
頷
 うなず

 くのを確認すると、アイザックは
屋
 や

 
敷
 しき

 に向かって歩き出した。

　

「アイザック様！」

「カズラさん！　ご無事でしたか！」

　
屋
 や

 
敷
 しき

 に到着すると、入口で何やら話し込んでいたハベルとバリンが声を上げた。

　その場にいる兵士はハベルだけではなく、
屋
 や

 
敷
 しき

 の周りを数名の兵士が巡回していた。

「……カズラ？」

「村の人々には、私はカズラという名前の旅の商人であると言ってあります。……まあ、皆さん私の正体にはとっくに気づいているようですけどね」

「なっ……！」

　一良がアイザックに答えると、バリンは
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の表情を浮かべた。

　顔面
蒼
 そう

 
白
 はく

 になるバリンに、一良は「大丈夫ですよ」と
微笑
 ほほえ

 む。

「正体がばれたくらいで、私は村を見捨てたりはしません。安心してください」

「なんと……グレイシオール様……」

「……なんだって？」

　まったく状況が掴めないハベルは、バリンの漏らした言葉に怪訝な表情を浮かべた。アイザックは説明をしようかと口を開きかけたが、周囲の様子を
窺
 うかが

 うとハベルの傍に歩み寄った。

「アイザック様、いったいどういう……」

「説明は後でする。とりあえず
屋
 や

 
敷
 しき

 の中に入れ。……お前ら２人はここを見張れ。誰が来ても絶対に中には入れるな」

　困惑した様子のハベルだったが、アイザックの指示に応じて
屋
 や

 
敷
 しき

 に入る。

　ハベルの後に続き、アイザックも一良とバレッタを促して
屋
 や

 
敷
 しき

 に入った。

「どの部屋だ？」

「そちらの居間の奥にある部屋です」

　アイザックは居間に上がると、一良の指し示した部屋に向かった。

　一良の隣ではバレッタが何やら思いつめたような表情をしているが、一良もかなり緊張していた。日本から持ってきた色々な道具を見せれば、アイザックも一良を『神の世界から来た者』……グレイシオールだと認めざるをえないだろう。

　だが、問題はその後だ。

　一良がイステリアに連行されるのは、まず間違いないと言っていい。

　一良のことをグレイシオールだとアイザックが認めたからといって、はいそうですかと一良の身が自由になることはありえない。

　たとえアイザックは一良に手を出さなかったとしても、アイザックの報告を受けた者たちが黙っているはずがない。

　何とか一良を利用できないかと、様々な手段を用いて取り入ろうとするに違いない。

　
隙
 すき

 を突いて日本に逃げ帰ってしまえば、一良の身は自由になる。

　だが、それをしてしまうと、グリセア村の人々が後々どういった扱いを受けるのか、分かったものではない。

　何とか
穏
 おん

 
便
 びん

 に済ませることはできないものかと必死に考えるが、アイザックが部屋の戸に手をかけると、いったん考えていたことを頭の奥にしまいこんだ。

　まずは彼らに、自分がグレイシオールであるということを認めさせる。

　何をするにしても、話はそれからだ。

「……これか」

　部屋の戸を開けたアイザックは、部屋の真ん中に置かれたボストンバッグとキャリーケースに歩み寄った。しゃがみ込み、それらを撫でながら小さく
唸
 うな

 る。

　キャリーケースは
樹
 じゆ

 
脂
 し

 
製
 せい

 の物だが、アイザックはそんなものに触れたことなど一度もない。

　ボストンバッグもポリエステル製で、こちらも初めて見るものだ。

　バッグとキャリーケースの脇には、一良の着てきた衣服が畳んで置いてあったが、とりあえずそちらは後回しにするつもりらしい。

「これは、皮でできているのか？」

「いえ、石油からできていますね」

「セキユ？　……何だそれは？」

　アイザックの反応に、一良はバレッタに目を向ける。バレッタは小さく首を振った。

　どうやら、この世界では石油という単語は通用しないらしい。

　油という単語なら通用するかもと考えたが、説明が面倒くさいことになりそうなので、言うのは止めておくことにする。それらしく説明しておけば十分だろう。

「神の世界にある燃える水のことです。それを加工すると、それらが作れるんですよ」

「これが水なのか」

　アイザックは神妙な表情でつぶやくと、何度かボストンバッグを撫でた後、一良に顔を向けた。

「この中身を確認したいのだが」

「……分かりました」

　一良はボストンバッグに近寄って
膝
 ひざ

 をつくと、ジッパーを開いた。

　バッグの中には、
精
 せい

 
油
 ゆ

 やリポＤなど、一良が日本で購入してきた品物が多数入っていた。

　一良はバッグに手を入れると、中からペンライトを取り出す。

「それは？」

「まあ、見ていてください」

　興味深そうに見つめるアイザックにそう言うと、ペンライトを壁に向け、側面のスイッチを押し込んだ。

「なっ!?
 」

　スイッチを入れると同時に、
超
 ちよう

 
高
 こう

 
輝
 き

 
度
 ど

 ＬＥＤの強烈な光が壁を照らす。そのあまりに衝撃的な光景に、アイザックは息を呑んだ。一良の背後では、ハベルもアイザックと同様に
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の表情を浮かべていた。

「これは、筒の中に光の精霊の力を込めた照明道具です。この他にも……」

　アイザックたちの反応に、一良は確かな手応えを感じた。

　
驚
 きよう

 
愕
 がく

 のあまり言葉を発することができないのをいいことに、一良は適当な説明を付け加えながら、次は何を見せてやろうかと再びバッグの中に手を入れる。

「これは缶詰というもので、中には食べ物が入れられています。このままの状態で、数年間は保存ができます」

　一良は新たに缶詰を取り出すと、アイザックの前に差し出し説明を入れる。

「中の食べ物が腐ることはないのか？」

「あらかじめ指定されている保存期間内であれば、まず大丈夫です。保存期間は物によってまちまちですが……開けてみますか？」

「……いや、いい。後日、イステリアで試させてくれ」

　一良はアイザックに説明しながら、内心ほっと息をついた。アイザックの受け答えから察するに、一良の説明をおおむね信用しているようである。一良がイステリアに連行される、という事実は変わっていないようだが。

「あー……やっぱり、私はどうしてもイステリアに行かないとダメですかね？」

「……すまないが、今の時点ではお前をグレイシオール様だと断定することはできない。色々な道具を見せられても、お前自身がグレイシオール様だという証拠がないからな」

　苦しげにそう答えるアイザックの額には、
脂
 あぶら

 
汗
 あせ

 が浮かんでいた。

　内心、目の前に広げられた数種類の道具を見て、アイザックは一良をグレイシオールであると思い始めているのだろう。

　だが、まだ一良が神であるというような決定的な証拠がない。

　一良自身が何かやって見せないと、この頭の固い隊長は折れてはくれないだろう。

　――グレイシオールだという証拠……あれしかないか。

　一良の反応を
窺
 うかが

 うアイザックを尻目に、その場で数秒考えて答えを出すと、
膝
 ひざ

 に手をついて立ち上がった。

「では、私がグレイシオールであるという証拠をお見せしましょうか。皆さんついてきてください」

「お、おい。ついて来いって、いったいどこへ行くんだ？」

　一良に続き、慌てて立ち上がるアイザックに、一良はにやりと笑みを浮かべた。

「神の世界の入口ですよ」

　

　それから約10
 分後。

　一良たち５人は、村はずれの雑木林の中にいた。

「ここから先は神の領域です。私以外、誰もこの先へ進むことはできません」

　一良は付近の木に印が付いたものがあることを確認すると、以前バレッタが瞬間移動してしまった場所を歩いて通過した。

「バレッタさん」

「はい」

　一良に呼ばれ、バレッタは一良の下へと歩を進める。

　そして、一良の下にたどり着く直前、バレッタの姿が、一瞬にしてその場からかき消えた。

「バレッタ!?
 」

「き、消えた!?
 」

「……」

　目の前でバレッタが消えるのを目の当たりにし、バリンとハベルは
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の表情を浮かべた。

　しかしアイザックだけは、難しい表情で立ち尽くしている。

「大丈夫ですよ。バレッタさんは林の入口へ戻っているだけです」

　一良の言葉に、バリンはほっとしたような表情を見せた。自分の娘が目の前で突然消えれば、誰でも不安になるだろう。

「アイザックさんもこちらへどうぞ。バレッタさんと同じように、林の入口に戻ることになりますがね」

　一良がそう言うと、アイザックは神妙な面持ちでその場に片膝をついて頭を垂れた。

「……数々のご無礼、大変申しわけございませんでした。全ては私の独断で行ったことで、ハベルや部下の兵士には、何の罪もございません。私の命をお返し致しますので、どうか他の者たちはお
赦
 ゆる

 しください」

「え？　……ちょ、ちょっと！」

「ア、アイザック様!?
 　何やってるんですか！」

　腰から短剣を引き抜き、自らの首筋に刃を添えたアイザックに、一良とハベルは慌てて駆け寄った。

　アイザックの腕を掴み、短剣を首筋から引き
剥
 は

 がす。

「やめてください！　あなたの命なんてもらっても困ります！」

「しかし、それではグレイシオール様にお詫びのしようが……」

　薄っすらと首筋にできた刃物傷から血を
滲
 にじ

 ませながら、アイザックが
呻
 うめ

 く。

　本気で首をかき切るつもりだったらしい。

「詫びる必要なんてありません。あなたは自分の職務を忠実にこなしただけなんですから……それに、この状況下で部下を
庇
 かば

 ったその精神も見事です。あなたのような人間を、どうして罪に問えましょうか」

　一良は片膝をつくと、アイザックの肩に手を置いた。

　
慈
 じ

 
悲
 ひ

 の神様だったらきっとこう言うだろう、と考えながら、なるべく柔らかい表情を意識して語りかける。

　アイザックは一良を見上げ、感激したような表情を見せたが、再び表情を曇らせるとうつむいた。

「ですが、私はグレイシオール様を、お前などと呼んでしまったうえ、腕に縄をかけることまでしてしまいました。人間の分際で、神に対してそのような行為、とうてい
赦
 ゆる

 されるものではありません……」

　――め……面倒くさい奴だな、こいつ。

　一良はそんなことを思いながらも、
微笑
 ほほえ

 んだ表情は崩さないまま、アイザックの頭を撫でた。

「それは仕方のないことです。あの状況では、誰でもあなたと同じような反応を見せたでしょう」

「しかし……」

「この村に来てからの、あなたの全ての罪を
赦
 ゆる

 します。それでこの話はおしまいです」

「えっ!?
 」

　一良はなおも自らの罪を確定させようとするアイザックに言うと、強制的に話を切り上げた。

　全ての罪を赦す、と言った時に、一良以外の３人から驚きの声が漏れたが、当然だろう。

　傍から見れば、アイザックは神から直々に免罪を受けたことになるのだ。

「さて、これで私が本物のグレイシオールだと証明できたわけですね。私がイステリアへ行く必要もなくなったかと思うのですが、どうでしょう？」

「……グレイシオール様、恐れながら申し上げます」

　やれやれ、といった具合に一良が言うと、ハベルがその場に片膝をつき、一良に顔を向けた。

「現在、このアルカディア国内では大規模な
飢
 き

 
饉
 きん

 が発生しており、多くの民が
飢
 き

 
餓
 が

 に苦しんでおります。
慈
 じ

 
悲
 ひ

 と
豊
 ほう

 
穣
 じよう

 の神であられるグレイシオール様のお力で、どうか我々を救ってはいただけないでしょうか」

「ああ……そうですね……」

　
切
 せつ

 
羽
 ぱ

 
詰
 つま

 った表情で訴えるハベルに、一良は内心、そりゃそうだよな、とため息をついた。

　以前より聞いてはいたが、今この国では、日照りによって大規模な
飢
 き

 
饉
 きん

 が発生しているのだ。

　目の前に
慈
 じ

 
悲
 ひ

 と
豊
 ほう

 
穣
 じよう

 の神が現れたとあっては、救いを求めて当然だろう。

　どう答えたものかと言葉を濁していると、うつむいていたアイザックが短剣を
鞘
 さや

 にしまい、ハベルと同様に姿勢を正して顔を上げた。

「私からもお願いいたします。王家や各地域の領主は、領民を守ろうと様々な手段を講じてはいますが、被害は拡大する一方です。どうか、我が国の民をお救いください」

「うーん……１つ聞きたいのですが、この国の人口は全部でどれくらいですか？」

「２００万人ほどだったかと思います」

「……」

　２００万人、というアイザックの言葉に、一良は一瞬気が遠くなった。

　それら全ての人間が飢えているといったことはないだろうが、たとえその１パーセントが飢えていると仮定しても、２万人にもなるのだ。

　しかも、彼らの話によると、現在は国全体が大
飢
 き

 
饉
 きん

 であるらしい。救済が必要な人数は、その２倍３倍であっても不思議ではない。

「２００万人……ちなみに、イステール領内の人口はどれくらいですか？」

「約45
 万人ですが……あの、やはり人数が多すぎるのでしょうか……」

　――当たり前だよ！　多すぎるよ!!


　そう叫びたい衝動を喉の奥に飲み込むと、
額
 ひたい

 に嫌な汗を浮かべて口を開いた。

「いえ、そんなことはありません。しかし、私が直接全ての人々を救うということは、私の考えとしては好ましくありません。人間の問題は、人間の力で解決するべきなのです」

　正直、何万人もの人間の腹を一度に満たすことは、今の一良にも不可能だ。数万人分の食料を長期にわたって運び続けること自体、どう考えても現実的ではない。

「し、しかしそれでは……！」

　一良の
台詞
 せりふ

 に、ハベルは
縋
 すが

 り付くような表情で訴えかける。

　目の前に現れた
慈
 じ

 
悲
 ひ

 の神に救いを求めたら、こともあろうに「自分たちで何とかしろ」と突き放されたようなものなのだ。異議を唱えて当然だろう。

「ハベル、口を慎め！　神の御前だぞ!!
 」

「ですが、このままでは何千、何万もの
餓
 が

 
死
 し

 者が……！」

　ハベルを叱りつけるように
嗜
 たしな

 めるアイザックと、なおも
直
 ちよく

 
言
 げん

 を試みようとするハベルに、一良は優しく
微笑
 ほほえ

 みかけた。

「何も見捨てるとは言っていません。あなた方がこの危機を克服できるよう、私も多少なりと手助けしましょう」

　正直あまり気は進まないが、ここで彼らの要求を突っぱねては、グリセア村の住人たちにとっても好ましくない状況になりかねない。

　なぜグリセア村だけが神の
恩
 おん

 
恵
 けい

 を存分に受けているのだと、誰しもが思うに違いない。

「ほ、本当ですか!?
 」

「グレイシオール様……」

　ぱっと表情を輝かせたハベルに、一良は優しく
頷
 うなず

 いて見せた。ハベルの隣では、アイザックが瞳を潤ませて感動している。

「農作物の増産の手法や、水車などの効率的な道具の作り方を教えましょう。他にも何か目につけば、助言を行ってもかまいません……ですが、いくつか条件があります」

「条件、ですか？」

　神の助力を受けられる、と歓喜した２人は、条件と聞いて顔を見合わせた。何を言われるのか検討もつかない、といった様子だ。

　そんな２人に対し、一良は先ほどまでの微笑を消し、真剣な表情で口を開いた。

「今後、私がグリセア村で何をしようとも、一切
干
 かん

 
渉
 しよう

 しないで欲しいのです。また、村や村人に対して不当な扱いがあった場合、私は一切の援助から手を引きます」

「グレイシオール様、それは我々に、グリセア村を特別扱いせよ、ということでしょうか？」

　同じく真剣な眼差しで問い返してくるアイザックに、一良は首を振った。

「そうではありません。村の住人が私から得た知識を、あなた方の都合で吸い上げるために、住民を無理やり移住させたり呼び出したりするなということです。税やその他の義務については、従来の法律に則ったものであれば問題ありません。もちろん、後で法律を作り直したりして、抜け穴を作ろうなどという行為は問題外ですが」

　一良が一息にそう述べると、アイザックとハベルは少し驚いたような表情をした。

　まさか、一良がそこまでグリセア村にこだわった発言をするとは思っていなかったのだろう。

　今、一良は「特別扱いするわけではない」といった旨の発言をした。

　だが、「自分がグリセア村で何をしようとも
干
 かん

 
渉
 しよう

 するな」と言っている時点で、十分に特別扱いだ。現にグリセア村は食料援助を受けるだけでなく、食料の増産にも成功している。

　税や他の義務は今までどおりでいい、と言われても、
釈
 しやく

 
然
 ぜん

 としないところがあるだろう。

　だが、今のアイザックとハベルに、否定的な意見が述べられるはずもなかった。

「……分かりました。グレイシオール様のおっしゃられた内容は、領主であるナルソン様に私が直接お伝え致します。必ずやグレイシオール様のご意向に添える形に致します」

　アイザックの返答を聞き、一良はほっと息をついた。

　かなり強引ではあるが、何とか村人たちの安全は確保できそうだ。

　後はこの国に
若
 じやつ

 
干
 かん

 の支援をすれば、村に迷惑をかけずにやり過ごすことができるだろう。

　その
若
 じやつ

 
干
 かん

 が、相当面倒なことになるだろうということは、一良も重々承知している。

　だが、現時点ではこれが最善の策だと一良は考えていた。

　異世界における一良の自由は、グリセア村以外ではほぼなくなったと言っても過言ではない。

　それでも、自分が
逮
 たい

 
捕
 ほ

 されたり、村人たちが罪に問われるよりはマシだろう。

「では、イステリアへ参りましょうか」

　一良がそう言って立ち上がると、アイザックとハベルは驚いた表情で一良を見上げた。

「イステリアへ来てくださるのですか!?
 」

「ええ、そのほうが何かと都合が良いでしょう？」

　このままアイザックたちだけをイステリアへ戻らせた場合、一良のいないところで勝手に話が大きくなる可能性が高い。また、イステリア側に都合のいいように話を解釈されてはたまったものではない。

　かなり面倒なことにはなるが、一良自身が赴き、イステリアの首脳陣ときっちり話をつけたほうがいいだろう。

「それでは、今すぐにでも……部隊と一緒にラタを連れて来ておりますので、グレイシオール様はそちらにお乗りください」

「カズラさん……」

　一良たちがそんな話をしていると、バレッタが走って戻ってきた。

　バレッタはひざまずくアイザックたちを見て、話の展開を察したようだ。

「バレッタさん、少しの間お別れです。イステリアに行って話をつけてきます」

　一良がそう言うと、バレッタは両手をぎゅっと握り、
堪
 こら

 えるような表情で地面に目を落とした。

「大丈夫ですよ、数日したら絶対に……」

　戻って来ますから、と一良が言おうとした時、バレッタはばっと顔を上げた。

「私も行きます！」

「バレッタさん……」

　必死の形相でそう宣言するバレッタに、一良は困り顔で言葉を詰まらせた。

　バレッタは一良が普通の人間だということを知っているがゆえ、その身を案じてそう言ったのだろう。

　だが、一良は村の人間が不利益を被るような事態は、できる限り避けたいと考えていた。

　イステリアにバレッタが同行するとなると、ナルソンをはじめとするイステリアの首脳陣に、少なからず彼女の印象を残すことになるはずだ。

　できればイステリアには１人で赴きたい。

「グレイシオール様、イステリアにバリンさんやバレッタさんも同行させていただけるのであれば、村の現状
把
 は

 
握
 あく

 や現況までの過程の整理が行いやすくなります。それに、グレイシオール様だけがイステリアへ同行されるよりも、村人たちは安心するかとは思うのですが……」

　バレッタにどう答えようかと一良が考えていると、アイザックが横から口を挟んだ。

　確かに、バリンやバレッタが一良と一緒にいるのであれば、村人たちの心情もいくらか違うだろう。それに、一良が１人でイステリアへ向かうとなると、グレイシオールの言い伝えとほぼ同様になってしまう。

　そうなれば、村人たちはきっと不安がるはずだ。

「……分かりました。バレッタさんとバリンさんも同行していただきましょう」

　一良がそう言うと、バレッタとバリンに
安
 あん

 
堵
 ど

 の表情が浮かんだ。アイザックとハベルからも、ほっとした
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が伝わってくる。

「では、荷物を取りに
屋
 や

 
敷
 しき

 に戻りましょうか。出発する前に村の人たちに説明をしたいので、バリンさんは皆を
屋
 や

 
敷
 しき

 の前に集めておいてください。バレッタさんはバリンさんの分も旅の準備をお願いします」

「ハベル」

「はい」

　アイザックは立ち上がりながら、隣で
膝
 ひざ

 をつくハベルに声をかけた。

「バリンさんと一緒に行って、兵を村の外まで引き上げさせろ」

「村にいた人物について、兵たちから質問が出たらどう答えますか？」

「他国の貴族が亡命途中で村に訪れていたとでも言っておけ。国名は答えなくていい。丁重に扱い、イステリアまでお連れすることにすればいいだろう」

「了解しました」

　アイザックとハベルのやり取りを聞いて、一良は内心、よし、と
頷
 うなず

 いた。

　おそらく、アイザックは兵士たちにグレイシオールの存在が漏れることで起こりえる、噂の拡散を防ぐつもりなのだろう。

　イステリアの上層部に何の報告も行っていない現状では、その判断は当然と思われた。

　一良としても、グレイシオールが現れたぞ、と方々に言いふらされては困るので、彼らの判断は好都合だった。

　一良はハベルが立ち上がるのを確認すると、
屋
 や

 
敷
 しき

 へ向けて歩き始めた。

　

「私は荷物を取ってくるので、アイザックさんはここで待っていてください。すぐに戻りますから」

「分かりました。何かお手伝いできることがあれば、お声がけください」

　一良の指示を受けて
恭
 うやうや

 しく頭を下げるアイザックに、
屋
 や

 
敷
 しき

 の前を見張っていた２人の兵士が
若
 じやつ

 
干
 かん

 驚いたような表情を見せた。

　だがそれも一瞬で、すぐにアイザックに倣って一緒に頭を下げる。

　一良はバレッタとともに
屋
 や

 
敷
 しき

 の中に入ると、荷物が置いてある自室へと向かった。

「さて、リポＤと缶詰は必須として、他には……もう全部持っていったほうがいいのかな」

「あの、カズラさん」

　自室に戻り、一良が荷物の品定めを始めると、バレッタが隣に座って話しかけてきた。

　バレッタは雑木林で瞬間移動した後、一良たちの話をまったく聞いていない。一連の詳しい経過が気になっていたのだろう。

「イステリアへ行ってナルソン様と話をつけるって言ってましたけど、どんな話をするつもりなんですか？」

「えっと、さっき林の中でアイザックさんたちと話したんですが、グレイシオールとしてイステール領に対して、少々テコ入れをすることになったんです。領主には、その援助と引き換えに、村の安全と私の自由を保障させるつもりです」

「テコ入れって……食べ物の支援や道具の知識を与えるってことですか？」

「そんなにたくさん食べ物は持っていけないので、水車などの道具の作り方を教えたりするのが主な支援になるかと思います」

　そうこともなげに言う一良に、バレッタは不安そうに表情を曇らせた。

「でも……それではカズラさんはイステリアから帰ってこられなくなってしまいませんか？　きっと教えを請われる技術は、水車だけに留まらないと思います。私が領主様の立場なら、あれこれ理由をつけて、可能な限りカズラさんを手元に置いておこうとします。欲しい技術は、水車などの農耕に役立つものだけではありませんから」

「平気平気。何を言われても数日したら神様権限で絶対に村に戻りますよ。何せ私はグレイシオールってことになっていますから、領主も私が村に戻るといったら強固には反対できないでしょう。せいぜい、村まで護衛の兵士を付けるとか理由をつけて、監視させるくらいが関の山です」

　と軽く言ってのける一良に、バレッタは
若
 じやつ

 
干
 かん

 ぽかんとしながらも、「でも」と言葉を続けた。

「ナルソン様がカズラさんのことを、グレイシオール様だと認めなかった場合はどうしますか？　アイザックさんたちには、村の林で私が消える瞬間を見せることができましたが、ナルソン様にはそれも難しいですし……」

　一良はバレッタにそう言われると、ふむ、と少し考える素振りを見せた。

「ライターとかリポＤを見せたり、アイザックさんたちに口添えしてもらえば簡単だと思ってたんですけど、確かにもしあの２人が下っ端の役人だったら、領主を信用させるまでに時間がかかりそうですね……。でも、バレッタさんやバリンさんから今まで聞いた話だと、ナルソンという領主はけっこう融通が利きそうですし、きっと大丈夫ですよ。いざとなったらデジカメでも見せれば納得するでしょう。万が一信用しなかったとしても、こちらの提案は領主側にとって得にしかならないし、話に乗ってくると思いますよ」

　自信ありげに答える一良に、バレッタは小さくため息をついた。

　そして、１つ気になる単語が出たので聞いてみることにした。

「あの、デジカメって写真を撮る道具のことですよね？　今持っているんですか？」

「ええ、持っていますよ」

　一良はボストンバッグの中を漁ると、中からシルバーのデジカメを取り出した。

　宝くじが当たる前から愛用しているもので、少し型式は古いが当時はけっこう値が高かった代物だ。

　中身のデータは、村でこっそり撮った数枚の写真だけ。バレッタはデジカメを
一
 いち

 
瞥
 べつ

 すると、真剣な表情で口を開いた。

「カズラさん、そのデジカメはあまり人には見せないほうがいいと思います。特に貴族様は、デジカメの使い方を知ったら、是が非でも手に入れようとするはずです」

「貴族……ああ、確かに。物騒なことに使えそうですもんね。極力人には見せないように注意したほうがいいか」

　一良の言う物騒なこととは、要人の暗殺に用いることができるということだ。

　この世界では、人物の人相を知るためには実際に顔を見るか、人物画から推測するしかないはずであり、写真といった物は存在しない。

　もしデジカメの存在を暗殺に手を染めるような人物が知ったならば、喉から手が出るほど欲しがるはずだ。

　暗殺対象の人物の顔をあらかじめ撮影できていれば、依頼を受けた暗殺者が標的の特定をする時間が大幅に短縮される。取り扱いは要注意だ。

「それと、この部屋に置いてある道具は全てイステリアへ持っていくか、不要な物は日本へ持ち帰っておいたほうがいいと思います。アイザックさんとハベルさんはこの部屋にある道具を見ているので、部屋に荷物を置き去りにした場合、それらを手に入れるために人を送り込む可能性があります。２人がカズラさんをグレイシオール様だと本当に信じていれば、そんなことはしないとは思いますけど……」

「そうですね。この荷物、けっこう量があるからな……そういえば、このキャリーケースに何が入っているのか知らないんですよね。開けてみましょうか」

　一良はキャリーケースのロックをパチンと外すと、２つに開いた。

「……何だこれは」

　中をのぞき込んだまま固まる一良に代わり、バレッタが中のものをいくつか手に取って調べ始める。

「えっと、服と本と剣とブーツ。それに革の手甲と……あ、これ甲の部分に金属の板が入ってるみたいですよ。ブーツの裏地にも、何か金属が入っているみたいです」

　キャリーケースを父親である真治から受け取った際、真治は『防犯用品や田舎暮らしに役立つもの』が入っていると言っていた。

　だが、実際キャリーケースの中身を見てみたところ、ぱっと見ただけでも、スタンガンやガスマスクのようなものが見える。

　どう考えても、田舎暮らしにはまったく関係がない。

　一良はキャリーケースの中から防刃ベストらしきものを取り出し、苦笑いを浮かべた。

「あのクソ親父、本当はこの世界に繋がる部屋のことを知ってるんじゃないか？」

　昨日、真治に
屋
 や

 
敷
 しき

 の一室について聞いてみた時は、『そんな部屋など知らない』と答えていた。だが、持たされたキャリーケースの中身を見る限り、その言葉の
信
 しん

 
憑
 ぴよう

 
性
 せい

 はかなり怪しい。

　次に真治と話をする際は、もう一度問い詰めてみる必要がありそうだ。

「えっ、こちらの世界に来ていることを、お父様に伝えてないんですか？」

　意外そうな表情をするバレッタに、一良は
頷
 うなず

 く。

「伝えていないどころか、こちらの世界に来ることができる扉の存在を、まだ誰にも教えていないんです。昨日、日本に戻った際に、父にそれとなく探りを入れてはみたんですが、まったく知らないふうだったんですよね……でも、これはもしかしたら、知っていてすっとぼけていたかもしれないですね。ただ田舎に住んでいるだけだと信じているなら、こんな物騒な物を持たせたりはしないはずです」

「そうなんですか。日本って治安がいい国なんですね……」

　腕組みして
唸
 うな

 る一良にそう答えながら、バレッタはキャリーケースの中に斜めに収められた剣を取り出した。

　金属ボタンの止め具を外し、
柄
 つか

 を握って
鞘
 さや

 から抜く。

　鞘から抜いた両刃の刀身はよく手入れがされてはいるが、よく見ると刀身にも柄の部分にも、使い込まれたような形跡がちらほら見られた。

　大きさは80
 センチほどで、刃渡りも60
 センチはあるだろう。外観としては、西洋の騎士剣が一番近いだろうか。

　特に装飾などは見られないが、力強い印象を受ける見事な長剣だった。

「よく手入れされてますね……材質は鉄なのかな」

　どれどれ、と一良はバレッタから剣を受け取り眺めてみると、確かに刀身は鉄製のようだ。おそらくは鋼鉄で造られているのだろう。

　短剣と違って刀身が長い分、ずしりとした重みが手に伝わってきた。

「うん、鉄製みたいですね。何か使った形跡があるけど……まさか、父さんが使ってたんじゃないだろうな」

　警察に見つかったら、銃刀法違反で
逮
 たい

 
捕
 ほ

 確実な一品を持って一良はつぶやく。

「だとしたら、大切な剣ですね。大事にしないと。さて……私も旅の準備を整えてきますね」

　剣を眺めながら物思いに
耽
 ふけ

 る一良を残し、バレッタは部屋を出て行った。

　

　一良とバレッタが
屋
 や

 
敷
 しき

 に戻ってから30
 分後。

　２人が荷物を持って
屋
 や

 
敷
 しき

 の前に出ると、そこには全ての村人たちが集まっていた。

　一良は肩にボストンバッグをかけ、手にはキャリーケースを持っている。

　バレッタは背中に大き目のズダ袋を１つ背負っており、以前のように短槍などの武器は持っていない。

　服装は以前イステリアに行った時と同じものだ。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 の前には村を制圧していた兵士たちの姿はなく、この場にいる兵士といえば、
屋
 や

 
敷
 しき

 の入口を見張っていた２人とアイザックのみだ。

　村人たちは不安げな様子で、中心にいるバリンを質問攻めにしている。

　だが、一良の姿を見るとすぐに静かになり、全員が一良に視線を向けた。一良は村人たちの前に歩み出ると、口を開いた。

「皆さん、少しの間、私はイステリアに行ってきます。この地域を治める領主に、少々知恵を授けるためです」

　その
台詞
 せりふ

 に、集まっていた村人たちは再びざわつきだし、
騒
 そう

 
然
 ぜん

 とした
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が広がった。

「お静かに」

　一良は村人たちを静めると、再び口を開く。

「誤解しないでいただきたいのですが、私はイステリアに無理やり連れて行かれるのではありません。何日か経ったら必ず村に帰ってきますから、安心してください。それに、バリンさんとバレッタさんもイステリアに同行していただくので、私１人がイステリアへ行くわけではありません」

　それを聞き、話を聞いていた村人たちの
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 がいくらか和らいだ。

　だが、まだその表情には不安が見える。言い伝えのように、首に縄をかけられて一良が連行されるような状況ではないとはいえ、一良が軍隊に連れ去られてしまうことに変わりはない。

　いくら一良がそういっても、完全には不安を拭いきれないのだろう。

「カ、カズラ様、俺……」

　なおも不安げな村人たちを落ち着けようと、再び口を開きかけた時。村人の中から、１人の男の子が一良の前に歩み出た。

「コルツ君？」

　コルツは一良を見上げ、目に涙を浮かべながら口を開きかけたが、すぐに足元に目を落としてしまった。一良はコルツと視線の高さを合わせるようにしゃがみ込むと、優しく頭を撫でた。

「大丈夫だよ。何日か経ったら必ず戻ってくるから、そしたらまた一緒に遊ぼうな」

「あ、あの、俺……」

　コルツは顔を上げると、意を決した表情で口を開きかける。

「コルツ君、あまりグレイシオール様を困らせるようなことを言ってはいけないよ」

　だが、コルツの言葉を遮ってアイザックが発した
台詞
 せりふ

 に、その場にいる村人たちはぎょっとしてアイザックに視線を向けた。

　それもそのはず、村人たちは『一良は自分がグレイシオールであるということに気づかれていないと思っている』と思っていたのだ。

　一良がグレイシオールだということに、自分たちが気づいていることをばれてはいけない、と考えていた村人たちが驚くのは当然だ。

「アイザックさん」

　よけいな口を挟むな、と言うように一良がアイザックに目を向けると、アイザックは姿勢を正して一良に頭を垂れた。

　しかし、顔をしかめる一良とは対照的に、アイザックは内心ほっとしていた。

　もしあのまま、コルツが『一良の正体をばらしたのは自分だ』と言っていたとしたら。

　コルツとその家族は、この場にいる全ての村人から村八分にされていた可能性があった。

　自分が嫌われたり憎まれたりするのならば仕方がないと諦めもつく。

　だが、自分のせいで村の中で不和が生じては、一良に顔向けができない。

　コルツには悪いことをしてしまったが、このまま黙っていてもらったほうが、後々のためにはいいだろう。

　罪悪感に耐え切れなくなったとしても、打ち明ける相手はコルツの両親になるはずだ。

　そうなれば、コルツの両親は必ずバリンに相談する。

　そして、バリンの性格ならば、このことは誰にも言うなと口を閉ざさせるに違いない。

　そんなアイザックの心境など露知らず、一良は１つため息をつくと、再び立ち上がって村人たちを見渡した。

「私は必ず戻ってきます。どうか皆さん、私がいない間、絶対に早まった真似はしないでください」

　不安な表情を浮かべる村人たちに、一良はしっかりと釘を刺した。

　

　村人たちをその場に残し、一良たちは村を出た。

　村から少し離れた場所では、アイザックの部隊が荷馬車とともに待機していた。

　部隊には騎兵もいるようで、数頭の馬によく似た動物――ラタ――が近くの木に繋がれていた。

　兵士たちは大部分が座り込んで休んでおり、立っているのは周囲を警戒する警備兵だけだ。

　現在一良は手ぶらであり、ボストンバッグとキャリーケースは
屋
 や

 
敷
 しき

 で見張りをしていた２人の兵士が持っていた。

　一良たちが部隊に近づくと、ハベルがこちらに気づいて駆け寄ってきた。

「ハベル、出立準備はできているか？」

「いつでも出発できます。グレ……カズラ様は騎兵用のラタにお乗りいただければと思うのですが、いかがでしょうか？」

「かまいませんよ」

　騎兵用、というハベルの言葉を聞き、一良は木に繋がれたラタに目を向けた。

　ラタには
鞍
 くら

 が着けられており、乗り心地は悪くなさそうだ。ハベルは一良の返事を聞くと、ラタの下へ駆けていった。

「イステリアまでは２日から３日ほどかかります。本当は荷馬車にお乗りいただければよかったのですが、荷馬車には
天
 てん

 
幕
 まく

 などの荷物を満載しておりまして……」

「別に大丈夫ですよ。気にしないでください」

　以前、イステリアまで徒歩で移動したことのある一良としては、徒歩での移動がどれほど大変か重々承知している。

　足裏にマメを作らずに移動できるのであれば、文句などあろうはずもない。

　アイザックは頭を下げて礼を述べると、座り込む兵士たちに向き直った。

「全軍、２列縦隊！　行軍用意急げ！」

　アイザックが大声で指示を出すと、座っていた兵士たちは即座に立ち上がり、駆け足で２列の行軍隊形を作り始めた。

　兵士たちの大部分は歩兵のようだが、少数の騎兵と思われる兵士たちは、ラタが繋がれていた木に駆け寄り、
手
 た

 
綱
 づな

 を解く。

「カズラ様、ラタにお乗りするのを手伝わせていただきます」

　兵士たちが大急ぎで行軍隊形を作る様子を、一良が「おお……」と興味津々で眺めていると、ラタを連れたハベルが戻ってきた。

　ハベルに
手
 た

 
綱
 づな

 を引かれたラタを見て、一良はとあることに気が付いた。

「
鐙
 あぶみ

 がないのか……」

　そう、このラタには
鞍
 くら

 こそ付いているものの、
鐙
 あぶみ

 が付いていない。

　
鐙
 あぶみ

 とは、馬の腹の左右に吊り下げる足場のことだ。

　馬に乗る際の足掛かりや、騎乗中の姿勢制御用の足場として用いられる。これがあるのとないのとでは、騎乗のしやすさに
雲
 うん

 
泥
 でい

 の差が出る。

「〝あぶみ〟……ですか？」

　一良のポツリと漏らしたつぶやきを聞き、
手
 た

 
綱
 づな

 を持つハベルが聞き返した。

「あ、いや……」

　一良は周囲の騎兵に視線を滑らせ、それらのラタにも
鐙
 あぶみ

 が付いていないことを確認する。

「何でもありません。気にしないでください」

　一良はそう言って
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 すと、
鞍
 くら

 に手をかけた。

　一良が
鞍
 くら

 に手をかけると、ハベルはすぐに一良の背後に回り、下から押し上げるようにしてラタに乗せる。一良は多少もたつきながらも、ハベルの補助のおかげで何とかラタに
跨
 またが

 った。

　ラタの背の上はかなり高く、目線の高さは２・５メートルほどだろうか。

　馬上の人……もとい、ラタ上の人となった一良が周囲を見渡すと、部隊の兵士たちはほどなくして行軍隊形を整えた。

　背後にはバレッタとバリンが自分たちの荷物を持ち、ラタに乗る一良を見上げている。

　当然ながら、ラタに乗るのは一良だけで、２人は徒歩で移動するようだ。

「それでは、私は部隊の先頭に参ります。何か御用がある時は、ハベルにお申し付けください」

　傍らで騎乗の様子を見守っていたアイザックはそう言うと、部隊の先頭へと歩いて行った。

　アイザックが先頭に着くと同時に、「前進！」と声が響き、部隊はぞろぞろと行軍を開始した。

「おっと、これはけっこう揺れるな」

　歩き始めたラタの背に揺られながら、一良は両足でラタの腹を挟んでバランスを取った。

　
鞍
 くら

 に乗っているおかげで転げ落ちることはないが、
鐙
 あぶみ

 がないために踏ん張りが利かない。

　長時間乗っていると、かなり疲労が溜まりそうだ。

「カズラ様、もし騎乗が合わないようでしたら、すぐに馬車の用意をさせますので、お申し付けください」

　
手
 た

 
綱
 づな

 を引くハベルは一良の言葉に即座に反応し、そう申し出た。

　しかし、馬車を用意するということは、その中の
天
 てん

 
幕
 まく

 などの荷物を兵士たちに持たせるということになる。

　そうなれば、他の兵士たちに白い目で見られることは間違いない。

　ここは、多少疲れてもラタの背に揺られていたほうがよさそうだ。

「あ、いえ、このままで大丈夫です……あの、少し聞いておきたいことがあるのですが」

　その申し出をやんわりと断りつつ、いくつかハベルに質問をしてみることにした。

「はい、何なりと」

　ラタの
手
 た

 
綱
 づな

 を引きながら、人懐っこい笑顔で一良を見上げるハベル。

　最初に見た時は物静かできりっとしたイメージだったが、こうして笑顔を見ると、少し童顔な顔つきが、彼の印象を柔らかくしていた。

「先ほど、アルカディア全体で大規模な
飢
 き

 
饉
 きん

 が発生していると言っていましたが、食料不足の他に何か国内で問題になっていることはありますか？」

　アイザックとハベルに
懇
 こん

 
願
 がん

 されたものは大
飢
 き

 
饉
 きん

 の救済だが、その他にも大きな問題になっていることがあるのならば、あらかじめ知っておいて損はない。

　イステリアの首脳陣に一良がグレイシオールだと認められた暁には、あれこれと
飢
 き

 
饉
 きん

 以外の問題について相談を持ちかけられることになるだろう。今のうちから内容を
把
 は

 
握
 あく

 しておき、対策を考えておくのも悪くはない。

「食料不足以外ですと、時折発生する大洪水が大きな問題になっています。毎年、スイプシオール様に祈りと供物を捧げて水害が起こらないようにお願いをしているのですが、願いを聞き入れていただける時とそうでない時の差がどうにも激しいのです。自分たちでも河川の整備を行っているのですが、いったん大雨が降り始めるとどうにもなりません」

　その話に、一良は以前バレッタから聞いた洪水の話を思い出した。

　雨の多い時期になるとよく川が
氾
 はん

 
濫
 らん

 して洪水が起きるということらしいが、グリセア村に限ったことではなかったようだ。

　洪水が大きな問題になるということは、治水技術が低く、上手い対策が取れていないのだろう。

　水の神様に供物と祈りを捧げて何とかしようという、一良からしてみれば何の役にも立たない非科学的な対応策も取られているようだが、こちらの世界ではそれが当たり前なのだ。

「洪水ですか……それは大変な問題ですね。他にも何かありますか？」

「はい、洪水の他にも、古い建物の
倒
 とう

 
壊
 かい

 や衛生環境の問題が……」

　こうして、一良はハベルを相手に、アルカディアで発生している数々の問題について予習を行うのだった。

　

　ラタの背に揺られること４時間。

　部隊は、
天
 てん

 
幕
 まく

 を張るべく行軍を停止した。

　太陽は大きく傾いてきており、あと２時間もすれば辺りは闇に包まれるだろう。

　途中、何度か10
 分程度の休憩を挟んではいるものの、ずっとラタに
跨
 またが

 っていた一良の尻は痛みに悲鳴を上げていた。

　ハベルに手伝ってもらいラタを降り、自身の尻を撫でながら一良は腰を伸ばす。

　すると、後方にいたバレッタが、水の入った皮袋を持ってバリンと一緒にやってきた。

「カズラさん、お疲れ様でした。はい、お水です」

「ありがとうございます。ラタに乗るのって、けっこう疲れますね……」

　長時間の騎乗でヘロヘロになった一良は、皮袋を受け取ると、喉を鳴らして水を飲んだ。

　一良の周りでは、部隊の兵士たちが荷馬車から
天
 てん

 
幕
 まく

 や炊事道具などを取り出し、大急ぎで野営の準備を始めていた。

「カズラ様、お食事についてなのですが……」

　一良が水を飲んで一息ついたのを見計らい、傍で待機していたハベルが声をかけてきた。

「今用意できるものは、行軍用に用意していたパンや干し肉などしかございません。他の兵士たちと同様のものになってしまい、大変申しわけないのですが……」

「それで全然かまいませんよ。ありがとうございます」

　心苦しそうに申し出るハベルに、一良は笑顔を向けた。

　一良にしてみれば、軍隊の食事というものを体験できる絶好の機会だ。食事の質がどうこうという前に、この世界の軍隊ではどんな食事が出てくるのかという興味が大きかった。

「ありがとうございます。それでは、私も野営準備を手伝ってまいりますので、カズラ様たちはしばしここでお待ちください」

　ハベルは一良に頭を下げると、近場の兵士たちに混ざって
天
 てん

 
幕
 まく

 の準備を始めた。

「軍隊の食事なんて初めて食べますけど、パンに干し肉まで付いてくるなんて、軍の食料事情は
優
 ゆう

 
遇
 ぐう

 されているみたいですね」

　周囲の兵士たちを見ながら感想を述べると、バレッタとバリンも
頷
 うなず

 いた。

　以前、イステリアの共同宿泊所に泊まった際に食べた食事は、野菜が少しだけ入った極薄スープだった。それと比較すると、部隊の食事は大変なご馳走だ。

　パンや肉が食べられる時点で、そこらの農民よりは遥かに恵まれた食生活と言える。

「私が昔軍にいた時にも、パンが出ることはありましたが、干し肉が出たことは一度もなかったですね。この部隊の兵士たちは貴族様のご子息のようなので、特別に
優
 ゆう

 
遇
 ぐう

 されているのかもしれません」

「えっ？　この部隊の兵士たちって全員貴族なんですか？」

　初耳といった表情で一良はバリンに問い返した。

　バリンとバレッタは兵士たちが持つ短剣の装飾に気づいており、軍隊がグリセア村に到着した当初から、貴族だと気づいていた。

　だが、予備知識のない一良はそんなことに気づくはずもない。

　２人も一良には何も説明していなかったので、何も知らなくて当然だ。

「はい、兵士の皆さんが腰に下げている短剣には
家
 か

 
紋
 もん

 の装飾がなされているので、貴族様だと思います。アイザックさんやハベルさんは、貴族様を従える立場の方なので、他の兵士の方よりも上位の貴族様だと思いますよ」

　バレッタの説明を聞き、一良は改めて周囲にいる兵士たちの短剣に目をやった。

　そしてよくよく観察してみると、確かに彼らの短剣には美しい装飾がなされている。それらの装飾は兵士の一人ひとりによって違ったものとなっていた。

「なんと……まったく気がつきませんでしたよ。貴族でもこういった軍隊に入って、しっかり兵士として訓練をする人がたくさんいるんですね」

「兵士は兵士でも、この部隊の方たちは指揮官候補の方たちだと思います。こういった部隊で何年か経験を積み、それぞれ自分の領地で招集した軍隊の指揮官となったり、イステール家の所有する軍の中で部隊長を務めたりするものだと聞いたことがありますね」

　つまるところ、この部隊は士官候補生の集まりみたいなものなのだろう。それなら、食事内容が充実していることにも納得がいく。

　一良たちがそうして雑談すること約１時間。

　太陽はいよいよ地平線にかかり始め、辺りが夕焼け色に染まる。

　ずいぶんと時間が掛かっているなと３人が感じ始めていた矢先に、ようやくぽつぽつと
天
 てん

 
幕
 まく

 が張られ始めた。

　夕食の準備も整いつつあるようで、何かを煮込むいい匂いが漂ってきた。

「カズラ様、大変お待たせいたしました。
天
 てん

 
幕
 まく

 の準備が整いましたので、ご案内いたします」

　作業する兵士たちの中から、
若
 じやつ

 
干
 かん

 疲れた顔をしたアイザックが一良の下にやってきた。

　一良は兵士たちの姿を見て何となく気づいたのだが、この部隊の兵士たちの練度はそれほど高くない。兵士たちは皆若く、一良より年上に見える者はアイザックを含めて、１人もいなかった。

　詳しくは分からないが、この部隊に所属する兵士たちは、指揮官候補という肩書きを持った新兵みたいなものなのだろう。

「分かりました。バレッタさんとバリンさんも一緒でいいですね？」

　先に立って先導しようとするアイザックに一良が問いかける。

　アイザックは一瞬考えるようにバレッタたちへ目を向けたが、すぐに口を開いた。

「……は。カズラ様がそう申されるならば、用意致します」

　アイザックの返答に一良は頷くと、地面に置いておいたキャリーケースを手に取った。

　

　一良たちがアイザックに付いていくと、１つの
天
 てん

 
幕
 まく

 の前にたどり着いた。

　
天
 てん

 
幕
 まく

 の大きさは６畳ほどであり、外形は長方形である。

　
天
 てん

 
幕
 まく

 の中心には柱が建っているのか、天井は三角形になっていた。雨が降っても水が溜まるといったことはなさそうだ。

　周囲にもいくつか
天
 てん

 
幕
 まく

 が張られており、どれも大きさは似たり寄ったりだった。

「こちらの
天
 てん

 
幕
 まく

 でございます」

　アイザックはそう言うと、厚手の布でできた入口を開け、中に入って行った。一良たちも、アイザックに続いて
天
 てん

 
幕
 まく

 に入る。

「わあ……すごい……」

　目に飛び込んできた光景に、バレッタが
感
 かん

 
嘆
 たん

 の声を漏らした。

　それもそのはず、
天
 てん

 
幕
 まく

 の隅には動物の上等な毛皮が敷かれた木製の簡易ベッドが設置してあり、中央には長テーブルと長椅子が置いてあった。

　それに加え、火の付いた
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の入ったランタンが天井の柱から吊り下げられていた。

　
天
 てん

 
幕
 まく

 内は
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の暖かな光で照らされており、ちょっとした作業ができるほど明るかった。

　この世界の一般人にとって、野営をする際は露天での野宿が当たり前である。

　以前一良たちが泊まった休憩小屋などの施設を除けば、このような恵まれた環境で休むということはかなり
稀
 まれ

 だ。

「それでは、すぐにお食事をお持ちいたします。食事の後にお２人分の敷き布も用意させますので、お使いください」

　アイザックはそう言って一良に頭を下げると、
天
 てん

 
幕
 まく

 の外へ出て行った。

　一良はアイザックの背を見送ると、ボストンバッグなどの荷物を地面に置いた。

「これは中々居心地がよさそうですね。こんな
天
 てん

 
幕
 まく

 をいくつも運んでいるなら、馬車がいっぱいになるはずだ」

「ほんとですね。でも、この中にいれば、夜の冷え込みも気にしないで休めそうです」

　そのまま一良たちが数分話していると、
天
 てん

 
幕
 まく

 の外から「お食事をお持ちいたしました」と声がかけられた。

　心なしか、その声には緊張が感じられる。

　一良が返事をすると、２人の若い兵士が
天
 てん

 
幕
 まく

 内に入ってきた。

　２人は置いてある長テーブルと長椅子を端に寄せ、
天
 てん

 
幕
 まく

 の外からもう一組の長テーブルと長椅子を運び込んできた。

　テーブルと椅子を元からあるテーブルに向き合わせるように設置すると、一良に向けて深く一礼して退出した。

　２人の兵士と入れ替わりに、今度は別の３人の兵士が食事を載せた木のトレーを運び込む。

　兵士たちはテーブルの上にトレーを置くと、またまた深く一礼をして出て行った。

「これがコンバットレーションってやつか」

　一良はうきうきした声を漏らすと、ボストンバッグからデジカメを取り出し、パシャリと記念に写真を撮った。

　テーブルに置かれた３つのトレーの上には、こぶし大の大きさのパンが２つ、干し肉、ふかした芋、そして深皿にはなみなみと穀物のオートミールが入れられていた。

　また、一良用と思われるトレーの上には、小ぶりなリンゴのような果物と、果実酒の入った銅のコップまで置かれていた。

「それにしても、貴族の軍隊ではずいぶんと豪勢な食事が食べられるみたいですね。とても食料不足の真っただ中とは思えませんよ」

　デジカメをバッグの底にしまいながら一良が言うと、バリンとバレッタは深く頷いた。

　食べ物がないないと騒いではいても、あるところにはある、ということなのだろう。

「でも、私たちの分までこんなに用意してくださるなんて……ちょっと意外です」

　アイザックかハベルが気を使い、２人の分も用意させたのだろう。

　バリンとバレッタに気を使ってというより、一良の心証を良くするための行為だと思われるが、何はともあれ、用意された食事を
眺
 なが

 めていても仕方がない。

　３人はトレーの前にそれぞれ座ると、いただきますと言って料理に手をつけた。

「パンなんて久しぶりだな」

　一良はそう言いながら、パンを千切って食べようと、端をつまんで引っ張った。

　が、いくら力をこめても一向に千切れない。どんだけ硬いんだ、と思いながらバレッタとバリンを見ると、２人は普通にパンを端から千切って口に入れていた。

「んん？」

　その様子に、一良は自分の千切り方がいけなかったのかと、今度は両手でぎゅっと握って引き裂くように力を込めた。

　手がプルプルと震えるほどに思いっきり力を込めると、ミチミチ、と嫌な音を立てながら、パンはようやく２つに裂けた。

「あの、このパンやたら硬くないですか？」

　自らの半分に千切ったパンと、美味しそうにパンを
頬
 ほお

 
張
 ば

 るバレッタたちを交互に見ながら、一良が問いかける。

「確かに、少し硬いですね。私が代わりに千切りましょうか？」

「あ、いや、自分で千切れないこともないんで、頑張ってみます」

　バレッタの申し出を断り、半分になったパンをもう一度
渾
 こん

 
身
 しん

 の力を込めて千切る。

　なんとか千切って４分の１ほどになったパンを、一良は恐る恐るかじってみた。

「……」

　硬い。中の白い部分はまだマシだが、皮の部分に至っては、これは本当にパンなのかと疑ってしまうほどに硬かった。

　仕方なしに、千切ったパンをオートミールにつけてふやかしてみると、何とか食べられる程度の硬さには戻すことができた。

　――そういえば、ソビエト連邦時代にレーションで出た黒パンが、意味が分からないくらい硬いって書いてある記事を見たことがあったな。これもそれと同じなのかな。

　何とも感慨深げに、妙に納得したような表情でパンをかじる一良。

　バレッタは自らの持つパンと一良のパンを見比べながらも、苦もなく指先で端から千切り、口に入れていた。

　

　
天
 てん

 
幕
 まく

 内で一良たちが夕食を食べている頃。一良たちの
天
 てん

 
幕
 まく

 から少し離れた場所にある
天
 てん

 
幕
 まく

 で、アイザックとハベルが明日の行軍計画について話し合っていた。

　２人の
天
 てん

 
幕
 まく

 内には、一良たちの
天
 てん

 
幕
 まく

 と同様に
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 入りのランタンが吊り下げられており、
天
 てん

 
幕
 まく

 内をほのかに照らしていた。

「この行軍速度だと、イステリアに到着するのは明後日の日の入り直前か……」

　テーブルの上に置かれた数枚の
皮
 ひ

 
紙
 し

 に、羽ペンで本日の行軍記録を記載しながらアイザックが
唸
 うな

 った。

　イステリアを出立する前に立てた計画では、片道２日の行軍で済ませられるはずが、実際は片道３日もかかっていた。

　野営準備に異常な時間がかかるため、かなり早めに行軍を切り上げていることが原因だった。

　貴族出身の部下たちは普段、身の回りの雑務を従者や
奴
 ど

 
隷
 れい

 任せにしているため、手際が最悪だった。

　ただ、ごく少数の非常に貧しい下級貴族の兵士たちは例外で、慣れた手つきで料理や身の回りの雑務を行っていた。

　彼らは今回のような野外行軍訓練はもとより、イステリアでの通常訓練でも優秀な成績を残している。何とも皮肉な話だった。

「本来ならば明日中にでもイステリアに戻りたいところですが、こればかりは……。夜を徹して行軍すれば、明後日の朝にはイステリアに着きますが……」

　ハベルは自分の言葉にため息をつき、無理な相談だと肩を落とす。

　自分たちだけならばそれでもいいが、同行する一良にそのような真似をさせるわけにはいかない。従者さえ連れてきていれば、との思いがハベルの頭に浮かぶが、そのような考えはおくびにも出さずに飲み込んだ。

「それよりも、イステリアに到着した後のことです。ナルソン様には、すぐにグレイシオール様と面会していただけるように話を通さねばなりません」

「そうだな。イステリアに戻り次第、俺がすぐにナルソン様に面会をお願いしに行こう。理由を説明して最優先での面会を進言すれば、そんなにグレイシオール様をお待たせすることにはならないと思うが……」

　アイザックとしては、他の公務を中断してでも、ナルソンに一良と面会をしてもらいたかった。

　しかし、一良がグレイシオールだと確信しているのは自分とハベルだけで、ナルソンはまだその事実を知らない。場合によっては飛び込みの面会は後回しにされ、一良の不興を買ってしまうのではないか。

　だが、ハベルはそんな心配を見越すかのように、ここぞとばかりに自らの提案を口にする。

「はい。ですが、万が一ナルソン様へのお取次ぎが上手くいかなかった場合、グレイシオール様をイステール邸内の待合室でお待たせしてしまうことになります。ならば、ナルソン様の準備ができるまで、我がルーソン家の館でおもてなしさせていただければと思うのですが……」

「ナルソン様のお
屋
 や

 
敷
 しき

 より先に、お前の
屋
 や

 
敷
 しき

 にグレイシオール様をお連れするというのか？」

　ハベルの提案に、アイザックは一瞬顔をしかめた。

　すぐにナルソンに面会をしてもらえるか分からないとはいえ、
国
 こく

 
賓
 ひん

 の遥か上を行くグレイシオールを、そのように扱っていいものか。

「はい。本来ならばすぐにナルソン様の下へお連れする必要があるかとは思いますが、イステリアに到着するのは明後日の夜です。そこから急いで面会となると、ナルソン様はもとより、グレイシオール様にもご苦労を強いてしまうのではないかと……もちろん、グレイシオール様にご相談し、ナルソン様にも了承を得るという前提ですが」

「……なるほど。面会が短時間で終わるはずはないから、無理して夜中に面会をねじ込むよりも、そのほうがいいかもしれないな。だが、それならばお前の
屋
 や

 
敷
 しき

 じゃなくて、俺の……スラン家の
屋
 や

 
敷
 しき

 にお連れしたほうがいいだろう」

　アイザックがそう言う理由は、家の格式の問題である。この部隊でアイザックが隊長、ハベルが副長となっていることから分かるように、家柄においてアイザックはハベルよりも格上であった。

　普通に考えて、どちらの家で一良をもてなしたほうがいいかは
一
 いち

 
目
 もく

 
瞭
 りよう

 
然
 ぜん

 だ。

「あ、いや、それはそうなのですが……アイザック様は、イステリアに戻った後は報告書の作成や、ナルソン様との面会の調整で忙しいじゃないですか。その点、私は帰還後暇なので、イステリアに着いてすぐにグレイシオール様を
屋
 や

 
敷
 しき

 にご案内できます。それに、
屋
 や

 
敷
 しき

 の者にも直接指示を出せますから、私の
屋
 や

 
敷
 しき

 のほうが何かと都合がよいかと」

　自分の家に連れて行く、と言い始めたアイザックに、ハベルは慌てた様子で反論する。

　そんなハベルの言い分に、アイザックも「それもそうか」と納得した。

　今この場で、一良がグレイシオールだと知っているのは、バレッタとバリン、それに自分たち２人しかいないのだ。

　家でもてなすにしても、常に目を光らせておかなければ、何か問題が起きかねない。

「確かに、お前の言うことには一理あるな。俺が帰還後の予定を全て返上してグレイシオール様を家にお連れするとなると、そうする理由を他の人間に説明する術がないからな……」

　現時点では、一良がグレイシオールであるという事実はトップシークレットである。

　部隊の兵士たちには、一良の素性を『他国の亡命貴族』と説明してあり、グレイシオールであるという事実は秘密にしてある。

　この部隊内であればそれでも通る。だが、イステリアに戻り、一良とナルソンが面会するまでの間は、２人のどちらかが一良に張り付いていなければならない。

　下手に目を離した
隙
 すき

 に、「誰だこいつ？」とアイザック以上の権力者に目をつけられては大変だ。

「よし、では明日になったら、グレイシオール様に今の内容をお話ししよう」

　グレイシオールという強大な存在に、自らを印象付ける絶好の機会を得ることができた。

　アイザックの返事に、ハベルは内心、「よし」と拳を握るのだった。

　

　その頃、イステリアにあるナルソン邸の一室では、半泣き状態で鏡台の前の椅子に座るリーゼをエイラがなぐさめていた。

　リーゼは先ほど風呂から上がったばかりで、背中の中ほどまである長い髪はしっとりとしている。服装は普段着ているドレスではなく、
膝
 ひざ

 までの長さの純白のチュニックだ。

「太もも触られた」

「リーゼ様……」

「太もも触られた！」

　エイラは布タオルで丁寧にリーゼの髪を拭きながら、目に涙を浮かべるリーゼに何と声をかければいいのかと困っていた。

　ほんの１時間前まで、リーゼはグレゴルン領からやってきた、ニーベル・フェルディナントという名の中年男の豪商と面会をしていた。

　このニーベルという男、所用でイステリアにやってくるたびに、必ずといっていいほどリーゼに面会を申し込んでくる。

　ただの面会ならばそれでもかまわないのだが、問題はニーベルの性格にあった。

「あいつ頭おかしいんじゃないの!?
 　肩に手を回そうとしたり手を握ろうとしてくるだけならまだ我慢できたけど、太ももを
撫
 な

 でるとかどういう神経してるわけ!?
 」

　ニーベルは、
隙
 すき

 あらばリーゼにボディタッチを試みる、かなり常識はずれな性格と行動力を持った男だった。

　今までにも、肩に手を回されたり髪を撫でられたりといったことは何度かあった。

　リーゼはそのたびに、冗談めかしてやんわりと行為を拒否しつつ、上手く受け流していた。

　だが、今日は何を思ったのか、薄暗くなった中庭のベンチで隣り合って座るリーゼの太ももを直に触ってきたのだ。

　あまりの驚きと
嫌
 けん

 
悪
 お

 
感
 かん

 にリーゼは思わず悲鳴を上げてしまい、警備兵がその場に駆けつけて面会はお開きとなり、今に至る。

　ちなみに、リーゼはニーベルに太ももを触られたことを、警備兵には言っていない。

　心配して問いただす警備兵に、リーゼは引きつった笑みを浮かべたまま、「な、何でもないわ」と言うにとどめていた。

「リーゼ様、さすがにそろそろナルソン様かジルコニア様にご報告しておいたほうが……」

「う……でも、それだとあいつの顔を潰すことになるし、これからの塩の取引が……」

　今までのセクハラを両親に報告するよう進言するエイラに、リーゼは苦悩の表情をみせた。

　本当ならば、リーゼとしても面会などしたくない。

　だが、ニーベルという豪商は、イステリアに輸入されるグレゴルン領産の塩の取引を一手に担う豪商なのだ。

　イステリアに入ってくる塩の輸入先は、主に西のグレゴルン領と南のフライス領である。どちらの領地からも塩は一定量が供給されるのだが、グレゴルン領から入ってくる塩の質は、フライス領とは比べ物にならないほどに高品質だった。

　製塩手法は極秘とされており、外部には一切情報が漏れてこない。

　元々はかなりの高額で取引されていた塩なのだが、リーゼがニーベルと面会をするようになってから、イステール家に販売される価格は２割引になっていた。

　イステール家はそれを隣のクレイラッツに転売し、今では貴重な収入源となっている。

「ですが、以前ナルソン様は、『もしまた何かあったら言ってくれ』とおっしゃっていたじゃないですか。最近はニーベル様の素行が一段と
酷
 ひど

 くなってきていますし、ナルソン様に今までの経緯も合わせて報告しておいたほうがいいかと思いますが……」

「でも……」

　実は以前に一度だけ、リーゼはニーベルのことをナルソンに相談したことがあった。

　その時はナルソンからニーベルに苦情を入れ、ニーベルもリーゼに謝罪し、セクハラはいったん収まった。

　だが、この半年ほどの間に、ニーベルのセクハラは再発の兆しを見せていた。

「もう少しだけ、我慢してみる。これ以上酷くなるようなら、お父様に相談するわ」

「……分かりました。ですが、あまり無理はしないでくださいね」

　げんなりした様子で言うリーゼに、エイラは心配そうな表情を向ける。

　普段、リーゼはエイラの前で暴言を吐いたり他人の悪口もがんがん言うが、根は真面目であるのか、変なところで頑張ってしまう傾向があった。

　現在のイステリアの
逼
 ひつ

 
迫
 ぱく

 した財政状況も、それを強く後押ししているのだろう。リーゼは深くため息をつくと、鏡台に置いてあった小さな布袋を手に取った。

「とりあえず、明日はこれを全部売りに行くわ。そのお金で美味しいもの食べて、
綺
 き

 
麗
 れい

 な服買って、ぱーっと遊ぶ。もう決めた」

「かしこまりました。お供いたします」

　ニーベルから受け取った贈り物を手に、ぷくっと
頬
 ほほ

 を膨らませるリーゼ。

　そんなリーゼに、エイラは苦笑して頷いた。

　

　２日後の夜。

　一良はハベルに連れられ、イステリアの中心部に近い大通りを歩いていた。

　大通りの両脇には、いかにも豪邸といった感じの石造りの大きな
屋
 や

 
敷
 しき

 が何軒も建っており、そのほとんどは平屋であった。

　建物の敷地には、２階建ての簡素な建物が併設されてる家がほとんどのようだ。

　街の外周のようなごちゃごちゃとした景観とは対照的な、何とものんびりした景色が広がっていた。

　一良とハベルの後ろには、バレッタとバリンも付いてきている。

　昨日の朝、ハベルが自らの
屋
 や

 
敷
 しき

 で一良に一夜を過ごして欲しいと頼んできた際、ぜひバレッタとバリンも一緒にきてくれと笑顔で申し出てくれたのだ。

　２人はかなり驚いた様子で、非常に恐縮しながら礼を述べていた。

「ここが私の
屋
 や

 
敷
 しき

 です」

　何軒か大きな
屋
 や

 
敷
 しき

 を通り過ぎ、立派な広い庭を持った、石造りの豪邸の門の前でハベルが立ち止まった。

　建物は平屋だが、敷地の端のほうに２階建ての細長い石造りの建物が併設されている。

　門の前には男が１人立っていて、ハベルを見ると、「お帰りなさいませ」と深く頭を下げた。

　男はすぐに頭を上げると、門を両手で押し開く。同時に、門の端に括りつけられていた銅の鈴がちりちりと鳴った。

　敷地内に入るハベルに続き、一良たちもぞろぞろと後を付いていく。

　男は早足で一良たちの脇を追い越すと、
屋
 や

 
敷
 しき

 の大きな観音開きの木製扉の前に立った。

　男はハベルが近づくと、両手を使って扉をゆっくりと開け放った。

「ハベル様、お帰りなさいませ」

　一行が
屋
 や

 
敷
 しき

 の玄関ホールに入ると、１人の若い侍女が深々とお辞儀をして出迎えた。

　見たところ、まだ少女と言っても差し支えない年齢に見える。

　玄関ホールの石床はピカピカに磨かれており、壁際に何本か建つ石の柱にも彫刻が施されていた。

「大事なお客様をお連れした。私が客室にご案内するから、マリーはすぐに夕食と風呂の準備をしてくれ」

「ご夕食はお風呂の後でよろしいでしょうか？」

「ああ、それで頼むよ」

「かしこまりました」

　マリーと呼ばれた侍女はハベルに深々と頭を下げると、一良たちに向き直って再びお辞儀をした。ハベルは振り返ると、「どうぞこちらへ」と一良たちを
屋
 や

 
敷
 しき

 の奥へと促した。
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「こちらの部屋をご自由にお使いください。風呂の仕度ができ次第、別の者がお迎えに参ります」

　一良たちを客室に案内すると、ハベルは一礼して部屋を出て行った。

　一良は持っていた荷物を床に置き、部屋の中を見渡す。

　部屋の壁には
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 立てがかけられており、柔らかな明かりが室内を照らしていた。

　また、上質な丸テーブルの上には
瑞
 みず

 
々
 みず

 しい果物が載った木皿が置いてあり、ナイフも用意してあった。水差しなどは置いていないので、これが飲み物代わりなのだろうか。

「風呂まであるなんて、この家は相当裕福みたいですね。貴族っていうだけのことはあるなあ」

　一良は早速テーブルの上のリンゴのような果物を手に取ると、ナイフで皮を
剥
 む

 き始めた。

「私たちまでこんな部屋に案内してもらえるなんて……」

　自分と父は宿屋を手配してもらえれば上々だろうと考えていたバレッタは、一良と同様に扱われるという予想外な対応に驚いていた。

　普通、
一
 いつ

 
介
 かい

 の農民が貴族の家に足を踏み入れるなど、まずありえない。

　あるとすれば、
奴
 ど

 
隷
 れい

 として買い上げられた場合か、使用人として雇われた場合に限られる。

「きっと、今のうちに私にいい印象を与えておこうという腹積もりでしょうね。後々のための布石ってやつかな」

　
剥
 む

 いた果物を
頬
 ほお

 
張
 ば

 りながら言う一良に、バレッタは何ともすっきりしない表情で
頷
 うなず

 いた。

　自分たちに不都合はないと分かっていても、自分たちをダシに一良から好意を引き出そうとしていると考えると、あまりいい気はしない。

　そんなバレッタの様子に、一良は苦笑しながら口を開く。

「そんな顔しなくても大丈夫ですよ。今のところ私たちに不利益になる要素はないと思いますし、このままほどよい関係を築いていければ、私としても好都合です……あ、すみません、私ばっかり食べちゃって。バレッタさんたちの分も
剥
 む

 きますね」

「あっ、私は大丈夫です。すぐに夕食ってハベル様が言ってましたから、あまり食べないでおきます」

「私も食べないでおきますかな。貴族様のご馳走を食べる機会など滅多にないので、腹ペコで臨むことにします」

「むむ、確かに……私も、もう１個だけ食べておしまいにしよう」

　そう言って果物をもう一つ剥き始める一良に、バレッタがくすっと笑みを漏らす。

「そういえばお昼ご飯の時も、カズラさんはお腹すいたーって、出されたご飯の他に缶詰も食べてましたもんね。ラタに乗るのは大変でしたか？」

「ええ、常に足でバランスを取ってないといけないんで、想像以上に疲れましたよ。これなら歩いたほうがよかったなあ……」

　グリセア村を出発してからというもの、一良は常にラタの背に揺られていた。

　慣れない騎乗は想像以上に
過
 か

 
酷
 こく

 で、全身に疲労感が重くのしかかった。

　普段あまり使わない筋肉を酷使したためか、太ももは強烈な筋肉痛で悲鳴を上げている。

　そのせいか普段よりよけいに腹が空き、グリセア村にきて以来の食欲を発揮していた。

　乗馬とは、見かけによらずかなりハードな運動らしい。

「それはそうと、領主との面会で話す内容なんですが、一応口裏を合わせておきましょう。領主には知られないほうがいい話もあるので」

　現時点でも３人一緒ということを鑑みれば、領主と面会した際に別々に話を聞くといったような真似はしないと思うが、念のために口裏は合わせておいたほうが良い。

　基本的に、領主の質問に対しては一良が答えることになるはずだが、ふとした拍子にバレッタやバリンから聞かれたくない話が漏れると困る。

「バレッタさんとバリンさんは、領主の質問に正直に答えてもらってかまいません。ただし、私の持ってきた食べ物を食べた後、村の人たちが力持ちになったことは伏せておいて欲しいです」

　一良の
台詞
 せりふ

 に、バレッタとバリンは
頷
 うなず

 いた。

　一良が持ち込んだ様々な便利道具については、ナルソンに一良がグレイシオールであるということを説明するために見せる必要がある。

　だが、食べ物に関しては話が別だ。

　一良が持ちこんだ食べ物の効能は、今のところグリセア村の住民しか知らない。

　長期にわたって一良の持ち込んだ食べ物を食べ続けることにより得られる剛力についてまで、わざわざこちらから説明する必要はない。

　ナルソンが食べ物の効能を知った場合、グリセア村に残った食べ物を接収しようと動く可能性もないとは言い切れない。

　飲むだけで体力が回復したり、病気が全快するリポＤについても同様だ。

　使い方によっては、交渉カードとして驚異的な威力を発揮するだろう。

　もしナルソンが一良の道具を見ても、一良をグレイシオールだと信用しなかった場合、最終手段として、リポＤを使ってみせることになる。

　リポＤを誰か適当な半死人に使ってみせれば、奇跡の回復薬を持つ存在として、一良を認識させることができるだろう。

　もっとも、領主側にとって得になる提案しかないような交渉の場で、わざわざ一良に反感を持たれるような態度を取るとは考えにくいのだが。

　その後も３人が話を詰めていると、部屋の扉が、コンコン、とノックされた。

「どうぞ」

「失礼いたします」

　一良が返事をすると、先ほど玄関ホールで一良たちを出迎えたマリーという名の侍女が部屋に入ってきた。

「お風呂の用意ができましたので、お迎えに参りました。最初にカズラ様にご入浴していただければと思うのですが……」

「分かりました」

「ありがとうございます。それでは、ご案内いたします」

　マリーは礼を述べると、一良を連れて部屋を出ていった。

　

　一良とマリーが風呂に向かった頃。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 内の一室で、ハベルはローブを着た初老の男と向き合っていた。

「明日の昼までに、送迎用の馬車を１台と護衛の兵を４名ですな」

「ああ、兵士は腕利きを頼むぞ。農民だからといってぞんざいな扱いをしないように厳命しておいてくれ。食べ物や
天
 てん

 
幕
 まく

 も上等なものを頼む」

　他に何か必要な物はないかと頭をひねるハベルに、男は珍しいものでも見るような視線を向ける。

　男は先ほど、ハベルから私兵と馬車の準備を命じられたが、その内容は首を傾げたくなるようなものだった。

　ハベルの説明では、馬車に乗るのは農民だけらしい。

　貴族と一緒というならまだしも、農民だけを馬車で護送するなど、普通に考えてありえない。

　しかも、よくよく話を聞いてみると、その農民は現在
屋
 や

 
敷
 しき

 に宿泊中とのこと。疑問に思うなというほうが無理な話だった。

「農民を
屋
 や

 
敷
 しき

 に泊めたうえに、送迎用の馬車と護衛をつけるとは……その農民は、実はお忍びの貴族か何かですかな？」

「いや、ただの農民さ。どこにでもいる、普通のな」

　詳しく話すつもりはない、といった
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 のハベル。

「左様でございますか」

　男は返事をしつつも、どう考えても普通ではない指示を内心いぶかしむ。

　この男は、ルーソン家に古くから仕える執事である。他の使用人を取りまとめる役割を担っており、今回のように家の者から指示を出されれば、馬車の手配から人の手配まで、何でもこなす。

　ハベルとの付きあいは長く、ハベルが生まれてこの方、教師としても使用人としても、きわめて親しく付きあってきた間柄だ。

　そのハベルが、自分に何の相談もなしに、このような指示を出すということはよほどのことである。

　今回馬車で送り届ける農民に、何かあることは間違いない。

「あと、寝具は２つ……いや、念のため３つ用意しておくように。これも上等なものを用意してくれ」

「かしこまりました」

　疑問に思うところは多々あるものの、これ以上踏み込んだ質問をするつもりは毛頭ない。

　ハベルとて、もう子供ではない。

　自分に詳細を言わないのには、何か特別な理由があるのだろうと、自らを納得させた。

　ハベルは部屋を退出しようとドアノブに手をかけたところで、「そういえば」と振り返った。

「父上と兄上は、あと５日は戻らないのだったな？」

「はい。予定どおりであれば、今頃はグレゴルン領を出てイステール領内に入っている頃かと思いますが……」

「そうか」

　ハベルは男の返答を聞くと、今度こそドアを開けて部屋を出て行った。

　

「それでは、お召し物を脱がさせていただきます」

「……」

　脱衣所に案内された一良は、上着に手をかけるマリーを前にしてたじろいでいた。

　案内される最中に、「服を脱ぐのを手伝われたりして」などと軽く妄想していたが、まさかの現実になってしまった。

　しかし、一良がたじろいでいるのは、服を脱がそうとするマリーだけが理由ではない。

　一良の背後には、
筋
 きん

 
骨
 こつ

 
隆
 りゆう

 
々
 りゆう

 で上半身裸のスキンヘッドの男が立っていた。

　男は右手に変わった形をした
青
 せい

 
銅
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 の鎌、左手に小ぶりな銅のピンセットを持ち、仁王立ちしている。

　男は一良と目が合うと、口端を上げて爽やかな笑みを浮かべた。

「失礼いたします」

　用途不明な凶器を持つマッチョマンを見て固まる一良の返事を待たず、マリーは一良の衣服を脱がしにかかった。

　一良の衣服は、以前バレッタが仕立ててくれた、無地のシャツにズボンである。

　マリーはそれらの衣服を手早く脱がすと、続けて現れたグレーのストライプ柄のトランクスを見て一瞬固まった。

　だが、すぐにその場に両膝をつき、トランクスに手をかけて脱がしにかかる。

「あっ、それは自分で脱ぎますんで！」

　トランクスを下ろされそうになった一良は、慌てて端を手で押さえながら介助を辞退した。

　マリーは介助を断られるとすぐに手を引っ込め、「失礼致しました」と立ち上がり、その場で待機する。

　……どうやら、脱ぐまで待っているつもりらしい。

「あの、後は自分でできますから……」

　困った様子の一良に、マリーは一瞬考えるような表情をした。

　そして、くすっと小さく笑う。

「承知いたしました。着替えはご入浴中に用意しておきますので、そちらをお召しください」

　マリーはそう言って一礼すると、一良が脱いだ衣服を両手で抱え、脱衣所から出て行った。

　マリーの背を見送り、一良はやれやれとトランクスを半ばまで脱いだところで、室内にはまだマッチョマンがいることを思い出して振り返った。

「お任せください」

　先ほどと同様に爽やかな笑みを浮かべて、手に持った鎌を軽く持ち上げながら、そのような
台詞
 せりふ

 をのたまうマッチョマン。何をどう任せられるというのか。

「あの、その鎌で何をするんですかね？」

　一良がトランクスに手をかけたまま、
若
 じやつ
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 引きつった表情で質問する。

　男は一瞬きょとんとするが、すぐに元の爽やかな笑みを浮かべて口を開く。

「全身の体毛を
綺
 き

 
麗
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 に剃らさせていただきます。私の仕事は実に上手だと、旦那様にもよく褒められていますから、ご安心ください」

　どうやら、この男は日本で言うところの脱毛師のような仕事をしているようだ。

「左手のピンセットは何に使うんですか？」

「これは、
腋
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 を抜くために使います。さぁ、早速脱毛いたしましょう！」

　一良はトランクスを脱いで向き直ると、これ以上ないくらいの爽やかな笑顔を男に向けた。

「やめておきます」

　その言葉を聞いた瞬間、男が見せた心底落胆したような表情が、妙に印象に残った。

　

　入浴後、一良は脱衣所に用意された上品な生地のゆったりとしたローブに着替えた。

　脱衣所を出てすぐの所で待機していたマリーに付き添われ、再び客室へと戻る。

　戻りがてら、マリーに先ほど持っていった衣服はどうしたのかと聞いたところ、洗濯してくれるとのことだった。

　ちなみに、用意された着替えの中には、下着が含まれていなかった。

　そんなわけで、現在一良はノーパンである。

　推測するに、この国の人間は全員ノーパンなのかもしれない。

　部屋に戻ると、今度はバリンが入れ替わりで、マリーに連れられて風呂場に向かった。

「カズラさん、お風呂はどうでしたか？」

　全身を湯で洗い、さっぱりとした様子で戻ってきた一良に、バレッタが興味深げに問いかける。そんなバレッタを見て、一良の頭に一瞬「この娘もノーパンなのだろうか」という疑問が浮かんだ。だが、慌ててそれを打ち消すと、貴族風呂の感想を述べるのだった。

　

「食事の用意が遅くなってしまい、申しわけございませんでした。内陸ゆえ、フライス領のような美食ぞろいとはいきませんが、どうぞお召し上がりください」

　一良が風呂から出て約１時間後。

　ハベルも含めた一良たち４人は、ルーソン邸の食堂にて、数々の豪勢な料理を前にして席についていた。

　テーブルは長方形の長テーブルであり、長手方向に４メートルはあるだろうか。

　テーブルの上には一抱えもあるような大皿がいくつも置かれ、その上には様々な料理がぎっしりと盛り付けられていた。

　ハベルと一良は、いわゆる「お誕生日席」に座っており、バレッタとバリンは側面の席だ。

　テーブルから少し離れた場所には給仕用の侍女が２人控えていて、彼女たちの前にはクロスの敷かれた小さなテーブルが用意されていた。そのテーブルの上には、飲み物の入った銅のピッチャーがいくつか置かれている。

　侍女の１人はマリーで、もう１人は一良たちが
屋
 や

 
敷
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 に来てから初めて見る女性だった。

　ハベルは先ほどまで着ていた
鎧
 よろい

 を脱いでおり、今は一良と同様の、ゆったりとしたローブを身に着けていた。

　バリンとバレッタも同様で、一良の物とは少し見た目が違うが、似たようなローブを
纏
 まと

 っていた。

「これは何とも……」

　一良はそう言いながら、目の前に並ぶ料理の数々を見て感心する。

　というのも、目の前に置かれた料理の質が、予想を遥かに上回っていたからだ。

　テーブルの上の料理は、普段こちらの世界で一良が食べることのない食材が多く、種類も豊富だった。料理の中には、ローストビーフのような肉料理や、魚の切り身にソースをかけてグリルしたようなものもあった。

　芋虫の串焼きやソテーといった、日本人が見たら卒倒するような料理も何品か見受けられるが、この食卓に並んでいるのならば高級食材なのだろう。

　グリセア村でバレッタお手製の高級芋虫料理を日頃から口にしている一良としては、食卓に芋虫がいることはもはや当たり前なので問題なかった。

「すごい……こんな豪華な料理、見たことないです」

　いささか緊張した様子のバレッタに、バリンも同意するように
頷
 うなず

 く。

　貴族の食事など、世間一般の農民では見ることすら適わないのだから、当然だろう。

「喜んでいただけて幸いです。上等な果実酒もありますが、皆さん酒は飲めますか？」

「飲めます！」

　勢い込んで答えるバリンに、ハベルは「それはよかった」と
微笑
 ほほえ

 むと、マリーを呼んで銅のコップに果実酒を注がせた。

「お２人はどうですか？」

「私ももらおうかな」

「私は、お酒はちょっと……」

「おや、そうですか。では、果物のジュースはいかがですか？」

「あ、はい、ではそれで……」

　ハベルの指示で、バレッタのコップにもう１人の侍女がジュースを注ぐ。

　一良のコップには、バリンのものと同じ果実酒をマリーが注ぎ入れた。

　ジュースも果実酒も、淡い桃色をしている。同じ果物を使って作られたものなのだろう。

「さあ、どうぞ召し上がってください。届かない場所の料理は侍女に給仕をさせますので、お申し付けください」

　ハベルはそう言うと、手近な大皿料理を手元にある小皿に移し始めた。

　それを見て、バリンとバレッタも手近な料理に手を伸ばす。

　３人に続く形で、一良も近くにあったローストビーフのような肉料理を小皿に移した。

「いただきます……ん、これは美味しいですね！」

　空腹で目が回りそうになっていた一良は、取った肉料理をいそいそと口に運んで
感
 かん

 
嘆
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 の声を上げた。一良が口に入れた肉料理は、食感も味もローストビーフにかなり近かった。

　実際、この料理は塩を振って蒸し焼きにした肉に、香草と果物を煮詰めて作ったソースをかけたものだ。調理方法はローストビーフとかなり似ている。

　日本で食べることのできるローストビーフの味を知っている一良としては、ニンニクや
胡
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 、
山葵
 わさび

 に
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油
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 といった調味料が欲しくなる。だが、それは
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 というものだろう。

「お口に合うようでよかった。料理はいくらでもありますから、たくさん食べてください」

　ハベルは一心不乱に肉を
頬
 ほお

 
張
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 る一良を見て、ほっとした。

　どんな料理を出せば満足してもらえるのか分からなかったため、できる限りたくさんの種類の料理を用意させた。だが、最初に手を付けた一品目で合格判定をもらえたようだ。

「ところでカズラ様、１つお願いしたいことがあるのですが……」

　夕食を食べ始めてから15
 分ほどが経過し、各自の腹もある程度満たされて一息ついた頃。

　それまで料理についてや街についてなどの当たり障りのない話題に終始していたハベルが、食事の手を止めて一良に声をかけた。

「なんでしょう？」

「今後、カズラ様がイステリアにて人や物を手配する必要が生じた際は、ぜひとも私に一任していただけませんでしょうか。これでも、私はイステリアの商人や他の貴族に対して顔が利きますゆえ、必ずやお役に立てるかと」

　突然のハベルの申し出に、一良は口に入れかけていた芋虫の串焼きを小皿に置いた。

　ちなみに、串に刺さっている芋虫はアルカディアン虫ではなく、別種のもののようだ。

「それは嬉しい申し出ですね。何か協力をお願いすることもあるかと思いますが、その時はよろしくお願いします」

「ありがとうございます。何かご入用の際は、何なりとお申し付けください」

　軽く
会
 え

 
釈
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 をする一良に対し、ハベルは両手をテーブルについて深く頭を下げた。

　

　夕食後、一良たちは部屋に戻り、膨れた腹を休めてのんびりと談笑をしていた。

「カズラさん、どうかしましたか？」

　それぞれベッドの端や備え付けのソファーに座り、料理の感想などを言い合っていたのだが、どこか様子のおかしい一良にバレッタが気づいた。

　一良は限界まで食べて膨れた自らの腹を手でさすりながら、
若
 じやつ

 
干
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 顔を
顰
 しか

 めている。

「いえ、何かお腹の調子が……」

「えっ!?
 」

　腹の不調を訴える一良にバレッタは驚き、慌てて駆け寄る。

　まさか食事に毒でも入れられたのかと、一瞬恐怖した。

　だが、それにしては様子がおかしい。一良は特に苦しむでもなく、何か合点の行かないような表情で腹を撫でている。

「やっぱりおかしいぞこれは……」

「大丈夫ですか!?
 　お腹、痛いんですか!?
 」

　腹を撫でて難しい顔をする一良。バレッタは一良の腹に手を当てておろおろする。

「あ、いや、痛いとか苦しいとか、そういうのじゃないんです」

　不安な表情をするバレッタに、一良は慌てて弁解した。腹に違和感があるのは確かだが、苦痛とは別の感覚が一良を襲っていた。

「お腹が空いて、目が回りそうなんです……」

「……え？」

　予想外の言葉に、バレッタとバリンはぽかんとした。それもそのはず、一良は先ほどの夕食で、目に見えて腹が膨れるほど食べに食べたのだ。

　現に一良の胃は満員御礼で、もう食べ物が入る隙間はほとんどない。それなのに、腹が減って仕方がないという。

「実は昨日……いや、一昨日からそうだったんですけど、食事をしてもほとんど腹が膨れないんですよ。それでも昨日はまだマシだったのですが……あ、膨れないっていっても感覚の問題で、実際食べた分だけお腹は出ますけどね」

　そう言って腹を撫でる一良。バレッタも一良の腹に手を当て、不思議そうな顔で腹に目を向ける。

　一良もそのままの状態で考え込むが、どうにも理由が分からない。
満
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 が壊れてしまい、いくら食べても満腹感を得ることができない身体になってしまったというのなら納得がいく。

　だが、もしそうだとすると、こんな所でのんびりしている場合ではない。さっさと日本に戻って病院へ行くべきだ。

「うう、お腹空いたなあ。もう１個だけ果物食べようかな……」

　一良はそう言うと、テーブルに置いてある果物を取るべく立ち上がろうとした。

　が、立ち上がりかけたところで、不意に足元がふらつく。

「カズラさんっ！」

　転びかけた一良を、隣にいたバレッタがとっさに支える。

　その
華
 きや

 
奢
 しや

 な体つきとは似ても似つかない、しっかりとした力で支えられ、何とか転ばずに済んだ。

「す、すみません、何かふらついちゃって……」

　一良は自分を支えるバレッタの肩を掴み、足を踏ん張って体勢を立て直す。

　そして、バレッタに礼を言って肩から手を離そうとした時、微かに震える自分の指先が目に入った。

「……何だこれ……」

　ぷるぷると震える自分の指先。立ち上がろうとしてふらつく足元。

　これはかつて、一良が経験したことのあるものだった。

　そう、あれは確か、一良がまだ会社員として毎日馬車馬のように働いていた頃のことだ。

　食事をとる暇もないような激務が何日か続き、気づけば朝から晩まで何も食べずに会社の机にかじりついていた時、似たような症状に見舞われたことがあった。

　自分の身体に何が起こったのかと、インターネットで自分の症状をキーワードに入れて調べたところ、１つの単語に行きついた。

「ああ……なるほど、そういうことだったのか」

　右手で自分の腹を擦り、バレッタの肩を掴む左手の震える指を再度見る。

「バレッタさん、もう大丈夫です。ありがとうございます」

　一良はバレッタの肩から手を放すと、部屋の隅に置かれたボストンバッグの前に座り込み、中を漁り始めた。

「あぶねー。何も気づかないまま
餓
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 する可能性もあったなあ」

「原因が分かったのですか？」

　ボストンバッグを漁る一良に、背後からバレッタが声をかける。

　一良は１人納得した様子だが、バレッタには何のことやらさっぱり分からない。

「
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 になっているんだと思います。多分ですけどね」
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 とは、血糖値が極端に下がり、手の震えや脱力感に見舞われる症状のことだ。

　症状が出る出ないの個人差はあるが、極端な空腹時に血糖値が下がり、このような症状に見舞われることが多い。何か食べ物を摂取して血糖値を上げれば、すぐに症状は治まる。

「
低
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 ……あ、前に勉強したことがありましたね。でも……」

　
低
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 と聞き、バレッタは納得がいかないといった表情をする。

　以前勉強した時に使った参考書には、
低
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 とは空腹時になることが多いと書かれていた。一良はたった今食事を終えたばかりであり、その条件には当てはまらない。

「まあ、
低
 てい
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 なんだかそうじゃないんだかは、これを食べれば分かりますよ。……ううむ、腹ペコなんだけどお腹はパンパンなんだよな……入るかな……」

　異議を唱えたそうなバレッタの視線を受けながら、一良はボストンバッグからプラスチックのスプーンとみかんの缶詰を取り出した。プルトップを引き、フタを開ける。

　缶詰を開ける時の独特な金属音が部屋に響き、ほのかな甘い香りが漂う。

　一良は缶詰に口をつけると、中のシロップをごくごくと飲み干し、スプーンでみかんをかき込んだ。

「これで私が持ち直せば、作物の急成長や、村の皆さんの超回復も説明がつきます。身体能力の強化についても……一応、説明がつくのかな……」

　いったい何が始まるのかと、目を白黒させるバリン。それとは対照的に、バレッタは真剣な表情で一良の話を聞いていた。

「カズラさん、『ていけっとうしょう』とは何のことですか？」

「ああ、
低
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 とはですね……」

　何のことやらさっぱり分からないバリンに、一良は症状の詳細を説明する。

　一良のことをグレイシオールだと思っているバリンに、一良が
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 になったと説明をするのはおかしな話になるかもしれないが、ここまで来たら仕方ないだろう。

　バレッタには申しわけないが、後々のフォローはバレッタに丸投げすることにする。
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 の説明をしたり、バレッタからの質問に答えたりしているうちに20
 分ほどが経過した。

　一良はその場から立ち上がり、体の調子を確かめてみる。足元はふらつかず、手先の震えも止まった。どうやら、推測は正しかったようだ。

「やっぱりそうか。となると……」

　そうつぶやくと、一良はその場で腕組みして考える。

　一良がここ数日でとった食事の内容と、先ほど現れていた症状。

　これらを合わせて考えてみると、一良とこの世界の食べ物の関係に対して２つの仮説を立てることができる。

　１つ目は、この世界の食べ物にはほとんど栄養が含まれていないという説。

　この仮説の場合、一良が
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 のような症状に見舞われたことと、村の畑の作物が急成長したことについての説明は
容
 よう

 
易
 い

 だ。

　一良は３日前の昼過ぎから、日本から持ってきた食べ物をほとんど食べていなかった。

　唯一食べたものといえば、行軍２日目の夜に食べた缶詰１つと、今食べたみかんの缶詰が１つだけ。

　もしこの世界の食べ物に栄養がほとんどないとすると、一良は３日間で缶詰２個しか食べていないことになり、栄養不足は明らかである。

　また、村の畑の作物についても同様だ。

　村の作物は慢性的な栄養不足状態であり、急に森の
腐
 ふ

 
葉
 よう

 
土
 ど

 や日本から持ってきた栄養豊富な肥料を与えられ、本来の姿を取り戻したと考えることもできる。

　村人たちについても、日頃から栄養不足甚だしい状態に置かれていたところに、身体に必要な栄養を一気に与えられて本来の力を取り戻したと考えることもできる。

　この仮説の場合、村人たちは身体の基本性能自体はすさまじいが、その性能を使いこなすための燃料がまったく足りていない状態だったと考えられる。

　ただ、この場合だと、この世界の人間は栄養がほとんどない状態でも生命を維持できるうえに、一良の住んでいた世界の人間と同等の身体能力を発揮することができるということになる。

　低燃費どころの話ではない。常識を超えた究極生命体である。

　２つ目の仮説は、一良はこの世界の食べ物からは栄養を吸収できないが、日本の食べ物や肥料は、この世界の人間や作物に対して特殊な作用をするという仮説。

　こちらの仮説の場合は、こちらの世界の食べ物にも栄養はあり、一良だけが吸収できないという強引な仮説となる。

　だが、この世界の人間の生命維持に関しては説明がつくものの、こちらの世界の人間が日本の食べ物を食べた後の超回復や、超人化についての理由がさっぱり分からない。

　食べ物や肥料が特殊な作用をすると仮定したとしても、一良の持ってきた食べ物や肥料はごく普通の市販品である。

　日本からこちらの世界に来る際に、特殊効果が付与されたと考える方法もある。

　しかし、それならば一良にも何らかの影響が出ていなければおかしい。

「あの、カズラさん……？」

　一良が１人考え込んでいると、いつの間にか近寄ってきていたバレッタが心配そうに顔をのぞき込んだ。

「あ、すみません、１人で考え込んじゃって……私はもう大丈夫です」

　今立てた仮説をバレッタに説明したいとも思ったが、この場にはバリンもいるので説明は保留にする。

　バレッタの父親であるバリンならば、一良自身のことを洗いざらい話しても問題はないようにも思える。

　だが、バリンは一良がグレイシオールであると信じきっているので、あえてそれを覆さなくてもいいだろう。

　一良はボストンバッグから胃薬を取り出すと、錠剤を数粒口に放り込んだ。





　

第３章　領主との面会

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 がハベル邸で胃薬を飲んでいる頃、アイザックはナルソン邸の執務室でナルソンと対面していた。

　いつもなら、ナルソンは手元にある別件の報告書に目を通しながらアイザックの報告を聞き、必要に応じて質問しつつ並行作業でまとめることが常だった。

　だが、今回は少々様相が違っていた。

「……アイザックよ、もう一度言ってくれ。誰が現れたって？」

　アイザックが語った内容に、報告書から顔を上げいぶかしむような表情で聞き返すナルソン。

　アイザックはそんなナルソンの視線にもまったく動じず、真剣な表情のまま再び口を開く。

「グレイシオール様です。グレイシオール様がグリセア村に現れました」

　部屋に、
静
 せい

 
寂
 じやく

 が訪れる。２人とも言葉を発さず、身じろぎもしない。

　
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の明かりが作り出す２人の影が、所在なげにゆらゆらと壁に揺れる。

「……あー、その、なんだ。そのグレイシオール様というのは、言い伝えに出てくる
慈
 じ

 
悲
 ひ

 と
豊
 ほう

 
穣
 じよう

 の神のことか？　神が実際に姿を現したというのか？」

　ナルソンはアイザックが冗談を言っているのかと思ったが、その真剣な表情はとても冗談を言っているようには見えない。

　それに、アイザックはそのような冗談をいう男ではない。

「そうです。村の水路に水が流れていたことも、
飢
 き

 
餓
 が

 によって村が壊滅しなかったことも、全てはグレイシオール様がグリセア村に救いの手を差し伸べてくださったことによるものでした」

「具体的に言え。グリセア村にいったい何が起こったというのだ。言い伝えのように、グレイシオール様が食料でも持ってきてくれたというのか？」

「はい、およそ１ヶ月前に、グリセア村にグレイシオール様が現れ、大量の食料を村に援助したとのことです。また、干ばつで壊滅状態にある村の畑に水を引くため、水車という水を低所から高所へ
汲
 く

 み上げる道具を与えていました。その他にも、加護の力で村の作物を急成長させ、我々が見たことのないようなたくさんの道具や知識を村人に与え、支援し続けていました」

「……」

　
俄
 にわ

 かには信じがたい話をするアイザックに、ナルソンは少々混乱した。

　グレイシオールが現れ、
飢
 き

 
餓
 が

 に
瀕
 ひん

 する村を救った？

　今も村人たちに道具と知識を与え続けている？

　……まったくもって信じられない。

　神が現世に降臨するなどという、まるで神話のような出来事が現実に起こっているなどと言われても、はいそうですかと信用できるはずもなかった。

　ちなみに、作物の急成長がグレイシオールの加護によるものという話は、アイザックの独自解釈である。森の土を畑に混ぜたら作物が急成長した、とバリンから説明は受けていたが、グレイシオールが現れたとなってはそう考えても仕方がないだろう。

「何ともすごい話だが、
俄
 にわ

 かには信じられんな。お前自身がグリセア村でグレイシオール様を見たとでもいうのか？」

「はい。実際にお会いし、話もしました。……ですが、私はグレイシオール様にとんでもない無礼をいくつも働いてしまいました。グレイシオール様は
赦
 ゆる

 すと言ってくださいましたが、悔やんでも悔やみきれません……」

　一良と会った時のことを思い出したのか、アイザックは表情を曇らせると視線を落とした。

　対するナルソンは、相変わらずいぶかしんだ視線をアイザックに送り続けている。

　少しの間うつむいていたアイザックだが、すぐに顔を上げると表情を引き締めた。

「ナルソン様、明日の朝一番で会っていただきたい方がいます」

「……おい、まさかとは思うが、会ってもらいたいというのは」

「グレイシオール様です」

　思わず「冗談だろう」と言いかけたナルソンだったが、アイザックのあまりにも真剣な眼差しを受けて言葉を引っ込めた。

　いまだに現実感が湧かないが、アイザックの言葉が真実だとすると大事である。

　しかし、先ほどアイザックが言っていたグレイシオールが行ったという数々の施しも気になるが、そのグレイシオールが自分に会うというのはどういう目的があってのことか。

「だが、明日の朝一番と言っても、今から大急ぎでグリセア村へ向かっても間に合わないぞ。グレイシオール様がイステリアへ来ているというのなら話は別だが……おい、まさか」

「はい、グレイシオール様には現在、ルーソン家の
屋
 や

 
敷
 しき

 に滞在していただいております。本来ならば私の家にご案内すべきだったのですが、なにぶん極秘のうちに行動せねばならなかったので……現時点でグレイシオール様の存在を知っているのは、私と副長のハベル、それに部下の２人とグリセア村の住民のみです。部下の２人には他言しないように厳命してあります」

　ここにきて、ナルソンはようやく「何やらとんでもない事態が起こっている」と実感が湧いてきた。神が現世に姿を現すという、言い伝え以外では前例のない事件であるが、慎重に対応をしなければなるまい。

　また、グレイシオールが偽者である場合、相手はアイザックをやりこめたとんでもない極悪人ということになる。

　グレイシオールが本物であるか否か、しっかりと見極めなければならない。

「よし、ならば明日の朝一番に時間を取ろう。……それで、グレイシオール様は私に会って何を話したいと申しておられるのだ？」

　ナルソンの返事に安心したのか、アイザックはほっとしたように表情を緩めた。

「はい、グレイシオール様は、
飢
 き

 
餓
 が

 に苦しむ我々を支援してくださると申しておられます。先ほど話した水車という道具の作り方や、作物増産の方法を教えてくださるそうです。他にも何か目に付けば、助言をいただけるとのことです」

「ほう、それはありがたい話だが……」

　何とも気前のいい話に、不信感を拭えないといった
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 を醸し出すナルソン。

　そんなナルソンを見て、アイザックは内心、信じられないのも仕方ないだろうと苦笑した。

　アイザックでさえ、一良から色々な道具を見せられたり、目の前で人が消失するといった現象を見て、やっと一良がグレイシオールであると信じたのだ。話を聞いただけでは納得しないというのは、予測済みであった。

「ナルソン様、明日お会いしていただくグレイシオール様は本物です。お会いすれば分かります」

「……そうだな」

　自信満々のアイザック。ナルソンはなおも質問を投げかけようかとも思ったが、明日になれば分かるというアイザックの意見に同意して質問をやめた。

　明日、グレイシオール本人に会えば疑問は氷解するのだ。自分たちが見たこともない道具や知識とやらを、存分に確認させてもらえばいい。

「それでは、私はハベルに明日の面会時間を伝えに行ってまいります」

　アイザックはそう言って頭を下げると、足早に執務室を出て行った。

　ナルソンがアイザックの出て行った扉を眺めながら先ほどの会話を数秒
反
 はん

 
芻
 すう

 していると、再び扉が開いて今度はジルコニアが入ってきた。

　ジルコニアは手に銅のコップを２つ持っている。どうやら、飲み物の差し入れに来たようだ。

「何かあったの？　アイザックが部屋を出るなり走っていったみたいだけど」

　小首を傾げるジルコニアに、ナルソンは先ほどの話をジルコニアにも話そうかと口を開きかけたが、ふとあることを思いついた。

「ジルは確か、北西にある山岳地帯の出身だったな？」

「そうよ。といっても、あそこにはもう誰も住んでないけど。それがどうかしたの？」

「１つ、協力してもらいたいことがある」

　何が何やら分からないといった表情をするジルコニア。

　ナルソンは先ほどアイザックと話した内容と、自分の思いついた内容を合わせて説明を始めた。

　

　翌朝、一良たちは朝食を済ませた後、ハベルとともに馬車で領主の館へと向かっていた。

　時刻は朝の７時。

　ハベル邸の建つ高級住宅街沿いの大通りは
閑
 かん

 
散
 さん

 としており、すれ違う人はほとんどいない。

　街の中心部に近いこの辺りの道は石畳で
舗
 ほ

 
装
 そう

 されており、道の両脇には所々に街路樹が植えられている。

　道は
綺
 き

 
麗
 れい

 に掃除されゴミ一つ落ちておらず、ごちゃごちゃとした街の外周付近とは対照的な景観だった。

　そんな街中を馬車に揺られること10
 分。

　一行は、大きな
城
 じよう

 
砦
 さい

 のような建物にたどり着いた。

　建物の外周は高さ５メートルほどの石壁で囲われており、石壁の上には短槍を装備し革鎧を着た警備兵の姿が見られる。

　また、
青
 せい

 
銅
 どう

 で補強された木製の大きな門が併設されていて、その前には２人の警備兵が立っていた。

　一良たちの乗った馬車が門に近づくと、警備兵が制止を呼びかけながら近寄ってくる。

　近寄ってきた兵士は、馬車に描かれたルーソン家の
家
 か

 
紋
 もん

 を確認すると、二言三言ハベルと言葉を交わし、門の前で待機するもう１人の兵士に声をかけて門を開けさせた。

　馬車に乗ったまま門をくぐると、石畳の敷き詰められた広場に出た。

　広場の端には馬車が何台か停められていて、駐車スペースとして使われていることが見て取れた。

　一良たちの馬車も、先に停めてある馬車の隣にまで移動し、駐車した。

「カズラ様、おはようございます」

　一良が馬車から降り、続いて降りるバレッタに手を貸していると、背後からアイザックが走り寄ってきた。

「朝早くおいでいただき、ありがとうございます。すぐにナルソン様と面会できますので、どうぞこちらへ。お荷物は私がお持ちしましょう」

「アイザック様、私も同席してよろしいでしょうか？」

　一良とは反対側の降り口から馬車を降りたハベルは、一良から布で目隠しされたキャリーケースを受け取るアイザックに声をかけた。

「ああ、ぜひそうしてくれ。俺がグリセア村にいなかった時の話が出るかもしれないからな」

　アイザックはハベルに答えると、両手でキャリーケースを抱え、全員を先導して歩き始めた。

　ハベルも、一良から布で包まれたボストンバッグを受け取り、後に続いて歩き始める。

　――まるで
要
 よう

 
塞
 さい

 みたいな造りだな。

　２人の後に続きながら、一良は周囲を見渡した。

　領主の館とはルーソン邸をもっと豪華にしたような建物だろうと予想していたのだが、実物はまったく違っていた。

　人が生活する場というよりは、軍隊が
駐
 ちゆう

 
屯
 とん

 するような造りに見える。

　もちろんバレッタとバリンも領主の館に入るのは初めてなのだろう、周囲を興味深げに眺めていた。

　アイザックに連れられてしばらく歩き、建物の石壁に併設された大きな門をくぐる。

　すると、今度はうって変わって草木の生い茂るのんびりとした空間が現れた。

　建物の外周付近は堅牢な石壁や角塔といった軍事設備が目立ち、所々にあった扉も分厚く重厚なものが多かった。だが、今目の前にあるのは
綺
 き

 
麗
 れい

 に手入れをされた庭園である。

　庭園の先には４階建ての大きな石造りの建物が立っているが、先ほど通ってきた
要
 よう

 
塞
 さい

 のような無骨な建物とは違い、造りはルーソン邸のそれに近かった。

　どうやら、館の外周付近は軍事施設、中心部分は居住区と分けられているようだ。

　中庭を通り、建物の中に入って少し歩く。

　アイザックは１つの扉の前で足を止め、ノックをした。

「ナルソン様、アイザックです。昨夜お話しした方をお連れしました」

　アイザックが声をかけると、すぐに扉が開き、中から銀髪の若い女が顔を出した。女はアイザックの後ろにいる一良たちを見ると、笑顔を見せる。

「まあ、よくぞいらしてくださいました。どうぞ、お入りください」

　女はそう言うと、扉を開け放って一良たちを招き入れ、自身は部屋の奥へと移動した。

　部屋の奥には
壮
 そう

 
年
 ねん

 の男が１人、大きな長テーブルの脇に立っていた。男は一良と目が合うと、にっこりと
微笑
 ほほえ

 んだ。

「ナルソン様、こちらの方がカズラ様です。後ろの２人は、グリセア村の村長であるバリンさんと、そのご息女のバレッタさんです」

　部屋に入ったアイザックは、自分は邪魔にならないようにと壁際に寄り、ナルソンに一良たちを紹介する。

　ハベルもアイザックの隣に移動すると、少し緊張したような表情で一良たちに目を向けた。

「お初にお目にかかります、カズラと申します」

　アイザックがナルソンと呼んだ男に、一良は
若
 じやつ

 
干
 かん

 緊張しながら姿勢を正して頭を下げた。

　頭を下げながら、神という設定の自分が頭を下げるのはおかしいんじゃないかという考えがよぎったが、会社員をしていた頃の癖で、つい頭を下げてしまった。

「グレイシオール様、我が
屋
 や

 
敷
 しき

 までご足労いただき、ありがとうございます。私はこの領地を治める領主のナルソン・イステールと申します。アルカディア陸軍イステリア方面第１軍団長も兼務しております。以後、よろしくお願いいたします」

　一良が頭を上げると、今度はナルソンが深々と腰を折って頭を下げ、自己紹介をした。

「っ!?
 　ナルソン様!?
 」

　ナルソンが
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をすると同時に、なぜかアイザックとハベルが驚いたような反応を見せた。

「私はナルソンの妻のジルコニアと申します。アルカディア陸軍イステリア方面第２軍団長を務めています。この度はグレイシオール様がイステール領に支援を行ってくださるということで、本当に感謝しております。もしよろしければ、道具の作り方や農業だけではなく、軍備についても助言をいただければと思うのですが……」

「ジ、ジルコニア様まで、いったい何を!?
 」

　同じく、深々と頭を下げ自己紹介をするジルコニアに対し、何やらやたらと慌てるアイザックとハベル。

「道具や農業についての助言はできますが、軍備については何分
管
 かん

 
轄
 かつ

 外なものでして……ご期待に添うのは難しいかと思います」

　一良が困り顔でそう答えると、ナルソンとジルコニアは少し驚いたような表情で互いの顔を見合わせた。

　アイザックとハベルも、「おお……」と２人そろって声を上げる。

　よく分からないリアクションをする４人に、一良は内心首を傾げた。

「……では、早速ここに来た用件を話したいのですが」

「あ、はい、ではそちらの椅子をお使いください」

　ナルソンは少し驚いた表情で、長テーブルの椅子を一良に勧める。

　一良が椅子に座ると、同様にナルソンに促されて一良の隣の椅子にバリンが座り、それに続いてバレッタもバリンの隣に座った。

　アイザックとハベルは、それぞれ一良の荷物を持ったまま壁際に待機している。

　一良はナルソンが対面に座ると、昨夜眠りにつく前にベッドの中で練習した
台詞
 せりふ

 を言うべく、口を開いた。

「すでにアイザックさんから聞いているかとは思いますが、私はあなた方の国の支援を行おうと思っております。これは、グリセア村にやってきたアイザックさんとハベルさんより、大干ばつによって危機的状況にあるアルカディアを救って欲しいとの願いを受けたからです」

「
慈
 じ

 
悲
 ひ

 と
豊
 ほう

 
穣
 じよう

 の神であられるグレイシオール様に支援していただけるのであれば、我が国の復興は成ったも同然ですな。
慈
 じ

 
悲
 ひ

 深きお申し出に感謝いたします」

　
淡
 たん

 
々
 たん

 と述べる一良に、ナルソンは笑顔で答える。実に友好的な印象だが、これは営業スマイルだろう。

「ナルソン様……」

　すると、壁際に控えていたアイザックが、何かを
咎
 とが

 めるような口調でナルソンに声をかけた。

　それに対し、ナルソンはまるでアイザックの呼びかけが聞こえていないかのように無反応だ。

　一良としては何が何やら分からないが、ともかく話を進めるしかない。

「……支援を行うと言っておいて何ですが、私はこの国の状況をほとんど
把
 は

 
握
 あく

 していません。なので、具体的な支援内容を決めるために、現在この国が置かれている状況を説明していただきたいのです。それと、私のことはカズラと呼んでいただきたく思います」

「分かりました。……ですが、その前にカズラ様に一つお願いしたいことがあるのですが」

「何でしょう？」

「昨夜、アイザックから聞いたのですが、カズラ様は我々が見たこともないような道具をたくさんお持ちであるとか。ぜひとも、それをこの場で拝見させていただきたいのですが、よろしいでしょうか？」

　そう申し出るナルソンは、表情こそ笑顔のままだが、その目からは探りを入れるような
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が見て取れる。

　だが、ナルソンがこう出てくることは、一良にとっては想定内だった。

「かまいませんよ。アイザックさん、ハベルさん、荷物をこちらへお願いします」

「はい」

　一良の呼びかけに応じて、アイザックとハベルはキャリーケースとボストンバッグを一良の下まで運び、再び壁際へと戻る。

　一良はボストンバッグのチャックを開けて中を探った。

　足元でゴソゴソやり始めると、椅子には座らずにナルソンの背後に控えていたジルコニアが、腹の前で腕を組みながら一良を興味深げに
窺
 うかが

 っているのが視界の端に見えた。

　特に警戒している
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 はないが、腰元には長剣の
柄
 つか

 が見えることから、一良が不審な動きを見せたら即座に剣を抜けるような体勢を取っているのだろう。

　そんなジルコニアを尻目に、一良はナルソンたちに見せる道具を数点
見
 み

 
繕
 つくろ

 うと、テーブルの上に並べだした。

「これは……」

　テーブルの上に並べられた道具を見て、ナルソンは
唸
 うな

 った。その傍らでは、ジルコニアもそれらの道具を
凝
 ぎよう

 
視
 し

 したまま固まっている。

「さて、どれから説明しましょうか」

　一良がテーブルの上に出したものは、ＬＥＤ式の携帯用ランタン、ミネストローネの缶詰、ライター、そして日本から着てきた衣服である。

　衣服を出した理由は、グレイシオールの言い伝えに『変わった衣服を着た男』というくだりがあったので、日本の衣服を出せば信用させやすいと考えたからだ。

　ちなみに、現在一良が着ている服は、ハベルが用意してくれた襟の張ったシャツとズボンだ。

　一良は手始めに携帯用ランタンを手に取ると、ランタンの下部にあるスイッチを押し込んだ。

　内蔵された白色ＬＥＤが光り輝き、周囲をこれでもかと明るく照らし出す。

　その輝きに、壁際で待機していたアイザックとハベルが「おお……」と
感
 かん

 
嘆
 たん

 の声を上げた。

「これは、光の精霊の力を込めたランタンです。このとおり、普通のランタンとは違って熱をほとんど発さず、逆さにしようが振り回そうが光り続けます」

「何と明るい……光の精霊の力ということは、この道具は雨の中でも使えるのですか？」

「ジル、それはもういい。普通に話せ」

　ランタンを見て瞳を輝かせながらジルコニアが質問を口にすると、一良が答える前にナルソンがジルコニアにそんなことを言った。

「あら、それもそうね……カズラ様、試すような真似をして申しわけございませんでした。ご無礼をお
赦
 ゆる

 しください」

　ナルソンに指摘され、ジルコニアは嬉しそうな表情を浮かべたまま、一良に謝罪し頭を下げた。だが、一良はジルコニアがなぜ謝っているのか、理由が分からなかった。

「試すような真似？」

　一良が聞き返すと、ジルコニアは
微笑
 ほほえ

 んだまま、「はい」と
頷
 うなず

 いた。

「カズラ様がグレイシオール様を称した偽者かもしれないとの疑念から、先ほどよりグレイシオール様を信仰する地域で使われる複数の言語を使ってお話しさせていただきましたが、まったくの
杞
 き

 
憂
 ゆう

 でしたわ。ナルソンの話した南方の島国の言語や、私の故郷のきわめて特殊な方言にも表情一つ変えず……」

　一良がグレイシオールであると信じたのか、とても嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 みながら話し続けるジルコニア。

　だが、そんなジルコニアとは相反して、一良は混乱の絶頂にいた。

　ジルコニアは、一良に対して複数の言語で話しかけたと言っていた。

　だが、一良にはそんな言語で話しかけられていたという認識がまるでなかった。

　先ほどナルソンやジルコニアと話していた時、一良の耳に入ってきていた言語は全て日本語であった。

　ジルコニアの言う他国の言葉や、特殊な方言とやらは一切耳にしていない。

　一良は自分がからかわれているのかと、隣に座るバリンに目を向ける。

　だが、バリンは一良を見て何とも満足そうな表情で頷くばかりだ。

　そのバリンの隣では、バレッタが困惑したような表情で一良を見つめている。隣に座る２人の様子から察するに、ジルコニアの言っていることは嘘ではないのだろう。

　だが、実際に一良が耳にしていた言語は日本語なのだ。

「……何分、今まで一度もこのような事例がなかったもので、グレイシオール様が現れたという話を信用できなかったのです。とはいえ、カズラ様には大変失礼な真似をしてしまいました。本当に申しわけございません」

　一良がバレッタと見つめ合ったまま固まっていると、ジルコニアに続いてナルソンも謝罪を述べた。

「あ、いえ、特に気にしていませんので……顔を上げてください」

　深々と頭を下げる２人。一良はバレッタから視線を外してナルソンに向き直る。

　何やらとんでもない現象が自分に起こっているようだが、結果的にはナルソンたちの信用をすんなりと得ることができたようだ。

　何が起こっているのか詳しく調べたいところだが、今優先すべきことは別にある。一良は２人が顔を上げたことを確認すると、道具の説明を再開した。

「先ほどの質問ですが、このランタンは雨の中でも一応は使えます。ですが、水中に没してしまったり、あまりにも多くの水がランタンに入り込んでしまうと、精霊の力が急速に弱まり使えなくなってしまいます」

「なるほど……でも、これほど明るいのに熱も出なければ煙も出ないなんて、本当に素晴らしい道具ですわ。それに、火も使わずに一瞬で明かりを灯すことができるなんて……」

　ジルコニアはテーブルに両手をつき、ランタンをしげしげと眺める。

　その嬉しそうな表情といい、かなりの食いつきっぷりだ。それに比べ、ナルソンは何かを考え込んでいるのか、一良の説明を聞きながら難しい表情をしている。

「うむ……こんな照明道具は今まで見たことがありません。触ってみてもよろしいでしょうか？」

「ええ、どうぞ。そこのボタンを押すと明るさの調節ができますよ」

　一良の了承を得ると、ナルソンはランタンを手に取った。

　何度かスイッチを押して灯りを点けたり消したりした後、横向きにしたり逆さにしたりしてランタンの具合を確かめた。

「カズラ様、この光を発する部分を覆う、透明なものはいったい何なのですか？」

　そうしてしばらくランタンを
弄
 いじ

 くり倒していたナルソンは、ＬＥＤを囲む透明なプラスチックを指で撫でながら質問をした。

「それはプラスチックといって……何て言えばいいかな。簡単に言えば、透明な板です。わりと
頑
 がん

 
丈
 じよう

 なうえに透明なので、こういった照明道具の保護部分として使われています」

　すさまじく適当な説明というか、ほとんど説明にもなっていないような気がするが、石油から加工された物質云々と説明をしたところで分かってもらえそうにもない。それに、詳しく加工法などを聞かれたとしても一良には答えられない。

「
頑
 がん

 
丈
 じよう

 で透明……このプラスチックで剣や
兜
 かぶと

 を作れば、素晴らしい武器や防具になりそうですね。剣の刃が透明なら敵に防がれにくいでしょうし、兜が透明なら視界が開けたままで戦いやすいですわ」

「あ、いや、さすがにそこまでの強度はないですよ」

　
頑
 がん

 
丈
 じよう

 という単語に反応したジルコニアに、一良は苦笑しながらその意見を否定した。

　警察が使うような透明な盾、いわゆるライオットシールドのようなものが頭には浮かんだが、口には出さないでおく。

　一良は次に、ミネストローネの缶詰に手を伸ばした。

「さて、次の道具はこれ、缶詰です」

　ナルソンの持つランタンを壁際から眺めていたアイザックが、一良の手元に注目する。

　グリセア村での缶詰についてのやり取りを思い出したのだろう。

　一良が缶詰のプルトップに指をかけて引っ張るとフタが外れ、中から真っ赤な野菜スープが顔をのぞかせた。スープには豆やニンジンなどの野菜がこれでもかと入っており、具だくさんで食べ応えがありそうだった。

「これは、食べ物を長期にわたって保存しておくことのできる缶詰という道具です。物にもよりますが、中に入れられた食べ物を数年単位で保存することができ、腐ることもありません」

　一良が缶詰を傾け、中に入ったミネストローネをナルソンたちに見せながらそう言うと、２人の表情が明らかに変わった。

　先ほどまでランタンをこねくり回していたナルソンはその手を止め、一良の持つ缶詰を
凝
 ぎよう

 
視
 し

 した。それはジルコニアも同様で、先ほどまで見せていた楽しそうな表情は消え、ナルソンと同様、缶詰に目を向けていた。

「……一口いただいてもよろしいでしょうか？」

「え、ええ、いいですよ」

　途端に変わってしまった空気を居心地悪く感じながらも、一良はボストンバッグからプラスチックのスプーンを取り出し、ナルソンに缶詰を差し出した。

「ナルソン、それは……」

「む、それもそうか……だが……」

　ジルコニアの言葉を受け、ナルソンは缶詰を受け取りながら少し考えるような表情になった。

　おそらく、ジルコニアはもし缶詰に毒が入っていたらと考えてナルソンを止めたのだろう。一良をグレイシオールだと表面上は認めているとはいえ、会って数分しかたっていない者の差し出した食べ物など、危なっかしくて食べるわけにはいかないはずだ。

「……アイザック、どうだ、食べてみるか？」

「いただきます！」

　あからさまにナルソンから
人
 ひと

 
身
 み

 
御
 ご

 
供
 くう

 として選出されたアイザックだったが、当の本人は実に嬉しそうに返事をすると、
颯
 さつ

 
爽
 そう

 とナルソンの下へ歩み寄り、缶詰を受け取った。

　アイザックは缶詰を手にすると、一良に軽く頭を下げ、スプーンを使ってミネストローネを口に入れた。

「……どうだ？」

　アイザックは口の中のミネストローネを飲み込むと、その味に顔をほころばせた。

「今まで食べたことのない味ですが、かなり美味しいです。これほどの物が何年も腐らずに保存できるとは……」

「……取り皿を持ってくるわね」

「ジルコニア様、私が取ってまいりますので……」

　アイザックの感想を聞いて、やはり自分も食べてみたくなったのか、取り皿を取りに部屋を出ようとするジルコニア。

　それまで壁際で黙っていたハベルは、ジルコニアにそう申し出ると部屋を出て行った。

「この缶詰を大量に作って保存しておくことができれば、どんな
飢
 き

 
饉
 きん

 が発生しようと民が飢えて死ぬことはありませんな。それに……カズラ様、この缶詰という道具の作り方をぜひ我々に教えていただきたいのですが」

「作り方ですか……」

　何かを言いかけたナルソンだったが、それを取りやめると一良に缶詰の製法の伝授を願い出た。

　それに対して、一良は少し考える素振りを見せる。

「それをお教えするかどうかは、今後判断させてもらおうと思います。こちらの都合で申しわけないのですが、知識や物を何でもかんでも与えるというわけにはいかないのです。今回これらの道具をお見せしたのは、私がグレイシオールであるということをあなた方に信じてもらうためであり、見せたものを無制限に提供するというわけではありません」

「そう……ですか……」

　もっともらしく一良がそう言うと、ナルソンと、特にジルコニアはかなり残念そうな表情を見せた。

　だが、一良としてはナルソンたちの要求を、何でもほいほいと受け付けるわけにはいかない。

　すでにグリセア村に提供してしまっている水車や農耕などの技術ならともかくとして、まだこちらの世界に持ち込んでいない新規の技術の提供を、この場で軽々しく了承するわけにはいかなかった。

　後々の影響や、技術を供与する際の手段などを考慮したうえで、慎重に判断せねばならない。

「さて、ハベルさんがお皿を取りに行っている間に、残りの道具の説明もしてしまいましょう」

　一良はそう言うと、次にライターを手に取った。

　

「道具の説明はこれくらいでいいですかね」

　テーブルの上に出した全ての道具の説明を終え、一良は取り皿に分けられたミネストローネを試食するナルソンとジルコニアに目を向けた。

　先ほど部屋に戻ってきたハベルも試食に参加しており、アイザックと並んでミネストローネを口に運んでいた。

「はい、どれも素晴らしい品物ばかりです。ご説明ありがとうございます」

　ナルソンは持っていたスプーンを取り皿に置き、笑顔で礼を述べる。

　――本物のグレイシオール様なのか……いや、この際本物の神であるかどうかなど、どうでもいいか。

　穏やかな笑顔の裏で、ナルソンは自らに訪れた幸運に歓喜していた。

　一良の持ってきた道具は、今まで目にしたことのない素晴らしい物ばかりだ。

　特に、先ほど目にした缶詰という道具。

　あれが大量に確保できれば、今回のような
飢
 き

 
饉
 きん

 の際はもとより、軍隊の
糧
 りよう

 
食
 しよく

 としても非常に有用である。

　すでに調理済みの状態で保存できるということも素晴らしいし、あれほどしっかりとした容器に密封されているのならば、行軍時にあちこちぶつけたりしても問題ないだろう。

　これらの道具の他にも、様々な道具や技術を一良は持っているはずだ。

　なんとしてでも、それらのものを自分たちに提供してもらわねばならない。

「それでは、領内の状況の説明をお願いしたいのですが」

「分かりました。ジル、資料を」

　そんな考えなどおくびにも出さず、ナルソンはジルコニアに指示を出す。

「あるだけ全部持ってくるわね。アイザックも運ぶのを手伝って」

　ナルソンの指示にジルコニアは
頷
 うなず

 くと、アイザックを連れて早足に出て行った。

「これからカズラ様にお見せする資料は、我が領内の状況を記した極秘のものばかりです。申しわけないのですが、そちらの２人に見せるわけには……」

「ん、そうですか」

　ナルソンの言葉を受け、それもそうか、と納得すると、隣に座る２人に目を向けた。

　とりあえずグレイシオールとして信用してもらった一良だけならばともかく、村での状況説明のために同伴した２人にまで資料を見せるわけにはいかないのだろう。

「ナルソン様、もしよろしければ、説明の間に私が別室にてバリンさんとバレッタさんからグリセア村の今までの経過を聞いておきますが……」

「うむ、そうだな。カズラ様、よろしいでしょうか？」

「かまいませんよ。ハベルさん、分かっているとは思いますが……」

　何かを言いかけた一良に、ハベルは笑顔で応じる。

「はい、カズラ様とのお約束は必ず守りますので」

「……約束？」

「ええ、ハベルさんたちにアルカディアの支援を請われた際に、いくつか約束をしたのです」

　約束と聞き、ナルソンは一瞬だが鋭い視線をハベルに向けた。
睨
 にら

 まれたハベルは反射的に姿勢を正したが、表情には余裕が見える。

「どんな約束ですかな？」

「私がグリセア村で何をしようと、あなた方は一切それに
干
 かん

 
渉
 しよう

 しないということ。まずこれが１つ目です。２つ目は、村や村人に対して不当な扱いをしないということ。具体的に言うと、私から得た知識を吸い上げるために、グリセア村の住民に対して勝手な真似をするなということです。従来の法律に
則
 のつと

 った
租
 そ

 
税
 ぜい

 の義務などの規定はそのままでかまいませんが、後で法律を変えてどうこうしようという真似はなしです。もしこの２つの約束をあなた方が破った場合、私はアルカディアに対する支援から手を引きます」

　いったいどんな約束をしてしまったのかと思ったナルソンは、説明を聞いてほっと息をつく。

　その程度の内容ならば、元々グリセア村に対しては慎重に取り扱おうと考えていた矢先であり、問題なかった。

　それに、従来の法律の範囲内であれば、村を統治してもよいというのもありがたい。

　人口１００名ちょっとの小さな村とはいえ、今まで自分の管理下にあった村が完全に手を離れ、独立国のような状態になってしまうという事態は避けたいところだった。

「分かりました。私もその約束は守らせていただきますので、ご支援のほどよろしくお願いいたします……ハベル、２人を別室に」

「はい。バリンさん、バレッタさん、こちらへどうぞ」

　ハベルに促され、バリンとバレッタが席を立つ。退室する際、バレッタは心配そうな視線を一良に送ったが、ハベルに促されるとすぐに部屋を出て行った。

　

　それから数分後、一良は厳しい表情で、目の前に広げられた大量の資料に目を通していた。

　一良の隣にはジルコニアが座り、対面に座るナルソンとともに領内の状況を説明していた。広げられた資料の他にも、テーブルの端には資料が山積みにされている。

「南部と東部の被害はそこまで深刻ではありませんが、西部と北部は壊滅的です。慢性的な日照りによって今期収穫すべき農作物の大半は枯れてしまい、土が乾燥しすぎてこのままでは次の作物の種を
蒔
 ま

 くこともできません。領内の食べ物も価格が
高
 こう

 
騰
 とう

 しており、イステリアで生活する民は経済的に苦しくなりつつあります」

　ナルソンとジルコニアから説明を受けながら、一良は資料に書かれた文章を見て、内心頭を抱えていた。

　以前よりバレッタからこの国の文字を教わってはいたのだが、文字を習い始めたのはわずか３週間前である。

　簡単な単語ならば読むことができるようにはなっていたが、資料にあるような専門用語が混ざった文章となるとお手上げだった。

　わずか10
 日ほどでスラスラと日本語の文章を読めるようになったバレッタの驚異的な学習能力が、心底羨ましい。

「日照りに伴い、西にあるグレゴルン領からの支援量も急速に落ち込んでおり……」

「ナルソンさん、ちょっといいですか？」

「何でしょう？」

「今さらで申しわけないのですが……私はこの国の文字が読めません。なので、資料の要点を読み上げてもらえると助かるのですが」

　一良がそう言うと、ナルソンたちは一様に驚いたような表情を見せた。

　だが、隣に座るジルコニアがすぐに笑顔で頷くと、ナルソンの説明に合わせて資料の要点を読み上げ始めた。

　

　それから２時間後。

　一良は先ほどと同様に、厳しい表情で目の前に広げた大学ノートに目を落としていた。

　ノートにはナルソンから受けた説明の内容がボールペンでメモされており、内容はどれも
酷
 ひど

 く深刻なものばかりだった。

　数日のうちに領内が壊滅するといったようなことはないが、今後の気象や治安の変化によっては、半年から１年後は分からないといった状況だ。

「まずは領内の食料事情の改善。その次に来年の雨季に起こるかもしれない洪水対策か。それ以外にも都市部の衛生問題と
貧
 ひん

 
困
 こん

 街における建物の
倒
 とう

 
壊
 かい

 に治安の悪化、慢性的な資金不足……問題が山積みですね」

「恥ずかしい話ですが、どうにも手の施しようがありません。備蓄する食料にも限界がありますし、このまま日照りが続けば領内は
飢
 き

 
餓
 が

 
地
 じ

 
獄
 ごく

 と化してしまいます。これほど長期にわたって日照りが続くことなど、ここ数百年はなかったのですが……」

　何ともやるせない表情で答えるナルソン。

　先ほど一良が受けた説明では、食料生産量の落ち込みと食料価格の
高
 こう

 
騰
 とう

 を受け、イステリア住民に対する食料配給を最近始めたらしい。

　だが、このままではその配給すら危うくなるのは必至だろう。

　配給が滞り、おそらく今現在も行われているであろう富裕層による食料買占めの先に待つのは、食料をめぐる
略
 りやく

 
奪
 だつ

 と打ち壊しの横行だ。

　ナルソンの言うとおり、
飢
 き

 
餓
 が

 
地
 じ

 
獄
 ごく

 の誕生である。

「ずいぶんと軍事費に予算が偏っているのが気になりますが……事情もあるようなので、口出しはしないでおきましょう」

　一良が軍事費について口にすると、ジルコニアの表情が一瞬
強
 こわ

 
張
 ば

 ったように見えた。

　だが、口出ししないと付け足すとほっとしたような表情になった。

　バルベールという国と４年後に戦争が再開されるかもしれないという話を、以前バレッタから聞いていたが、この軍事費の多さはそのためのものだろう。

　どのような予算の使われ方をしているのか気になるところではあるが、あれこれと手を出しても始まらないので、とりあえずは口出ししないでおく。

「食料事情の改善についてですが、これは私が何とかします。ですが、色々と手伝ってもらわなければいけないこともありますので、協力してください」

「……おお！　ありがとうございます！　私どもでお手伝いできることであれば、何でもいたしますので、
何
 なに

 
卒
 とぞ

 よろしくお願いいたします！」

　何とかする、と一良が言った際、ナルソンやジルコニアは「えっ!?
 　できるの!?
 」とでもいい出しそうな表情になった。

　だが、すぐにナルソンは満面の笑みを浮かべて椅子から立ち上がり、一良の手を取って
謝
 しや

 
辞
 じ

 を述べた。

　それに比べ、アイザックは一良の言葉にも特に動じず、ナルソンの傍に立ったまま満足そうに
微笑
 ほほえ

 んでいる。

「あと、洪水対策や衛生問題についても、もう少し詳しく教えてください」

「そちらの支援もしていただけるのですか？」

「現状
把
 は

 
握
 あく

 をして、私が何か対応策を出せるようならば協力しましょう」

　洪水や衛生問題については、イステリアへ向かう途中でハベルからざっくりとした説明を聞いていた。

　その時の印象から、被害の程度と対策の施行具合によっては支援を行うつもりだった。といっても、一良に対応可能な内容であればだが。

「では、早速ですが皆さんに用意していただきたい物があります。期間は……そうですね、３日以内に何とかしてください」

「分かりました。して、いったい何を用意すればいいのですか？」

「えっとですね、これくらいの大きさの厚手の布袋を……」

　一良はそう言うと、テーブルの上に指で大きさをなぞる。

　なぞった大きさは、日本の一般家庭で使われている45
 リットルのゴミ袋と同等といったところだ。

「そのくらいですな。アイザック、すぐに用意しろ」

「あっ、待ってください」

　ナルソンの指示に、早速布袋を用意しようとするアイザックを呼び止める。

「数ですが、全部で２……」

　そう口にして少し考える素振りを見せる一良。

　２つですね、とアイザックは返事をしかかったが、次の一良の言葉で固まった。

「いや、後から足りないと困るな。３０００袋用意してください。大急ぎでお願いします」

「……えっ？」

「あ、そうだ、口を閉められるように、ズダ袋みたいに
紐
 ひも

 も通しておいてください。それと、ナルソンさんは荷馬車をお願いします」

「……な、何台でしょうか？」

　部屋の扉の前で固まるアイザックを放置し、一良はナルソンにもその矛先を向ける。

「今言った袋を満杯にした状態のものを、３０００袋一度にグリセア村からイステリアまで運べるだけの台数をお願いします。別に馬車じゃなくて荷車でもいいですよ。あと、布袋が盗まれないように警備する人員の手配もお願いします。荷馬車の御者や荷車を引く人員も忘れずに。また、布袋をイステリアに運んだ後の数日間、大量の人手が必要になりますので、えーと……とりあえず３００人くらい都合つけてください。長時間の農作業にも耐えられる人で」

「ぐ……わ、分かりました……」

「ジルコニアさん」

　続けて隣に座るジルコニアに目を向けると、名前を呼ばれたジルコニアはびくっと肩を揺らした。

「あ、あの、私これから武官との打ち合わせが……」

　そう言って顔を逸らしながら席を立とうとするジルコニアの左肩を、一良は即座に右手で掴むと力を込める。

「とりあえず、座りましょうか？」

　目だけはまったく笑っていない笑顔でそう言う一良に、ジルコニアは力なく
頷
 うなず

 いた。

　

　一良がナルソンたちに大量の仕事を宛がってから１時間後。

　一良は別室にいた３人とともに、ナルソン邸の広場にいた。

　広場には今朝一良たちが乗ってきた馬車とは別の幌付き馬車が待機しており、その前には４人の
屈
 くつ

 
強
 きよう

 な男たちが立っていた。

　男たちは皆が
青
 せい

 
銅
 どう

 板を組み合わせたブレストプレートを着込んでおり、頭には頬当てが
蝶
 ちよう

 
番
 つがい

 で連結された
青
 せい

 
銅
 どう

 の兜を装備していた。

　背中には円盾を背負い、短槍や弓を持ち、腰にも短剣を付けるという完全武装だ。

　男たちは皆若くはないが年寄りというわけでもなく、いかにも歴戦の兵といった
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 を醸し出していた。

「私も３日後にはこちらを発つので、それまで村の皆をよろしくお願いします。もし村への到着が遅れたとしても、必ず戻りますから心配しないでください」

「で、でも……」

　一良の言葉に、バレッタは何かを言いよどむと少しの間一良を見つめ、堪えるような表情を見せうつむいてしまった。

　おそらく一良のことが心配なのだろうが、そんな顔をされると一良も困ってしまう。

　本心を言えば、バレッタにも一緒にイステリアに留まって欲しかった。たかが数日とはいえ、見知らぬ土地で一人過ごすのは心細い。

　そして何よりも、頭がよく器用で機転も利き、心の許せるバレッタの助けがあればと思う。

　一良が「一緒にいてくれ」と頼めば、バレッタは迷わず頷いてくれるはずだ。

　だが、それをしてしまうわけにはいかない。

　一度でもバレッタを頼れば、彼女はこれから先も常にそうあろうとするだろう。

　一良がイステリアに滞在せざるをえなくなるたびに住み慣れたグリセア村を離れ、一良に付き従おうとするはずだ。

　しかし、それでは駄目なのだ。

　それは彼女の好意につけ込み、彼女を一番大切なものから引き
剥
 は

 がすことに繋がってしまう。

　あれだけ勉強することを望んでいたのに、バリンからのイステリア行きの勧めを蹴ってまで、バレッタは村に留まっていたのだ。

　バレッタは、何よりも優先して父親の傍にいたいのだろう。

　そもそも、一良はできるだけグリセア村の人々には迷惑をかけたくないと思っている。

　すでに一良の中でグリセア村の住民は、危機に陥った救うべき存在から、何としても守りたい大切な存在へと変化しつつあった。

　うつむくバレッタの前で一良が考え込んでいると、不意にバレッタが顔を上げ、泣きそうな表情で一良を見上げた。

「……早く、帰ってきてくださいね」

　消え入りそうな声でつぶやき、再びうつむく。

　そんな様子に一良は苦笑すると、バレッタの頭をぽんぽんと撫でた。

　

　グリセア村へと戻るバレッタたちと別れた後、一良はハベルを連れてイステリアの中を流れる川の視察に赴いていた。

　今、一良たちが立っている場所は高台で、イステリアの街並みと、その中を流れる川を望むことができる。

「けっこう大きな川ですねえ。洪水が起きるのはどの辺りですか？」

「えっと、地図によるとだいたいあの辺りから水が溢れ出して、建物の浸水が度々発生しています。他にも何箇所か洪水が発生しやすい場所がありますが、本流よりも支流側で洪水になることが多いようですね」

　ハベルはイステリアの地図に目を
這
 は

 わせると、遠目に見える川を指差した。

　地図には所々に書き込みがされていて、洪水発生箇所と発生した年月、被害の程度がメモされていた。

　ハベルの指し示す方角に目をやると、川の両脇には土が
堆
 うずたか

 く盛られ土手が築かれていた。

　この土手を用いて洪水の発生を防いでいるのだろうが、大雨が降ると洪水が発生してしまうのであれば、土手の構造や設置箇所に何らかの問題があるのだろう。

「これだけ土を盛っていても洪水が起こるのか……ハベルさん、後で土手の設置工事をした際の資料も見せてもらえますか？」

「分かりました。私の権限では資料の
閲
 えつ

 
覧
 らん

 はできませんので、後ほどナルソン様にお伝えしておきます」

「お願いします。あと、ちょっと後ろを向いていてもらえますか」

「え？　あ、はい、分かりました」

　ハベルは少し戸惑った様子を見せたが、素直に従って後ろを向く。一良は懐からデジカメを取り出すと、川を中心に写真を何枚か撮った。

「よし、もうこっちを向いてもいいですよ。もう少し近くで土手を見てみたいので、川の近くに行ってみましょう。あと、他にもイステリアの中には川がありますか？」

「川は街の西側と東側に大きなものが２本流れていますが、その支流まで数えるとかなりの数になります。全部見て回りますか？」

「そうですね……視察できる日数にも限りがあるので、過去に洪水の起こったことのある場所を優先的に見て回りましょう。時間が余ったら、残りも見て回るということで」

　本当ならば全ての河川と土手を見て回り、一良が計画する洪水対策に必要な、とある手段のために写真を撮れるだけ撮っておきたい。

　だが、３日後にはグリセア村に向けて出発せねばならない。まずは洪水が発生したことのある場所を最優先とし、他の箇所は後回しとするべきだろう。

「分かりました。かなりの距離を移動することになるので、ラタを使いましょう。すぐに用意しますので、ここでお待ちください」

「あ、私１人じゃラタに乗れないんですけど……」

「失礼しました。では馬車を用意させていただきます」

　ハベルは爽やかな笑顔で一礼すると、一良をその場に残して駆け出していった。

　

「あれ？」

　イステリアの高級商業区画の一角に、１人の侍女の姿があった。

　イステール家の一人娘であるリーゼの従者、エイラである。

　エイラは今、数メートル先に停車する馬車に目を奪われていた。

　エイラの視線を釘付けにしたのは、馬車それ自体ではなく、御者の後ろに乗る若い男だ。その男は馬車を降りると、商業区画を横断するように作られた用水路をのぞき込み、同じく馬車を降りてきたもう１人の男に話しかける。

　――あの人、どこかで……。

「エイラ様、どうかなさいましたか？」

　エイラが見つめていると、彼女の背後に控えていた２人の若い男のうちの１人が声をかけてきた。

　２人の男はイステール家の所有する
奴
 ど

 
隷
 れい

 であり、主な職務はイステール家の人間やその周囲で働く者たちの荷物持ちだ。

　男たちの手には木箱が抱えられており、中身は肉や野菜などの食料品だ。

「……あっ！」

　エイラはその男が誰なのかを思い出し、思わず声を上げた。

　――前にこの辺で私とぶつかった人だ。隣にいるのは、第１士官練兵隊の副官ハベル様かな。

　そこまで考えて、エイラは内心首を傾げた。

　以前あの男と顔を合わせた時は、地方の農民が身に着けるような服を着ていた。

　それが今、男は貴族のような
襟
 えり

 の張ったシャツとズボンを着ており、貴族であるハベルと話をしているのである。

　しかも、話している様子からはハベルがその男に従っているような
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 さえ感じられる。

　もしエイラが普通の一般人であったなら、人違いだろうと考え見過ごすところなのかもしれないが、あいにく彼女に限っては見間違えるといったことはありえなかった。

　というのも、彼女は人の名前と顔を暗記する能力が、生まれながらに秀でた人間なのだ。

　日頃、リーゼは面会や社交の場で多くの人物と顔を合わせる。

　全員の顔と名前を全て覚えることは難しいため、リーゼの代わりにエイラがその者たちの顔と名前を記憶していた。

　平民であるエイラが今の職につけている理由も、この能力を買われたからであった。

　――おかしいなぁ。貴族様なら、何でこの間あんな格好をしてたんだろ。お忍びだったのかな……。

　エイラがそうしている間に、男はハベルとともに馬車に乗り、どこかへと走り去ってしまった。

　本当ならば、直接話しかけてどこの誰なのか聞き出してしまいたい。

　だが、もしも彼が貴族であれば、平民であるエイラが問いただすような真似はとてもできない。

「エイラ様？」

「何でもないわ。
屋
 や

 
敷
 しき

 に戻りましょう」

　後でリーゼに報告するべきか、と考えをまとめると、
屋
 や

 
敷
 しき

 に向けて歩き出した。

　

　その頃、バリンとバレッタはグリセア村へ向かう馬車の中にいた。

　馬車の中には動物の毛皮で作られた柔らかな
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 が敷かれており、土がむき出しの街道でガタガタと揺れる車内にあっても、座り心地はさほど悪くない。

　馬車の前方と後方では、ラタに乗った護衛の兵士が２人ずつ周囲を警戒していた。

　車内にいるのは、バリンとバレッタの２人だけだ。

　そんななか、車内の壁に背をつけ、
膝
 ひざ

 を抱えて顔を伏せる娘に、バリンはどう声をかけたものかと途方に暮れていた。

　イステリアを出発してから３時間以上が経過しているのだが、バレッタはずっとこんな様子だった。

　心配して何度か声をかけたりもしたのだが、「うん」や「ごめん」といった返事しか返ってこなかった。

　――参ったな……こんな時シータだったらどうするんだろうか。

　今まで見たこともないほどに落ち込むバレッタに、バリンは亡き妻を思い出しながらため息をついた。

　４年前、バリンが出兵先からバレッタの待つグリセア村に戻り、妻の戦死を伝えた時ですら、バレッタはこれほどまでに落ち込んだ様子は見せなかった。

　むしろ、あの時は自分を抱き寄せ涙を流しながら詫びる父の姿に、バレッタは自身の嘆きよりも父を支えることに意識が向き、悲しむ姿を見せまいとしていたのだろう。

　事実、それからのバレッタはいつも明るくバリンに接し、畑仕事や家事を進んでこなした。

　母を失った悲しみを
微
 み

 
塵
 じん

 も見せず、いつも元気に過ごす姿に、バリンはどれだけ救われたか分からない。

　そんなバレッタが、ここに来てこの落ち込みようである。

　情けない話だが、バリンにはどうバレッタに接すればいいのか分からなかった。

「バリン殿」

　１人で頭を抱えていると、馬車の後方を守っていた護衛兵の男がラタを馬車に寄せ、バリンに声をかけてきた。

「隣に座っても？」

「あ、どうぞ」

　男は素早くラタを降りて
手
 た

 
綱
 づな

 を馬車の尾部に縛り付けると、動き続ける馬車の後部に器用に飛び乗り腰かけた。

「俺にも娘がいてな、今年で16
 になるんだ。……飲むかい？」

　男は懐から皮袋を取り出すと、
栓
 せん

 を抜いて一口飲み、バリンに手渡した。

「ありがとうございます。娘さんとは一緒に暮らしているのですかな？」

　男に答え、バリンは馬車の後部に腰かけると、皮袋に口をつけた。

　口にした水はほのかに酸味があり、薄っすらと
柑
 かん

 
橘
 きつ

 系の香りが
鼻
 び

 
腔
 こう

 をくすぐる。

　以前、一良が作ってくれたハーブティーもこんな香りがしたなと思った。

「
畏
 かしこ

 まらなくていい。敬語は苦手なんだ。さっきの坊やには仕方なく使っているがね」

　軽く笑いながら冗談めいた様子で言う男に、バリンもつられて笑う。

　どうやらこの男は、落ち込むバレッタと一緒にへこみ始めたバリンを心配し、話しかけてきたようだ。

「娘は半年前に結婚してな。今は相手の家で暮らしているよ。たまにあっちの家で取れた香草を届けてくれたりするが、10
 日に一度顔を見られればいいほうさ。寂しいもんだよ」

　男はそう言うと、少し振り返って馬車の奥に座るバレッタを見た。

「ずっと塞ぎこんでいるように見えるが、何かあったのか？」

「いや、それがよく分からんのだ……イステリアを出るまでは、ああではなかったのだがな」

「……さっき領主の
屋
 や

 
敷
 しき

 で別れた男が原因じゃないのか？」

「いや、カズラ様には何も落ち度などないよ。だが……うむ……」

　男に小声で指摘され、バリンは一良と別れた時のことを思い返し
唸
 うな

 った。

　一良とバレッタは、非常に仲が良い。それこそ、傍から見れば恋人同士に見えるくらい、２人は何をするにも一緒だった。

　それが、数日とはいえ別れることになってしまい、バレッタが落ち込んでいるというのなら、分からないでもない。

　だが、いくらなんでも落ち込みすぎに見える。

　いつものバレッタなら、多少辛いことや悲しいことがあったとしても、すぐに元気を出して明るくふるまう。

　それに、今回一良と離れ離れになるとはいっても、３日後にはイステリアを立つと聞いているし、５日もすればまた会うことができるのだ。

　ナルソンたちが一良をグレイシオールであると信じたとはいえ、やはり一良の身が心配なのだろうかと考えたりもしたのだが、どうにも違う気がする。

「まあ、もし色恋
沙
 ざ

 
汰
 た

 だとしたら、あまり父親が心配して口出ししてもろくな結果にならないだろ。ここはしばらく放っておくか、同じ女に任せたほうがいい」

「うむ……」

　女と聞いて、バリンはバレッタと仲の良い村娘たちを思い浮かべた。

　村に戻っても落ち込んだままだったら、彼女たちに相談したほうがいいのだろう。

「失礼だが、奥さんは村に？」

「……いや、４年前に死んだよ」

　バリンが答えると男はため息をつき、今通ってきた道に目を向けた。

「……戦争でか？」

「ああ、国境沿いの丘……今は英雄の丘って名が付いているんだったか？　そこでの最後の会戦で」

「俺も、弟と兄貴をその戦いで亡くしたよ」

「……」

「……」

　娘を持つ２人の父親は、そのまましばらく何を話すでもなく、流れていく景色に目を向けていた。

　

　グリセア村へと向かうバリンたちの数キロメートル後方に、１台の薄汚れた幌付き馬車があった。

　馬車の中には10
 人の男たちが乗っている。

　彼らはみな寝転んだり、隣の者とだべったりしてだらけていた。

　馬車を操る男の隣には、人相の悪いスキンヘッドの男がおり、前方を
睨
 にら

 むように
眺
 なが

 めていた。

「頭！」

　しばらくすると、道の先からラタに乗った１人の男がやってきた。

「どうだ？」

「ガチガチに見張りをしてて近寄れねぇ。馬車の中に何人いるのかも分からないから、昼間に襲い掛かるのは無理だ」

　頭と呼ばれた男は、ラタに乗った男の言葉に舌打ちをした。彼が聞きたいことはそんなことではない。

「そんなことは分かってる。奴らの行き先はどこだと聞いてるんだ」

「おそらく、ここから馬車で１日くらい進んだところにある村だ。詳しくは知らないが、あまり大きな村じゃなかったはずだ」

　
苛
 いら

 
立
 だ

 ちのこもった声に、ラタに乗った男は
若
 じやつ

 
干
 かん

 焦った様子で答えた。頭と呼ばれた男は、その言葉を聞くと考え込むように腕を組む。

　――小さな村となると、積荷は食料か。それなら馬車の中に人はいない……いや、村からイステリアに食料を要請しに行った奴らが数人は乗っているか？

　この
飢
 き

 
饉
 きん

 の最中、護衛付きで寒村へと向かう馬車となると、支援用の食料を積んでいると見て間違いないだろう。

「護衛の数は騎兵が４騎のままか？」

「ああ、イステリアを出た時に見たのと同じだ。重装備の騎兵が４騎いる」

　バレッタたちの乗った馬車がイステリアを出た時から、この男たちは後をつけていた。

　目的はもちろん、積荷の
略
 りやく

 
奪
 だつ

 である。今までにも、イステリアを出入りする旅人や商人を尾行し、
隙
 すき

 を突いて襲っては追い
剥
 は

 ぎを繰り返してきた。

　いつもなら、護衛の付く集団には絶対に手を出さない。

　だが、今回は少し状況が違っていた。

「なあ、本当に襲うのか？　あんな熟練兵みたいな奴らとまともにやり合ったら、こっちもただじゃ済まないんじゃねぇか？」

「金も食い物もギリギリなんだ、襲うしかないんだよ。それに、上手くやれば護衛とは戦わなくて済むかもしれん」

　そう、彼らの状況も
逼
 ひつ

 
迫
 ぱく

 していたのだ。

　彼らは元々、
貧
 ひん

 
困
 こん

 にあえぐ辺境の村から出てきて、イステリアの貴族に私兵として雇われていた
傭
 よう

 
兵
 へい

 だった。

　だが、先の戦争で雇い主の貴族が没落してしまった結果、戦争が休戦状態になると同時に失業してしまった。

　他領からのイステリアへの移民政策や、イステリア自体の切り詰めた財政政策も相まって、元々住んでいた土地を捨ててイステリアへと出てきたような彼らは新たな雇い先も見つけることができず、野盗に身を落としていた。

　だが、その野盗としての生活でさえも、ここに来て
破
 は

 
綻
 たん

 寸前になっているという有様だ。

「護衛の奴らは、村に積荷を置いたらイステリアへ戻るだろう。その後、俺たちは村を襲ってやればいい」

「村を襲うって……この先の村にだって、この間の戦争に参加していた奴くらいいるだろ。こっちは13
 人しかいないんだし、集団で抵抗されたら逆に俺たちが皆殺しにされるぞ」

　村を襲うといい始めた頭の男に、ラタに乗った男は不満げに顔をしかめた。

　襲われる村人とて、無抵抗ではない。

　襲われれば武器を持って反撃してくるだろうし、数の上でいったらこちらのほうが圧倒的に不利である。

　しかも、アルカディアという国は
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 制を採用しているため、直近で戦争があった今ではどんな村でも軍隊経験者がいるのは当たり前だった。

　村を襲ったはいいが、気づけば古参兵の集団に包囲されていた、なんてことにもなりかねない。

「誰が正面から堂々と突っ込むと言った。夜中に村の家を一軒ずつ襲うんだよ。手頃な家を静かに２軒か３軒襲ったら、朝になる前に全力で西のグレゴルン領の方へとんずらすればいい」

「……なるほど、それなら何とかなるかもしれないな。だが、馬車の積荷はどうするんだ？　村で分配されちまったら、回収するのは不可能だ」

「いや、すぐに全部を分配ってことはないだろう。おそらく、その村の村長の家あたりにいったん保管して、徐々に分配するって形にするはずだ。村人全員に食わせるくらいの量だし、まさか１日や２日でなくなるような量じゃないだろう」

　頭の説明に、ラタに乗った男はようやく納得したような表情になった。

　積荷の食料さえ奪ってしまえば、しばらく追い
剥
 は

 ぎのような危険な真似をしなくても済む。

　グレゴルン領へ逃げ切ってしまえば、村への襲撃を知ったイステリアの貴族が追っ手を出したとしても、移動距離から考えて捕まることはないはずだ。

「分かった。じゃあ、俺は奴らが村に着くまで張り付いて、積荷が降ろされる家を確認すればいいんだな」

「そうだ。襲うにしても食料が手に入らなけりゃ意味がないからな。まずは食料、上手くいけば女も調達できるだろう」

　女、と口にして、頭の男の口元がニヤリと歪んだ。

　思えば、最近は食べ物だけでなく女もまったく手に入らなかった。今までの女日照りの生活を思い返し、これから訪れるであろう生活に心が躍った。

「よし、若い女がいる家も
見
 み

 
繕
 つくろ

 っておくからな。皆に今のうちにしっかり休んでおけと伝えてくれ」

　頭の男と同じことを考えたのか、ラタに乗った男も
粘
 ねば

 つくような笑みを浮かべると、再び馬車を追って駆け出していった。

　

　その日の夜。

　イステリアのナルソン邸の執務室で、一良は過去に行われた治水工事の記録をまとめていた。

　部屋にはナルソンとハベルもおり、それぞれが一良の指示に従って別々の作業を行っている。

　ハベルは棚から
皮
 ひ

 
紙
 し

 を引っ張り出しては、一枚ずつ一良の前に広げ、ナルソンは皮紙に記入された土手の高さや幅、その他土手の構造や工事手順などの要点を読み上げていた。

　一良は手持ちの
付
 ふ

 
箋
 せん

 に日本語でそれらをメモし、ひたすら皮紙に貼り付ける。

「カズラ様、少しご相談があるのですが」

　そろそろ休憩して夕食にするべきかと一良が考えていると、手が止まったのを見計らい、ナルソンが声をかけてきた。

「何でしょう？」

「イステリアでのカズラ様の立場についてなのですが、カズラ様がグレイシオール様であるということを公にすると混乱を招きます。なので、できればカズラ様がグレイシオール様であるということは内密にしておき、私の友人として
屋
 や

 
敷
 しき

 に来ているといった扱いにさせていただけると助かるのですが……」

「かまいませんよ。むしろ、そのほうが私も動きやすいんで、ぜひそうしてください」

　ナルソンの申し出を快諾しながら、当然そうなるだろうな、と一良は内心
頷
 うなず

 いた。

　現時点でグレイシオールが現れたという話は一部の人間しか知らないので、その存在を秘匿するのは容易だろう。

「ありがとうございます。そこでなのですが、今のまま『カズラ様』と様付けで呼ぶことは私の立場上不自然に見えてしまいます。なので、申しわけないのですが、今後は『カズラ殿』とお呼びさせていただければと思うのですが」

「いいですよ。あと、他の人がいない時も別に様付けする必要はないですよ。無理に使い分けようとして、他の場所でボロが出てもいけないので。逆に、今後は私がナルソンさんを様付けで呼んだほうがいいですかね？」

「……いえ、今のままのほうがいいでしょう。そのほうが、他の者もカズラさ……カズラ殿に色々と探りを入れにくくなるでしょう。私のほうからも、カズラ殿はかなり高貴な家柄であることと、無用な
詮
 せん

 
索
 さく

 はしないようにすることを、配下の者たちにそれとなく匂わせておきます。他の者にカズラ殿を紹介しなければならない時は、不自然のないように我々が対応しますので、話を合わせていただければ大丈夫でしょう」

「分かりました……そうだ、私もナルソンさんに相談しなければいけないことがあるんですよ」

　ほっとした様子で答えるナルソンに、一良は自分も言っておかねばならないことがあったことを思い出した。

「今まとめている工事記録の書類と、イステリアと周辺地域の地図を、少しの間貸して欲しいんです」

「……分かりました。ですが、我々の保管する地図は機密中の機密になりますので、取り扱いはくれぐれも……」

「もちろんです。他の人に見せるようなことはしませんから、安心してください」

　地図を貸し出すという行為に、ナルソンは抵抗を感じているようだが、当然だろう。

　地図というものは、いつの時代であっても軍事的に非常に重要な役割を持つ。

　おいそれと他人に貸せるような代物ではない。

「ありがとうございます。出立の前日までに地図などの書類はまとめておきますので、他にも必要な物があれば事前におっしゃっていただければと思います」

「分かりました。さて、そろそろ……」

　休憩にしましょう、と一良が言いかけた時、執務室の扉がノックされた。

「ナルソン様、ご夕食の準備ができました」

「お、ちょうどいいですね。いったん休憩にして夕食にしましょう」

　扉越しにかけられた声に一良がそう言いながら立ち上がると、ナルソンとハベルも手に持った書類を机に置いた。

　

　呼びにきた侍女を従え、一良とナルソンは夕食の用意がされた部屋に入った。

　12
 畳ほどの広さの部屋の中には２人の侍女が壁際に控えており、部屋の中央に置かれた長テーブルの上には数々の料理が用意されていた。

　テーブルの上には
燭
 しよく

 
台
 だい

 が置かれ、壁掛け式の
燭
 しよく

 
台
 だい

 とともに、
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の柔らかな灯りが部屋を優しく照らしている。

　ちなみに、ハベルは別の場所で食事をとるとのことで、いったん別れた。

「あっ」

　２人が部屋に入ると、中で待機していた侍女の１人が一良の顔を見て小さく声を上げた。

　リーゼの従者、エイラである。

「ん？」

　対する一良は、声を上げたエイラを不思議そうに見やる。以前会ったことのある侍女だということに、まったく気づいていない様子だ。

「どうかしたか？」

「い、いえ！　申しわけございません！」

　ナルソンに問われ、エイラは慌てて頭を下げ謝罪した。部屋に入ってきた者の顔を見て声を上げるなど、侍女としてあるまじき行為である。とんだ失態だ。

「ジルはまだ来ていないのか……カズラ殿、夕食の席に妻と娘も同席させたいのですが、よろしいでしょうか？」

「かまいませんよ……あっ」

　ナルソンに答えながら、一良は先ほどのエイラと同じように声を上げると、再びエイラの顔を見た。

　ナルソンが発した『娘』という単語と、先ほどのエイラの反応でピンときたのだ。目を向けられたエイラは、ばつが悪そうに一良に頭を下げる。

　――あの侍女さん、もしかして前に街でぶつかった人か？　あれから20
 日以上経ってるってのに、俺の顔を覚えてたのか。

　ナルソンに面会する以前から、一良はイステリアでリーゼと再会することは想定していた。

　だが、以前に街中でリーゼの従者とぶつかってしまった時はわずか数分しか顔を合わせていなかったうえに、あの時とは服装もまったく違う。

　なので、どうせ自分の顔など覚えていないだろうし、気づかれはしないと高を
括
 くく

 っていた。

　それが、いきなりの顔バレである。

「どうかしましたか？」

　そんな一良とエイラの様子に、ナルソンは２人を見比べながら不思議そうな顔をする。

「……いえ、何でもありません」

「ふむ……エイラ、リーゼを呼んできてくれ」

　どこか
釈
 しやく

 
然
 ぜん

 としないナルソンだったが、
詮
 せん

 
索
 さく

 することも
憚
 はばか

 られたらしく、エイラに向き直ると指示を出した。

「かしこまりました」

　エイラはすぐに返事をすると、一礼してから部屋を出て行った。

　

　エイラは部屋を出てしばらく歩くと、周囲を見渡し誰もいないことを確認する。そして、リーゼの部屋へと小走りで向かった。

「リーゼ様、エイラです！　失礼します！」

　言うが早いか、いつぞやのようにリーゼの返事も待たずに扉を開け、部屋へと飛び込んだ。

「リーゼ様！　大変で……」

「あら？」

　部屋に足を踏み入れたエイラは、大変です、と言いかけたままの体勢で固まった。

　部屋には、リーゼとともにジルコニアがいたからだ。

　突然入ってきたエイラに、椅子に座ったまま、きょとんとした表情でこちらを見るジルコニア。その向こうでは、リーゼが呆れたような表情を浮かべていた。

「どうしたの？　ずいぶん慌てていたみたいだけど」

「あっ、いえっ、そのっ……ご、ご夕食の準備ができましたのでお迎えにあがりました！」

「そう。でも、部屋に入る時はノックしないとダメよ？」

「申しわけございません……」

　まるで駄目な子に優しく言い聞かせるように言われ、エイラはしゅんと肩を落とすと、深く腰を折って謝罪を述べる。

　ジルコニアはエイラをそれ以上叱るようなことはせず、リーゼを促すと端に避けたエイラの前を通って部屋を出て行った。

　そしてリーゼはエイラの前を通り過ぎる際、小声で「何やってるのよ……」とつぶやいた。

　

「リーゼ、この方は私の友人のカズラ殿だ。しばらく
屋
 や

 
敷
 しき

 に滞在することになったんだが、カズラ殿は我が
屋
 や

 
敷
 しき

 に来るのは初めてでな。何かと勝手が分からないようなこともあるだろうから、その時は良くして差し上げてくれ」

　リーゼたちが部屋に入るなり、ナルソンはリーゼに一良を紹介した。

　ずいぶんとフランクな仲であるかのような紹介の仕方だが、一良は身分に関する細かい打ち合わせなどは何もしていない。紹介されるがまま、ナルソンに合わせて対応するしかなかった。

「カズラと申します。よろしくお願いします」

「リーゼです。カズラ様のことは母から聞いております。イステール領の内政の手助けをしていただけるとのことで、本当にありがとうございます。私にできることなら何でもお手伝いしますので、どうかよろしくお願いいたします」

　軽く
会
 え

 
釈
 しやく

 をして簡単な
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をした一良に対し、リーゼは花の咲くような
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な笑顔を向け
謝
 しや

 
辞
 じ

 を述べた。

「あ、こ、こちらこそよろしく……」

　その笑顔のあまりの可憐さに、一良は思わず
見
 み

 
惚
 ほ

 れてしまう。母から聞いている、といった気になるフレーズが耳に入ってきた気もするが、赤面を抑えることに精いっぱいでそれどころではなかった。

「……あの、どうかなさいましたか？」

　自分に目を向けたまま微動だにしない一良に、リーゼは不思議そうに小首を傾げて問いかける。

　そんな２人の様子に、ジルコニアはほんの微かに口元をほころばせた。





　

第４章　獲物

　

　バレッタたちがイステリアで一良と別れた次の日の深夜。

　グリセア村にあるバリン邸の居間で、バレッタは壁に背をつけたまま
膝
 ひざ

 を抱えていた。

　かれこれ４時間はそうしているだろうか。

　
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 の炎はとうに消え、窓を閉められた室内には月明かりも入らず、闇に包まれている。

　バレッタは
屋
 や

 
敷
 しき

 に戻ってきた後、暗い表情のまま馬車から積荷を降ろし、バリンの夕食の仕度を済ませた。その後、自身は何も食べずにずっと膝を抱えて座っている。

　そんなバレッタの様子に、バリンは心配して何度か声をかけたりもしたのだが、昨日と同様に
碌
 ろく

 に返事も返ってこなかった。

　結局、バリンはそのまま諦めて先に寝てしまい、現在居間にいるのはバレッタだけであった。

　しばらくそのままじっとしていたバレッタだったが、不意に顔を上げると
屋
 や

 
敷
 しき

 の入口へと目を向けた。

　入口の戸が、わずかに
軋
 きし

 んだ気がしたのだ。

「……誰？」

　バレッタがつぶやくと同時に、入口の戸がゆっくりと開き、月明かりが土間の土を照らす。

　いつもならバレッタが寝る前に木製のかんぬきを扉にかけるのだが、今日はまだかんぬきをかけていなかった。

「……カズラさん？」

　もしや、一良が帰ってきてくれたのではという思いが頭をよぎり、バレッタは入口に向かおうと虚ろな表情のまま立ち上がった。

　が、次の瞬間、バレッタの表情は恐怖に凍りついた。抜き身の長剣を持った男が、入口から姿を現したのだ。

「……ッ！　まだ起きてる奴がいるぞ！　逃げられる前に殺せ!!
 」

　家に入ってきた男が背後に向かって叫ぶと同時に、長剣や短剣を持った４人の男が入口から
雪
 な

 
崩
 だ

 れ込んできた。

　居間にいるバレッタの姿を見つけると、男たちは武器をぎらつかせながら肉薄する。

　突然の出来事に、バレッタは思わず「ひっ」と悲鳴を上げ、その場から後ずさった。

「ん？　女じゃねぇか。しかも上玉だ」

　大柄な男はバレッタが女だと分かると、手に持った長剣を
鞘
 さや

 に素早くしまい、両手でバレッタに掴みかかった。両手首を掴まれたバレッタは、勢いのままその場に押し倒されてしまう。

「っ！　お父さん!!
 」

　バレッタは男に組み敷かれた体勢のまま、奥の部屋で寝ているであろう父に向かって何とか大声で叫ぶ。

　だが、男はそんなバレッタの行動などまったく気にしない様子で、
舐
 な

 めるような視線をバレッタの身体に向ける。

「ちょっと味見していくわ。お前ら後は任せた」

　男はバレッタに目を向けたまま、バタバタと
屋
 や

 
敷
 しき

 に侵入する他の男たちに声をかける。

　他の男たちは舌打ちをしながらも、バレッタたちの横を素通りして
屋
 や

 
敷
 しき

 の奥へと踏み込んでいった。

「時間がないからな。ちゃちゃっと済ましてやるから安心しな」

「ひっ、やあっ」

　男はそう言いながら、恐怖のあまりに涙を流しガタガタと震えるバレッタの首筋に顔を近づける。

　だが、男はバレッタの首筋に舌を
這
 は

 わせる寸前で、
屋
 や

 
敷
 しき

 の奥から聞こえてきた怒声と破壊音に動きを止めた。

「……何だ？」

　
屋
 や

 
敷
 しき

 の奥から響いてきた騒音と叫び声。その
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 に、男は思わず顔を上げる。

　それと同時に、奥の部屋に踏み込んでいったはずの２人の男が、慌てた様子で居間に飛び出してきた。

「何だあいつは!?
 　どうなってんだ!?
 」

「落ち着け！　２人で同時に斬りかかるんだ！」

「お、おい！　いったいどうしたんだ!?
 」

　居間に戻ってきた男たちの慌てた様子を見て、バレッタを組み敷いた男が声をかける。

「お、奥にいた奴がっ!?
 」

　男が答えようと口を開いた瞬間、奥の部屋から飛び出してきた何かが直撃し、男はもんどりうちながら
屋
 や

 
敷
 しき

 の入口まで吹き飛ばされた。

「おい！　騒ぎすぎだ……ひっ!?
 」

　あまりの騒がしさに、
屋
 や

 
敷
 しき

 の外で待機していた数人の男が
屋
 や

 
敷
 しき

 の入口から顔を出した。

　そして、首を半ばまで切断され息絶えた仲間の死体と、その死体から流れ出す血の海で
呻
 うめ

 く仲間を見て絶句した。

「バレッタッ！」

　男たちが入口に吹き飛ばされた仲間に気を取られていると、
屋
 や

 
敷
 しき

 の奥から全身を返り血で滴らせ、男たちから奪った長剣を握り締めたバリンが飛び出してきた。

　バリンは男に組み敷かれたバレッタを見て、その表情を
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 に染め上げる。

「貴様らぁっ!!
 」

「う、動くんじゃねぇ！　こいつの
喉
 のど

 を潰して殺すぞ!!
 」

　男はバリンにおののきながらも、右手をバレッタの細い首にあてがった。

　首を絞められる形になったバレッタは、とっさに自由になった左手で、自分の首を締めようとする男の右手首を掴む。

　そして、ぐっと奥歯を
噛
 か

 み締めて自身を奮い立たせると、その右手首を思い切り握り締めた。

「うぐっ!?
 　何しやが……ッ!?
 」

　突如激痛が走った手首に男が目を向けた瞬間、男の瞳が
驚
 きよう

 
愕
 がく

 に染まった。

　男の右手は、バレッタの左手を支点にして、くの字に折れ曲がっていた。

　手首が、握り潰されたのだ。

「がふっ！」

　バレッタは握りつぶした男の手首を離すと、男の顔面に思い切り左拳を叩き込む。

　それと同時に骨を砕くような鈍い音が響き、男は鼻と口から血を噴出し
昏
 こん

 
倒
 とう

 した。

「こ、この化け物どもがああああっ！」

　あっという間に仲間を倒され、残された男は絶叫しながらバリンに斬りかかった。

　しかし、バリンは目にも留まらぬ速さで斬撃を剣で打ち払う。

　そして、そのまま返す刀で男の肩口に刃を叩きつけ、肩から腹の半ばまでを一気に切り裂いた。上半身を２股に切り分けられ、男は
驚
 きよう

 
愕
 がく

 に目を見開いたまま前方に倒れ込む。

　バリンは倒れこむ男の腹に足をあてがうと、剣を引き抜こうと思い切り蹴り飛ばした。

　だが、男を切り裂いた時点ですでに剣は折れてしまっていたらしく、引き抜いた剣には刃が元の３割程度しか残っていなかった。

「う、うわああっ！」

　
屋
 や

 
敷
 しき

 の入口からその光景を
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と見ていた野盗の男たちは、バリンと目が合うと
恐
 きよう

 
慌
 こう

 状態に陥り、我先にと逃げ出していった。

「バレッタ、無事か？」

　逃げ出した男たちにはかまわず、バリンは座り込んだまま放心するバレッタの傍に駆け寄った。片膝をつき、バレッタの肩に手を置く。

　肩に手を置かれた瞬間、びくっと肩が震える。

　バレッタは怯えた様子を見せながらも、心配そうに見つめてくる父に何とか
頷
 うなず

 き返す。

　バリンはバレッタに
怪
 け

 
我
 が

 がないことを確認してほっと息をつくと、気絶した男の下へ歩み寄った。

　そして、折れてしまった剣を投げ捨てると、男の腰に挿さる剣を引き抜いた。

　何のためらいも見せずに男の首に刃を突き刺し、息の根を止める。

　切り口から、どろりとした血液が床に広がった。

「バレッタ、そこの鍋を叩いて村の皆を起こせ。私は奴らを追いかける」

「えっ!?
 　ま、待って！　お父さん!!
 」

　言うが早いか、バリンは引き止めるバレッタを残し、
屋
 や

 
敷
 しき

 の外に飛び出していった。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 を出る際、いまだに入口でのたうち回る男を蹴り飛ばし、しっかりと気絶させていった。

　

「なんなんだあいつらは!?
 　皆殺されちまったぞ！」

「化け物だ……俺たちは化け物の住処に手を出しちまったんだ……」

　男たちは
屋
 や

 
敷
 しき

 を飛び出すと、村はずれの森に向かって全力で走った。先ほど見た現実離れした光景に、全員がパニックを起こしている。

　そうして喚き散らしながら走って行ると、背後からカンカンと金属を打ち鳴らすような音が響いてきた。

　バレッタが、鍋の底を叩いて村人たちを起こしているのだ。

「くそっ！　村の奴らが追ってくる前に急いで逃げねぇと！　捕まったら命はないぞ!!
 」

　背後から聞こえてくる金属音に
焦
 しよう

 
燥
 そう

 しながらも、男たちは必死に走り、何とか仲間の待つ馬車にたどり着く。

「てめぇら、しくじりやがったのか!?
 　他の奴らはどうしたんだ！」

　馬車で待っていた頭の男の怒声を無視し、男たちは大急ぎで馬車に飛び乗った。

「さっさと出せ！　逃げるんだ!!
 」

　そのただならぬ様子に、馬車の周囲で待っていた仲間も、慌てて馬車やラタに飛び乗った。

「おい！　他の奴らはどうしたんだって聞いてるんだよ!!
 」

「殺されたんだよ！　奴ら人間じゃねぇ、化け物だ!!
 」

　
戦
 せん

 
慄
 りつ

 した様子で叫ぶ手下の姿に、頭の男は言葉を失った。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 には、手下を10
 人も送ったのだ。それが半数は殺され、残りは逃げ帰ってきてしまった。襲った家の住人は、よほどの
手
 て

 
練
 だれ

 だったとでもいうのだろうか。

　頭の男がそこまで考えた時、馬車が急停止した。同時に、手下が何かを叫ぶ声が辺りに響く。

「おい、どうした!?
 」

　頭の男が慌てて馬車の外に飛び出る。すると、暗い森の中、馬車の前方10
 メートルほどの位置に、剣を持った
壮
 そう

 
年
 ねん

 の男が１人立っていた。

　一緒に馬車を飛び出した５人の手下は、その男の姿を見て、「ひっ」と小さく悲鳴を漏らす。

「……武器を捨てて
投
 とう

 
降
 こう

 しろ。さもなくば殺す」

　剣を持った
壮
 そう

 
年
 ねん

 の男――バリン――が言葉を発すると、周囲の温度が急激に低下したような錯覚を受けた。

　バリンから放たれる殺気のすさまじさに、生物としての本能が
警
 けい

 
笛
 てき

 を鳴らす。

　こいつは、やばい。

「ふ、ふざけるなぁっ！　お前ら、こいつを取り囲め!!
 」

　バリンの殺気に思わずたじろいでいた手下たちは、頭の命令で気を取り戻す。

　騎乗していた男もラタから降り、全員が剣や短槍をかまえ、バリンを包囲しようと散開した。

　バリンはその場に立ったまま何もせずに、男たちが配置につくのをじっと待つ。

「バカが。この人数相手に囲まれて、１人で勝てるとでも思っているのか？」

　周囲を完全に取り囲み、頭の男は小馬鹿にしたような表情で言い放つ。

　バリンは男の
台詞
 せりふ

 を聞くと、きょとんとしたような表情を作ってみせた。

「包囲だと？　いったい誰が包囲されているって？」

「……あ？　お前以外に誰がいるっていうんだよ。恐怖で頭がいかれちまったのか？」

　頭の男が呆れたように言うと、まあいい、と気を取り直してバリンに
凄
 せい

 
惨
 さん

 な笑みを向けた。

「楽には死なせてやらねぇぞ。お前ら、かか……」

「ちょっと待て」

　バリンは手下をけしかけようとした頭の男の言葉を遮って、周囲を見渡すように視線を巡らせた。

「……残すのは、こいつともう１人いればいい」

　バリンがそう言った瞬間、頭の男の隣にいた、手下の男の首が飛んだ。

「なっ!?
 」

　
鮮
 せん

 
血
 けつ

 を噴出させ倒れていく、首のない手下の体。

　突如闇の中から現れた複数の村人たちが、短剣や
鉈
 なた

 を手に
迅
 じん

 
雷
 らい

 のような速さで手下たちに襲いかかっていたのだ。

　背後から、それも常軌を逸した速さでの突然の襲撃。自分たちの身に何が起こったのかも分からないまま、手下たちは一撃で急所を貫かれ、
鮮
 せん

 
血
 けつ

 を噴出し次々に崩れ落ちていく。

　辺りには一瞬にして、血の匂いが充満した。

「ひ、ひいっ！」

　たまたま標的から外された幸運な手下の１人は、その
地
 じ

 
獄
 ごく

 のような光景に腰を抜かし、失禁しながら
尻
 しり

 
餅
 もち

 をつく。

「武器を捨てろ」

　バリンは
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と立ち尽くす頭の男の傍に歩み寄り、一言そう言い放った。

　

「誰だ、止まれ！」

　闇の中から近寄る人影に、
天
 てん

 
幕
 まく

 の周囲で見張りをしていた護衛兵の男は大声を上げた。

　声を聞きつけ、すぐに
天
 てん

 
幕
 まく

 の中から他の護衛兵が武器を手に飛び出してくる。

「グリセア村のバリンです！」

「……バリン殿？」

　人影の言葉に、護衛兵たちは顔を見合わせた。

　護衛兵の男は
天
 てん

 
幕
 まく

 の傍で
焚
 た

 き火から松明に火をつけると、その人影に近づいた。

「バリン殿、いったいどうし……おい、すごい出血じゃないか！」

「いや、これは返り血だ」

　灯りに照らされ浮き上がった血塗れのバリンの姿に、護衛兵の男は
驚
 きよう

 
愕
 がく

 した。それを見て、バリンは慌てて弁解する。

「先ほど、村が野盗に襲われてな、その時に返り討ちにした奴の血だよ」

「野盗だと!?
 　村の人たちは無事なのか!?
 」

「ああ、誰も
怪
 け

 
我
 が

 １つしていない。それに、野盗を３人捕まえたんだ。すまないが、明日の朝にでも村に引き返して、野盗を連れて行ってはくれないか？」

　バリンの
台詞
 せりふ

 に、護衛兵の男は驚いたような表情を見せた。

　だが、すぐに表情を引き締めると、背後の仲間を振り返った。

「いや、今すぐ行こう。皆、準備してくれ」

　

　野盗によるグリセア村襲撃の翌朝。

　時刻は午前５時。

　イステリアの空は薄っすらと白み始めてはいるが、太陽はまだ地平線の向こう側だ。

　ナルソン邸では、まだ朝日も顔を見せていない早朝ということもあり、所々を巡回する警備兵以外に人影は見えない。

　だが、邸内のとある一室では、早くもその部屋の主が、もそもそと豪華な
天
 てん

 
蓋
 がい

 付きベッドから
這
 は

 い出そうとしていた。

「んー……」

　リーゼは
寝
 ね

 
癖
 ぐせ

 で
若
 じやつ

 
干
 かん

 乱れた長い髪を手で踏んでしまわないように気をつけながら、なんとかベッドから這い出した。

　寝ぼけ眼のままベッド脇に腰をかけ、大きなあくびをして背伸びをする。

　ベッド脇の水差しを手に取り、銅のコップに水を注いで口をつける。

　含んだ水を口の中でぶくぶくと躍らせ、小テーブルの上に用意された銀の器にぺっと吐き出す。

　それを何度か繰り返し、今度は大きな
青
 せい

 
銅
 どう

 の鏡が付いた鏡台の前に移動する。

　木製のヘアバンドで髪を上げ、ヘアバンドと一緒に用意された別の器の水で顔を洗う。濡れた顔を柔らかな布のタオルで拭き、ヘアバンドを外す。

　寝巻きとして着ていた膝丈まである純白のチュニックを脱ぎ、ショートパンツとシャツを着る。

　自身の髪と同じダークブラウンの布紐を使い、慣れた手つきで後ろ手に髪を１つにまとめ、ポニーテールを作った。

　顔を傾けながら横目で髪のまとめ具合を確認すると、今度は部屋の中央に移動する。

　ほぼ１８０度の角度でぺたんと足を開いてその場に座り、入念にストレッチを始めた。

「いち、にい、さん、しー」

　両手で右足の先を掴み、かけ声をかけながら、ぐっと右足の
脛
 すね

 に額をつける。

　それが終わると同じように左足の
脛
 すね

 にも額をつけ、それを交互に何回か繰り返した。

　その後も、全身を意識した様々なストレッチを、20
 分ほどかけて何度か繰り返し行った。

　ストレッチを終えると、鏡台の脇に用意された膝下まで丈のある薄手のチュニックをもぞもぞと着込み、革のベルトで腰の辺りをきゅっと締める。

　鏡台の上の小さな布袋を手に取り、小さく開いて中身を確認してから革紐で口を縛り、ポケットに入れた。

「槍、槍っと」

　革のブーツを履き、ベッド脇に立てかけてあった短槍を手に取ると、扉の鍵を開けて部屋を出る。

「リーゼ様、おはようございます」

「おはよう、セレット。今日も中庭に行ってくるから」

「かしこまりました。行ってらっしゃいませ」

　部屋の前で見張りをしていた若い女の警備兵と
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を交わし、中庭へと向かう。

　途中、警備兵に会うたびに必ずその兵士の名前を呼んでは声をかけ、何人かとは二言三言言葉を交わした。

　夜中から朝までの時間に
屋
 や

 
敷
 しき

 内を警備する兵士は、ほぼ固定メンバーで構成されている。

　リーゼが早朝に１人で中庭へと向かうのはいつものことで、それを見て行き先を尋ねるような兵士は１人もいない。

　リーゼが中庭に到着する頃には、辺りはだいぶ明るくなっていた。

　中庭の草木は朝露に濡れ、射し始めた朝日を反射してキラキラと輝いている。

　リーゼはブーツを朝露で濡らしながら、中庭の開けた場所に移動した。

　そして、小さく息をついてから短槍をかまえ、流れるような動きで振るい始めた。

　

　リーゼが中庭で短槍を振り回している頃、ナルソンの執務室では、一良が左頬を机に押し付けるような格好で眠りこけていた。

　昨夜、一良はリーゼを含めたイステール一家と２度目の夕食を食べた後、ナルソンたちよりも先に執務室に戻り、日本から持ってきた缶詰を何個か食べた。

　そして、後から戻ってきたナルソンとハベル、それにアイザックやジルコニアも加えて、ほとんど休憩も挟まずにひたすら工事書類をまとめ続けた。

　途中、一良以外の者たちは別の仕事をこなすために、何度か部屋を出ては戻るを繰り返していた。

　だが、たまたま全員が部屋からいなくなった時に一良の集中力がぷつりと切れ、机に突っ伏すとそのまま眠ってしまい、今に至る。

　一良の肩には誰かが持ってきてくれたらしい薄手の毛布がかけられており、口元からは少量の
涎
 よだれ

 が垂れていた。幸いなことに、書類は机の隅に片付けられているため、涎による被害は一良の顔面と机以外には発生していなかった。

「はっ!?
 」

　至福の表情で眠りこけていた一良は、突然身体をビクンと震えさせると、ばっと顔を上げてキョロキョロと辺りを見渡した。

「ああ、寝ちゃったのか……いてて」

　変な体勢で寝ていたこともあり、体が
軋
 きし

 むように痛い。

　昨日も、昼間はハベルと一緒に河川の視察を行い、夜はずっと書類整理を行っていた。そのため、相当疲労が溜まっていたらしい。

「皆には悪いことしちゃったな。こんなことならちゃんと部屋を借りて休めばよかっ……あ！」

　一良はそこまで言うと、突然慌てたように机の上に視線を走らせ、隅に置いてあった目覚まし時計を引っ掴む。アナログ式の時計の針は、午前６時30
 分を指そうとしていた。

「び、微妙な時間……まだいるかな……」

　一良は時計を置いて立ち上がると、慌てた様子で部屋を出て行った。

　

「ふう……昨日の今日じゃ、さすがにこないか……」

　１時間近くトレーニングを行い、リーゼは短槍の石突を地面についた。ポケットから小さな布袋を取り出し、革紐を解いて中身を取り出す。

「……きれい」

　銀枠で縁取りされたハート型のペンダントを見つめ、リーゼはつぶやいた。

　銀枠の内側には透き通った
乳
 にゆう

 
白
 はく

 
色
 しよく

 の宝石――人工オパール――が埋め込まれている。人工オパールは朝日に照らされると虹色に輝き、角度を変えるたびにキラキラと光を反射して、リーゼの瞳を楽しませる。
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「リーゼ様、おはようございます」

　しばらくの間リーゼがペンダントを眺めていると、布タオルを持ったエイラがやってきた。

「あの、カズラ様は……」

「うん、今日は来ないかも」

　リーゼはペンダントを布袋にしまうと布タオルを受け取り、首筋に流れる汗を拭う。

「ねえ、本当にあの人が、このペンダントを落とした人なの？」

「それは間違いありません。カズラ様も私のことを覚えていたみたいですし」

　一昨日の夜、初めてリーゼが一良と夕食の席を一緒にした後、慌てた様子のエイラがリーゼの部屋にやってきた。

　そして、以前イステリアの街中でエイラが不注意でぶつかった男と、ナルソンが友人として紹介してきたカズラという男は同一人物であるとリーゼに告げた。

　もしそれが本当なら、一良がこの宝石を落とした人物と見て間違いない。

　宝石の持ち主が本当に一良なのかを確認するついでに、これをきっかけに個人間での交流も持てればとリーゼは考えた。

　そこで、リーゼは昨夜、夕食後に席を立った一良の下にエイラを送り、話したいことがあるから明日の早朝に中庭に来て欲しいと伝えさせたのだ。

　一良は自分のことをかなり気に入っているようにリーゼは感じていたので、呼び出せばすぐにでも
尻尾
 しつぽ

 を振ってやって来ると踏んでいたのだが……。

「リーゼ様、もしあのペンダントが、カズラ様個人の所有していたものだとしたら、どうなさるおつもりですか？」

　今からでも来ないかな、とリーゼが
屋
 や

 
敷
 しき

 へと繋がる中庭の入口を眺めていると、おずおずとエイラが問いかけてきた。

　その表情からして、半ば答えを予測しているのだろう。

「んー、あれを個人で持ってるくらいのお金持ちなら、いつもの連中みたいに私に
惚
 ほ

 れてもらって、色々贈り物をくれるように仕向ければいいかなって。でも、この間お母様の言ってたことも気になるのよね」

「ジルコニア様の？」

「うん。何でも、あのカズラって人はとある国の大貴族出身らしいのよ。で、その大貴族っていうのがものすごいお金持ちらしいの。彼自身も色々珍しいものとか変わったものをたくさん持ってて、お金もいくら使っても使い切れないくらい持ってるんだって」

「……このご時世にそんな人がいるなんて初耳です。どこの国の貴族様なんですか？」

「それが、どこの国の人なのかまでは教えてくれなくて……でも、王都にいる王族とか、その取り巻き貴族も休戦直後だって信じられないくらい豪華な生活を送ってたのを見たし、彼がすごいお金持ち貴族だとしても別におかしくないんじゃないかな……あ、来た」

　２人が話し込んでいると、中庭から
屋
 や

 
敷
 しき

 に通じる扉が開き、慌てた様子の一良が走り出てきた。一良は中庭にいるリーゼを見つけると、ほっとした様子で歩み寄る。

「カズラ様！」

　リーゼは一良の名を弾んだ声で呼ぶと、短槍を持ったまま一良に小走りで駆け寄る。

　エイラは後を追うような真似はせず、その場に立ったまま腰を折って頭を下げた。

「おはようございます。遅くなってすみません」

「おはようございます。急に朝早くお呼び出ししてしまってごめんなさい……あの、ご迷惑ではなかったですか？」

　頭１つ分ほど一良より背の低いリーゼは、不安げに揺れる瞳で一良を見上げる。そんなリーゼに、一良は優しく
微笑
 ほほえ

 んだ。

「いやいや、迷惑だなんて。私もリーゼさんとお話ししたいなと思っていたので、お声がけいただけて嬉しかったですよ」

「まあ、ありがとうございます！」

　社交辞令のような返答にも、リーゼは本当に嬉しそうに喜んでみせる。自分に向けられるリーゼの笑顔に、一良の顔がほんの少し赤くなったように見えた。

「や、槍の稽古をしていたのですか？」

「はい、毎朝の日課なんです。イステール家の者として、武器の扱いには慣れておかないといけませんから」

　リーゼはそう言うと、左手に持った短槍に目を向けた。

　短槍の長さは１４０センチほどで、小柄なリーゼが持つとだいぶ大きく見える。

　普段とは違ってラフな服装のリーゼは、薄っすらとかいた汗や結んだ髪も相まって、活発で健康的な印象に変わっていた。

　髪型や服装１つでここまで印象が変わるものかと、思わず一良は
見
 み

 
惚
 ほ

 れてしまう。

　じっと一良がリーゼを見つめていると、その視線に気づいたリーゼが不思議そうに小首を傾げてみせた。

「あ、えっと、話したいことがあるってエイラさんから聞いたのですけど」

「はい、実はカズラ様に見ていただきたい物があって……」

　自らの視線を
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 すように言う一良に、リーゼは特に気にした様子も見せずにポケットの中から布袋を取り出した。

　そして、中からハート型のペンダントを取り出すと、手の平に載せて一良に差し出した。

「これ、カズラ様の物ですよね？」

「ん？」

　差し出されたペンダントを見て、一良はきょとんとした表情を見せた。そして、リーゼの手の平に載ったペンダントをしげしげと眺める。

　――……あれ？

　一良がもっと驚いた表情を見せると思い込んでいたリーゼは、その反応に拍子抜けした。

　もしや、単なるエイラの記憶違いで、以前エイラがぶつかった相手と一良はまったく別の人物なのではという考えが頭をもたげる。

「これは……ああ、なるほど。話ってこれのことだったんですね」

　数秒ペンダントを眺めた一良は、合点がいったといったような表情で
頷
 うなず

 いた。

「リーゼさんが持ってるってことは、以前エイラさんとぶつかった時に落としたのかな。なくしたことに気づか……いや！　なくしたと思って探してたんですよ！」

「っ！　は、はい。あの時、偶然エイラのエプロンポケットに入ってしまったみたいで……」

　――今、気づかなかったって言いかけたよね!?
 　こんな高価な物をなくしたことに今まで気づかなかったって、いったいどういう神経してるわけ!?


　一良の
台詞
 せりふ

 を聞き、リーゼは内心仰天していた。

　リーゼが今まで一度も見たことのないような非常に珍しい宝石を、なくしたことに気づいていなかったと言いかけたのだ。普通なら、このような物を紛失した時点で大騒ぎする。

「やっぱり、カズラ様はあの時エイラとぶつかった方だったのですね。あの時はお忍びか何かだったのですか？」

「えっと……そうですね、そんな感じです。あの時はリーゼさんに助けていただいて助かりました。ありがとうございます」

　歯切れ悪く肯定する一良に、リーゼはこれ以上問い詰めてはいけないと判断した。

　どういう理由かは分からないが、一般市民として街で行動する必要があったのだろう。変に探りを入れると、心象を悪くしかねない。

「いえ！　あの時は私の護衛が勝手な真似をして、カズラ様に酷いことをしてしまって、本当にごめんなさい。……あの、これはカズラ様にお返ししますね」

　本当に申しわけなさそうな表情で謝罪を述べながら、リーゼはペンダントを布袋に入れると一良に差し出した。

　しかし、一良はそれを受け取ると、数秒考えてからリーゼに布袋を差し戻した。

「ありがとうございます。でも、これはリーゼさんに差し上げますよ。先日のお礼と、お近づきのしるしってことで」

「えっ!?
 」

　リーゼは驚いたように目を見開くと、布袋と一良の顔を交互に見る。

「で、でもこんなに高価なものをいただくわけには……」

「いいんですよ」

　おろおろと困ったような表情を見せるリーゼに、一良は
微笑
 ほほえ

 む。

「偶然とはいえ、リーゼさんとエイラさんが保管してくれていなければ、これは二度と見つからなかったでしょう。私も半ば諦めていましたし、どうぞもらってやってください」

　――いや、まったく気づいてなかったじゃん！

　爽やかにそう言ってのける一良に、リーゼは心の中で突っ込みを入れたが、そんなことはおくびにも出さずに布袋を受け取ると、胸の前できゅっと握った。

「……ありがとうございます。私、大切にしますね！」

　そして、これ以上ないほどに嬉しそうな笑顔を一良に向けた。

　そんな極上の笑顔を向けられ、一良は思わず顔を赤くして固まってしまう。

　――この人、桁違いのお金持ちだ！　それに気前もいいじゃない!!


　リーゼはそんな一良を見ながら、心の中で拳を握った。

　そんな２人の様子を、中庭に面した２階の窓際からジルコニアが見つめていた。

　ジルコニアは、リーゼが見せる笑顔に一良が赤くなっていることに気がつくと、小さく
微笑
 ほほえ

 んでその場を立ち去った。

　

　一方その頃。

　
屋
 や

 
敷
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 内のとある一室で、アイザックは
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした表情でナルソンと向き合っていた。

　アイザックの隣にはハベルもおり、こちらは特に動揺した様子は見せず、ナルソンの言うことに対して同意を示すように
頷
 うなず

 いている。

「では、今後はカズラ様の側近という形でよろしいのですね？」

「うむ。くれぐれも不興を買うことのないように注意するんだぞ。まずはカズラ殿の指示を着実にこなし、接する回数を極力増やして信頼と信用を得ろ。追加の支援を引き出すために動くのは、カズラ殿が自ら行ってくださる支援が打ち止めになる気配が見えてからでいい……どうした、アイザック。何か不満か」

「……ナルソン様、いくら国の……民のためとはいえ、我らを救いに現れてくださったグレイシオール様に対して、さらに支援を引き出すために画策するような真似は……」

　苦しげな表情で答えるアイザックに、ナルソンは顔を
顰
 ひそ

 める。アイザックの隣では、ハベルが何とも冷めた目でアイザックを見ていた。

「アイザック、お前はバルベールと我が国アルカディアに、どれだけの国力差があるか知っているか？」

「……はい」

「ならば分かるだろう。今後カズラ殿がどのような手段を講じるのかは分からないが、イステール領の食料問題が解決し、治水や衛生問題、さらに言うならば経済まで回復させたとしよう。その状態で、４年後にバルベールと我が国が戦争状態に陥ったとして、我が国がバルベールに勝てる可能性がどれだけあると思う」

「……休戦前の同盟国が再び手を取り合って連携すれば、少なくとも負けることはないのでは」

「そうだな。だが、それらの国が４年後に敵に回ったり、連携をとらずに静観を決め込まない保証はどこにある。前回の同盟は、バルベールが南側の諸国を甘く見て、全ての国に同時攻撃を仕掛けてくるという、何ともバカな真似があってこそ成立した同盟だったのだ。それに加え、その攻撃とほぼ同時期に北方の
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 からバルベールに対して大攻勢があったということも、我らに有利に働いたしな」

「ナルソン様は、次にバルベールと戦争が起これば、我々は敗北すると考えておられるのですか？」

　ナルソンの説明に、アイザックは心外だという表情で問い返す。

「状況によっては敗北もありえるという話だ。戦争に向けて我々も準備を進めているし、同盟関係維持のための外交も行っている。簡単に負けてやるつもりはない」

「ならばなぜ！」

　非難めいた口調で問い詰めるアイザックに、ナルソンは座っていた椅子の背もたれに背を預けると小さく息をついた。

「……１ヶ月ほど前、バルベールが北方の
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 の一部と和平を結んだ」

「ッ!?
 」

「他の
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 とも和平や停戦協定を結ぶために動いているだろう。奴らは背後の安全を確保し、再び攻めてくるつもりだ」

　絶句するアイザックの隣では、ハベルも驚いたように目を見開く。

　バルベールが
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 と和平を結んだということは、次の戦争でバルベールは二正面で戦わなくてもよくなるということだ。

　それどころか、
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 から雇い入れた
傭
 よう

 
兵
 へい

 までもがバルベールの陣営に加わる可能性まである。

「せ、戦争を回避できる可能性はないのですか？」

　言葉を搾り出すように言うアイザックに、ナルソンは首を振った。

「今まで散々悩まされていた
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 と和平を結ぶくらいだ、必ず攻めてくるだろう。それに、奴らは３年前から
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 制を廃止して志願制を採用し、貧民層から大量の人員を兵士として雇い入れて常備軍の数を大幅に増やしている。奴らの外交官は『経済政策の一環』などと言っていたが、今回奴らが
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 と和平を結んだことで、目的が明確になった」

「……しかし、休戦直後だというのに大量の武具を国が用意し、なおかつ常備軍の維持費も
賄
 まかな

 うことができるほどに財源があるとは、バルベールという国はいったいどうなっているのでしょう。前回の戦争中に、バルベールでは
錫
 すず

 が足りなくなったという話を耳にしたことがありますが……新たに大規模な
錫
 すず

 の鉱脈が見つかったのでしょうか」

　ナルソンが説明すると、それまで黙っていたハベルが口を開いた。

　軍隊の維持には莫大な資金が必要である。

　有事の際にのみ一般市民から兵士を招集し、平時になったら解散するといったアルカディアをはじめとする大多数の国が採用する
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 制ならば、軍隊の維持費が必要な期間は限定的なもので済む。

　その上、
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 される兵士たちの武具は、所得階級に応じた武具をそれぞれが自分で用意するという方式がこの世界では一般的だった。

　つまり、
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 する側が負担する費用といえば、招集兵の従軍期間に応じて支払う一時金と、軍隊の維持に必要な食料費などの諸経費くらいなのだ。

　だが、バルベールが最近採用した志願制は、これとはまったく別物である。

　今ハベルが話した『武具を国が用意する』ということも含め、バルベールの志願制には３つの重要な要素がある。

　１つ目は、雇い入れた兵士の武具は国が支給し、給料も保証するということ。

　これにより、武具を調達する財力のない
貧
 ひん

 
困
 こん

 層の人間でも、志願さえすればその身一つで軍人としての職を得て、
貧
 ひん

 
困
 こん

 から脱却することができる。貧民を一挙に救済できる上、常備兵の増加と貧民の生活水準向上による治安の回復まで成されるという一石二鳥の要素だ。

　２つ目は、兵士の従軍期間を25
 年と定めるということ。

　従軍期間を定めることで、長期にわたる作戦の計画を容易にすることができる。

　また、
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 を行っていた時のように農作物の世話をする者が兵役につくことがなくなるため、国内の食料生産に大きな影響が出なくなるのだ。

　３つ目は、兵士が退役する際には退職金もしくは土地を支給するということ。

　これにより、兵士たちは従軍期間が終わった後の生活を心配する必要がなくなる。

　つまり、従軍期間を無事に過ごすことさえできれば、従軍期間中に貯めた貯金額にもよるが、
悠
 ゆう
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 な引退生活を送ることも夢ではないのだ。

　ただし、これら３つの条件を全て満たすには莫大な資金が必要である。

　兵士たちが使う武器は、
青
 せい

 
銅
 どう

 製が一般的だ。

　
青
 せい

 
銅
 どう

 という合金に使われる銅と
錫
 すず

 は産出量が少なく、特に
錫
 すず

 は産地が限定されているため非常に高価である。

　金さえ出せばいくらでも手に入るというわけでもなく、４年前まで行われていた戦争中には、バルベールでは
錫
 すず

 が
枯
 こ

 
渇
 かつ

 したとの噂が流れもした。

　武具の他にも、雇い入れた兵士に支払う給料や訓練に掛かる費用など、金のかかる要素を挙げたらきりがない。

「そうだな……高価な
青
 せい

 
銅
 どう

 の武具を、大量に雇い入れた兵士全てに支給できるとは
俄
 にわ

 かには信じられんが、実際武具は国が支給すると銘打ったうえでの志願制だからな。すぐには無理でも、どうにかして用意するつもりなのだろう。最近、バルベールでは木材の生産量が急激に増加しているとの報告も入っているから、ハベルの言うように
錫
 すず

 の鉱脈が発見されたのかもしれん」

　ナルソンはそこまで言うと、再びアイザックに目を向けた。

「お前が言いたいことも分かる。我らの求めに応じて救いの手を差し伸べてくださったグレイシオール様から、我々の手前勝手な都合でさらなる支援を引き出そうというのだから、何と恐れ多いことをと安易に賛同できないのも当然だ。だがな、アイザック」

　ナルソンは椅子の背もたれから背を離し、アイザックに向けて身を乗り出した。

「やらねばならんのだ。バルベールとの戦争に敗れた国がどうなるのかは知っているだろう。土地と財産は全て奪われ、生き残ったものは
奴
 ど

 
隷
 れい

 にされる。先に降伏して国ごとバルベールに組み込まれたとしても、土地と財産の損失は免れられん。奴らと戦い、勝利しなければ自由は永遠に失われる。勝利の可能性を少しでも上げるために、あらゆる手段を講じておかねばならんのだ」

「……」

　何ともやりきれないといった表情でうつむくアイザック。ナルソンは内心ため息をつくと、再び椅子の背もたれに背を預けた。

「話はこれだけだ。アイザック、ハベル、しっかり頼むぞ」





　

第５章　大切なもの

　

「んー……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼとの会話を楽しんだ後、ナルソン邸の廊下で石造りの壁をじっと見つめていた。

　一良が見つめるのは壁全体ではなく、石材と石材の間の接合部だ。

　そうしてしばらく石材の接合部を見つめていたかと思うと、今度はカリカリと爪で接合部を引っかいた。

「うーん……あ、アイザックさん、いいところに。ちょっと来てもらえますか？」

　爪に付いた粉を見て首を傾げていた一良は、廊下の奥から現れたアイザックに気づいて声をかけた。

「カズラ様、おはようございます……」

「おはようございます。……って、ちょっと大丈夫ですか!?
 　顔が真っ白ですよ！」

　呼ばれて走り寄ってきたアイザックの顔を見て、一良は驚いた。アイザックの顔には生気がなく、顔色は青をとおり越して白くなっていた。

「いえ、大丈夫ですのでお気になさらず……」

　まるで死人のような顔つきで、何とか笑顔をつくるアイザック。

　声にも張りがなく、まったくもって大丈夫そうには見えない。

　――いつも少し疲れた顔はしてたけど、昨日までは元気だったのにな……まるで客先や上司にしこたま怒られて、心の折れた新入社員みたいだ。

　以前、こちらの世界に来る前に務めていた会社で、時折目にした光景を思い出す。これは、何らかの要因で心に大きなショックを受けた人間の表情だ。

「……ちょっと付いてきてください」

　一良はそう言うと、アイザックを連れて廊下を進む。途中、すれ違った侍女に空いている客室の場所を聞き、そこに熱いお湯を持ってくるようにお願いした。

「すぐに戻ってきますから、ここで待っていてくださいね」

　客室に着くと、一良はアイザックを椅子に座らせ、いったん部屋を出て執務室に走って向かう。そして、執務室に置きっぱなしだったボストンバッグを引っつかむと布でくるみ、何事かと視線を送る各所の見張りの兵の視線を集めながら、アイザックの待つ客室へ急いで戻った。

　一良が部屋に入ると、アイザックが沈んだ表情のまま頭を下げた。

「お待たせしました。今準備しますから」

　一良はアイザックに
微笑
 ほほえ

 むと、ボストンバッグからキャンドル式のアロマポット、
精
 せい

 
油
 ゆ

 の小瓶が入ったポーチ、ガラスポット、それとハーブが入った小袋をいくつか取り出した。

「あ、あの、何の準備をしているのですか？」

「アイザックさんにお茶をご馳走しようと思って。お茶は好きですか？」

「えっ!?
 　そ、そんな、カズラ様にお茶をいれていただくなんて！」

　非常に恐縮した様子で立ち上がるアイザックを、一良は、「まあまあ」と椅子に座らせ、小袋からガラスポットにハーブを移す。

「ここ数日、ほとんど休まずに働きづめでしたからね。そろそろ息抜きにお茶でもしたいと思っていたところですし、雑談ついでに少し付きあってくださいよ」

　一良はそう言いながら、ポットの中に、リンデンフラワー、ローズペタル、セントジョーンズワートといったハーブを均等に入れる。

　部屋にあった棚から取っ手付きの陶器のティーカップを取り出してテーブルの上に並べると、部屋の扉がノックされた。先ほどの侍女が、お湯を持ってきてくれたのだ。

　一良は侍女からお湯の入った銅のピッチャーを受け取ると、テーブルの上のガラスポットにお湯を注いだ。

　ガラスポットの中のハーブはお湯を注がれるとふわりと広がり、時間の経過とともに淡い黄色がガラスポット内を美しく染める。

　ハーブがお湯で煮出されるまでの間、一良はお湯をアロマポットに注いだり、アロマポットの下部に
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 を設置したりしながら２分ほど待つ。

　そして、ハーブが十分に煮出されたことを確認してからティーカップにハーブティーを注ぎ、アイザックに差し出した。

「どうぞ、お口に合えばいいんですけど」

「ありがとうございます……いい香りですね」

　ティーカップを口に近づけ、アイザックはほのかに香る甘い香りに少し
微笑
 ほほえ

 んだ。

　それを見て、一良も自分のティーカップにハーブティーを注ぎ、香りを楽しみながら一口飲む。

「どうです？　もし口に合わないようなら別のお茶も作れますけど」

「いえ、とても美味しいです。ありがとうございます」

「それはよかった」

　少し落ち着いた様子のアイザックに一良は
微笑
 ほほえ

 むと、机の上に置いておいたポーチから、ラベンダーの
精
 せい

 
油
 ゆ

 瓶を取り出した。

　
精
 せい

 
油
 ゆ

 瓶のフタを取り、アロマポットのお湯の中に数滴たらす。

　ボストンバッグからライターを取り出し、ポットの下部に設置しておいた
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 に火をつける。

「それは何なのですか？」

「これはアロマオイルといって、私の……神の国で取れる植物から抽出した油です。こうして火にかけると、その油特有の香りを楽しむことができるんですよ」

　アロマポットに火をかけると、すぐにラベンダー特有の優しい香りが広がった。

「さて……アイザックさん、先日は同じ大きさの布袋を３０００も用意しろだなんて言ってしまいましたが、もしどうしても都合がつけられないようだったら言ってくださいね。何が何でも用意しろとは言いませんから」

「いえ、布袋については大丈夫です。すでに町中の仕立て屋に発注をかけてありますので、明日中には全て用意できるかと思います」

　――あれ？　布袋の用意ができなくてへこんでいたわけじゃないのか。

　アイザックの返事を聞き、一良は内心首を傾げた。

　てっきり、先日一良が指示した内容を達成することができずに、ナルソンやジルコニアから大目玉を食らったのだろうと思っていたのだ。

　だが、アイザックがへこんでいる理由はそうではないらしい。

「そうですか、それはよかった。先ほどはアイザックさんが深刻な表情をしていたので、私はてっきり……あの、何か辛いことがあったなら、私でよければ話くらいは聞けますよ？　あ、でも、話したくなければ無理にとは言いませんから」

「っ……はい……ありがとう……ございます……」

　一良がそう言うと、アイザックは息を詰まらせ、泣きそうな表情でうつむいてしまった。

　一良はアイザックが何か話し出さないかと、そのままじっと黙っていた。しかし、いくら待ってもアイザックは何も話し出しそうにない。

　そこで、一良は話題を変えることにした。

「そうそう、アイザックさんに聞きたいことがあるんですけど、聞いてもいいですかね？」

「はい、何なりと」

　一良の言葉に、アイザックは顔を上げた。

　だが、その表情は先ほどの泣きそうな表情ではなく、何か吹っ切れたかのように決意に満ちた顔になっていた。

　アイザック自身の
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 も、先ほどまでのしょげかえったものではなく、どこかやる気に満ち
溢
 あふ

 れているかのようだ。

　――……ハーブティーとアロマオイルって、こんなに極端な効果があるのか？　それとも、この数分の間にアイザックさんの中で何かあったのか？

　急に
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 の変わったアイザックに、一良は面食らってしまう。

　一良はアイザックに元気を出してもらおうと、
抗
 こう

 
鬱
 うつ

 作用やリラックス作用のあるハーブを選んでハーブティーを作り、アイザックに飲ませた。

　それだけではなく、
抗
 こう

 
鬱
 うつ

 作用や
鎮
 ちん

 
静
 せい

 作用のあるラベンダーの
精
 せい

 
油
 ゆ

 も使った。

　だが、それにしてもアイザックのこの変わりようは、いくらなんでも極端すぎる。

　以前、グリセア村で死にかけたバリンにリポＤを飲ませた時ですら、体力回復の効果が出るまでに２時間以上はかかった。

　今回
精
 せい

 
油
 ゆ

 とハーブを使った目的は体力回復ではなく、精神面の作用を狙ったものだ。

　もしかしたら、
精
 せい

 
油
 ゆ

 やハーブティーは食べ物以上にすさまじい効果を発揮するのではという懸念が頭をもたげた。

　――いや、でもそれだと、前にバレッタさんとバリンさんに飲ませたハーブティーの説明がつかないな。もしこんな極端な効果があるなら、２人はハイビスカスを飲んだ直後からおしっこが止まらなくなっていたはずだ。

「あの、カズラ様、どうかなさいましたか？」

　一良がしばらく考え込んでいると、急に黙ってしまった一良に不安を感じたのか、アイザックが心配そうな表情で声をかけてきた。

「あ、いえ、何でもないです」

　再びしょげかえられては元も子もないと、一良は慌てて口を開いた。

「この建物の石壁って、石と石の間を何かで接合させていますよね」

「ええ、
石
 せつ

 
膏
 こう

 と砂を混ぜたものを使って接合させています。小さい石材やレンガの接合にも、
石
 せつ

 
膏
 こう

 を使っていますよ」

　――
石
 せつ

 
膏
 こう

 ……建築材料でよく聞く
石
 せつ

 
膏
 こう

 ボードのやつか。ホームセンターにも売ってたっけ。

　
石
 せつ

 
膏
 こう

 と聞き、一良は
石
 せつ

 
膏
 こう

 ボードを思い浮かべた。家の壁にも使われている、一般的な建築材料だ。

　といっても、日本で使われている
石
 せつ

 
膏
 こう

 ボードには、
石
 せつ

 
膏
 こう

 以外にも混ぜ物がされていると思われるので、純粋な
石
 せつ

 
膏
 こう

 とはいえないだろう。

「なるほど……あの、
石
 せつ

 
膏
 こう

 以外で石材とかの接合に使われているものって何がありますかね？」

「
石
 せつ

 
膏
 こう

 の他には粘土が使われていますね。使い方などの詳細は私では分かりかねますので、後ほど街の建築士に聞き取りをして資料としてまとめさせていただきます。明日中には用意いたしますので」

「あ……何か仕事増やしちゃったみたいですみません。よろしくお願いします」

　やる気に満ちた表情で率先して動こうとするアイザック。

　一良は少し尊敬の念を抱きながらも、元気になった様子にほっと息をついた。

「あと、アイザックさんは
石
 せつ

 
灰
 かい

 って聞いたことはありますか？」

「はい、床下などに虫がわいた時に
撒
 ま

 く白いやつですよね？　確か領内でも取れる場所はあったかと思います」

　なぜ一良がこんなことを聞いているのかというと、別に虫除け剤が必要なわけではなく、この世界にモルタルが存在しているのかを知りたかったからだ。

　ここ２日、一良はイステリア内に現存する土手の工事記録や、イステリア周辺の地図といった資料をひたすらまとめていた。だが、資料をまとめることに集中しすぎて、現存する技術について調べることをすっかり忘れていたのだ。

　治水工事を計画する以前に、何が使えて何が使えないのかを知らないのではお話にならない。

　ちなみに、一良の考えたモルタルとは、
石
 せつ

 
灰
 かい

 と土や砂利などを混ぜた
石
 せつ

 
灰
 かい

 モルタルだ。

　日本では左官屋さんが壁や
塀
 へい

 を
塗
 ぬ

 る時に使っている、こちらもごく一般的な建築材料だ。

「カズラ様、
石
 せつ

 
灰
 かい

 が必要ならばすぐに手配いたしますが」

「とりあえずはまだ大丈夫です。必要になったらその時お願いしますから」

「分かりました。虫除けに使われるものとしては、
石
 せつ

 
灰
 かい

 の粉を
撒
 ま

 く以外に、香草をいぶして出る煙を使う方法があります。虫除けについても調査して資料を……」

「あ、そっちの報告書は必要ないです。衛生問題についてはまだ手を出しませんから」

　さらに自分の仕事を増やそうとするアイザックを、慌てて止める。

「そうですか……何か必要な物がありましたら、何でも私にお申し付けください。全てに優先して対応させていただきますので」

「はい、その時はよろしくお願いします」

「それと、本日より私とハベルはカズラ様の側近として仕えさせていただくことになりました。カズラ様の指示があれば何でもいたしますので、どうか我らのことは手足のようにお使いいただければと思います」

「え、側近？　側近って、私の部下になるってことですか？」

「そう思っていただいて問題ありません」

　急に出た話に、一良は驚いて目を
剥
 む

 いてしまう。

　アイザックは椅子から立ち上がると、その場に片膝をついて頭をたれた。

「今後、カズラ様の御身は私が命をかけてお守りいたします。全身全霊で仕えさせていただきますので、どうかよろしくお願いいたします」

「お、おう」

　まるで騎士の礼のようなものを捧げられ、一良は
頷
 うなず

 きながらも、

　――何か重い……。

　と心の中でつぶやいた。

　

　一良とアイザックが話し込んでいる頃、ハベルはナルソン邸の広場で馬車の準備をしていた。

　馬車にはまだ御者は乗っておらず、馬車の周囲にいるのはハベルだけだった。

「おや、ハベルじゃないか！　久しぶりだねえ！」

　地図や工事記録書の入った木箱を馬車に積み込んでいたハベルは、背後からの声に振り返り顔を
顰
 ひそ

 めた。

「兄上……」

　いつの間に近寄ってきたのか、そこには彼の実兄であるアロンド・ルーソンの姿があった。

　アロンドは身長が１８０センチ少々はあり、ハベルと比較して15
 センチは高い。

　そのため、近くに来られるとハベルは見上げるような形になってしまう。

　顔つきも少々童顔なハベルとは対照的で、目付きが鋭く、初対面の者であればどことなく理知的な印象を受ける顔立ちだった。歳はハベルより５つ上、25
 歳である。

「こらこら、実の兄に対してその反応はあんまりじゃないか。久しぶりの再会なんだから、もう少し嬉しそうにしなよ」

「……予定よりも、ずいぶん早くお帰りになられたのですね」

　大げさに肩をすくめて見せる兄の姿に、ハベルは内心舌打ちした。

　先日、
屋
 や

 
敷
 しき

 の執事に確認した予定では、アロンドがイステリアに戻ってくるのは明後日になるはずだった。

　予定どおりならば、ハベルは明後日の早朝から一良と一緒にグリセア村へ向かう予定だったので、アロンドとは顔を合わさずに済むはずだった。

　だが、どういうわけか、予定よりも早くイステリアに戻ってきてしまったらしい。

「グレゴリアでの取引が思いのほか早く済んでね。せっかくだから観光してきてもよかったんだけど、可愛い弟の顔を早く見たくて急いで帰ってきたんだよ！」

「そうですか。ですが、このとおり私はもうすぐ任務に出ねばなりません。残念ですが、兄上の相手をしている時間はないのです」

「えっ、こんな朝早くからかい!?
 　まだ朝食の時間にすらなっていないじゃないか！」

「兄上のように貴族社会に身を置いている方と、軍属の人間は時間の流れが違うのです。私が毎朝早く軍部に出勤していることは、兄上もご存知でしょう？」

　目を丸くして驚くアロンドに、ハベルはため息をつきながら相手をする。

　この男の相手をしていると、ハベルはイライラして仕方がなかった。

　態度に出すまいと努力はしてはいるのだが、顔を合わせるたびにわざとらしく軽口を叩いてくるので、どうしても表情や態度に
嫌
 けん

 
悪
 お

 
感
 かん

 が出てしまう。

　他にもアロンドを嫌っている理由はあるが、それはまた別の話だ。

「ん、ああ……そう……だったかな？　まあ、時間がないんじゃ仕方がないね」

「……」

　毎朝、
屋
 や

 
敷
 しき

 での朝食の席にハベルがいないことにまったく気づいていなかったかのように、とぼけるアロンド。

　先ほどハベルを指して、可愛い弟と表現したのはいったい何だったのか。

　アロンドの態度にハベルが
頬
 ほほ

 を軽く引きつらせていると、広場の入口から見知った
壮
 そう

 
年
 ねん

 の男が姿を現した。

「む、ハベルじゃないか」

「父上、おはようございます。長旅お疲れ様でした」

　ハベルは自分の父――ノール・ルーソン――の姿をみとめると、すぐにアロンドから向き直って軽く頭を下げた。

「うむ。ハベルも変わりないか？」

「はい、私のほうは特には。父上こそ、グレゴリアからずっと馬車での移動でお疲れなのではないですか？　少しお休みになったほうが……」

「ああ、だがグレゴリアでの取引と視察の成果をナルソン様に報告するのが先だ。報告が終わったらしばらく羽を伸ばすさ」

　長旅のわりには元気そうな父の様子に、ハベルは内心ほっと息をついた。

　長旅のせいで病気でもして、万が一死んでしまうようなことがあったら、
家
 か

 
督
 とく

 は長男であるアロンドが継ぐことになる。

　それだけが理由ではないが、まだまだ父には長生きしてもらわねば困る。

「そうしてください。……あ、あと、父上に１つお願いがあるのですが」

「ん、何だ？」

「明後日より、私はしばらくの間、軍の任務でイステリアを離れなければなりません。その間、マリーを従者として連れて行きたいのですが……」

　マリーとは、ルーソン家の
屋
 や

 
敷
 しき

 で働く若い侍女である。

　３日前、一良たちがルーソン邸に宿泊した際に、一良たちの身の回りを世話していたのが彼女だ。

　ハベルがそう申し出ると、ノールは少し渋るような表情を見せた。

「……ハベル、分かっているとは思うが……」

「おいおい、あんな奴連れて行ってどうするんだ？　お前は……」

「アロンド」

　先ほどのとぼけた様子とは打って変わって、
嫌
 けん

 
悪
 お

 
感
 かん

 
剥
 む

 き出しでハベルに何か言いかけたアロンドを、ノールは名前を呼んで黙らせる。

「いいだろう、連れて行くといい。ただし、妙なことを考えるんじゃないぞ。あれは、私の所有物だ。お前のものではない」

「はい。分かっております」

　ノールの
承
 しよう

 
諾
 だく

 を得て、ハベルはどことなくほっとした様子で答える。

「……チッ」

　そんな２人のやり取りを見て、アロンドは実に不愉快そうに舌打ちをした。

　

　その日の夜。

　ハベルは使用人にあてがわれた建物の、とある部屋の前にいた。

　時刻は夜中の12
 時過ぎで、もう
屋
 や

 
敷
 しき

 の中の者は一部を除いて全員が寝静まっている。

　先ほどまでハベルは一良とともに、工事書類と地図の整理を手伝っていた。

　だが、「そろそろ帰って休みなよ」と言われたため、礼を述べて帰路についたのだ。

　帰る間際に、一良から何やらすごく甘い味のする小さな黒っぽい食べ物を１粒もらった。

　連日早朝から深夜まで働いていたせいで、かなり体と頭に疲労が溜まっていたためか、その食べ物の甘さは胃に染み渡るように美味しく感じられた。

「さすがにもう寝てるか……」

　静まり返る暗い廊下で、目の前の扉に向かいハベルはぽつりとつぶやいた。

　使用人たちには
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 がいくらか支給されているので、部屋で何か作業を行っているのなら、扉の隙間から灯りが漏れているはずだ。

「……ハベル様？」

　ハベルが
屋
 や

 
敷
 しき

 に向かおうと
踵
 きびす

 を返しかけた時、部屋の中から声が聞こえて扉が開き、１人の少女が顔を出した。

「マリー、起きてたのか」

「はい、ハベル様のご帰宅をお待ちしていたのですが、あまりにも遅いので今日はもうお帰りになられないのかと……」

　周囲に声が響くのを気にしているのか、マリーは小声でハベルに答える。

　マリーは今は侍女服姿ではなく、寝間着として足首まで丈のある、粗い布地のワンピースを着ていた。

　侍女服姿の時は
凛
 りん

 として見えたが、こうして寝間着姿になると、歳相応のあどけなさが感じられる。ちなみに、マリーの年齢は13
 歳だ。

「あの、よろしければ中へ……」

「うん」

　マリーに招き入れられ部屋に入ると、ハベルは壁際に設置された木製の粗末なベッドに腰をかけた。

　部屋にはベッドの他に小テーブルと洋服掛けがあるだけで、広さも３畳ほどしかない。

「今日、旦那様から……」

「マリー、こっちにおいで」

　立ったまま話し始めたマリーにハベルは
微笑
 ほほえ

 むと、自分の隣のスペースをぽんぽんと叩いた。

　マリーは少し戸惑った様子だったが、恐る恐るといった様子でハベルの隣に腰を下ろした。

「……今日の夕方に旦那様から、明後日からしばらくハベル様に付き添って
屋
 や

 
敷
 しき

 を出るように言われました。……あの、ありがとうございます。私……」

「マリー」

　ハベルの隣で、床に目を落としたまま話し始めたマリーの頭に、ハベルはそっと手を置くと、その髪を
梳
 す

 くように優しく撫でた。

「兄さんでいいよ。誰もいないからさ」

「……兄さん」

　マリーは優しく
微笑
 ほほえ

 むハベルにぎこちない笑みで応えると、その肩にそっと頭を預けた。
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　翌日の昼間、ナルソン邸の一室は
騒
 そう

 
然
 ぜん

 とした空気に包まれていた。

　バレッタたちを連れてグリセア村に向かった護衛兵の一行が、村を襲撃した野盗を連れて帰還したのだ。

「バレッタさんたちは無事なんですか!?
 」

　グリセア村が野盗の一団に襲われたと聞き、一良は思わず座っていた長机の椅子から腰を浮かせて、護衛兵に問いかけた。

「グリセア村の人々は全員無傷です。それどころか、襲撃してきた13
 人のうちの10
 人を逆に討ち取り、野盗の首領ともう２人を
捕
 ほ

 
縛
 ばく

 しておりました」

　その報告に、その場にいる全員に驚きの表情が浮かんだ。

「……13
 人もの武装した集団に襲われたというのに、
殲
 せん

 
滅
 めつ

 したというの？　それも無傷で？」

「この目で確認しましたので間違いありません。しかも、殺されていた野盗はほぼ半数が一撃で急所を貫かれ、一部の者に至っては首を切断されたり、胴体を一撃で切り裂かれておりました」

　護衛兵の男がそう答えると、ジルコニアはちらりと一良に目をやった。

　一良は険しい表情のまま、黙って護衛兵を見つめる。

「村が襲われたのは昼間かしら？」

「いえ、村人たちが寝静まった頃合を狙って、深夜に村長邸を襲撃したようです。バリン殿は襲撃してきた野盗から逃れて村の者たちを起こし、集団で反撃してこれを
殲
 せん

 
滅
 めつ

 したと話しておりましたが……」

「どうしたの？」

　そこまで言って、話すのをためらうかのように護衛兵が言いよどむ。

「それが……戦闘があったという現場を確認したのですが、バリン殿の話と現場の状況の
辻
 つじ

 
褄
 つま

 が合わないのです。一部の野盗には武器や防具に
戦
 せん

 
闘
 とう

 
痕
 こん

 が見られるのですが、それ以外の者には
戦
 せん

 
闘
 とう

 
痕
 こん

 が見られませんでした」

「……
戦
 せん

 
闘
 とう

 
痕
 こん

 がない？」

「はい」

　
戦
 せん

 
闘
 とう

 
痕
 こん

 とは、戦いの際に生じる武器や防具の傷や、身体にできる抵抗の
痕
 あと

 である。

　それがないということは、完全な
隙
 すき

 を突いて一撃で殺されているか、降伏して無抵抗状態になったところを殺されているかのどちらかだ。

「無抵抗で殺されているってこと？」

「そうです。それも背後から、一撃で急所を貫かれたり首を切断されたりして即死しています。そして、それらの全てが刃物傷です。矢傷ではありません。ジルコニア様、恐れながら申し上げますが、私には……」

「ジルコニアさん」

　護衛兵の男が何か言いかけた時、それまで黙って話を聞いていた一良がジルコニアに声をかけた。

「はい」

「予定を繰り上げて、私は今からグリセア村に向かいます。アイザックさん、ハベルさん、すぐに準備をしてください」

「かしこまりました」

「直ちに準備いたします」

「第２軍団の近衛兵を護衛に出すわ。アイザック、兵舎に行って私の名前で１００人準備するように近衛部隊長に伝えて。装備は往復10
 日分で従者の同行は可。私が到着するまでの指揮権はアイザックに
委
 い

 
譲
 じよう

 。大至急よ」

　ジルコニアはそう言いながら、近場にあった皮紙に羽ペンで走り書きをする。

「はっ！」

　アイザックは皮紙を受け取ると、ハベルとともに部屋を飛び出していった。

　その２人に続いて一良も席を立つと、執務室に向かうため扉へと足を向ける。

「カズラ殿、馬車や布袋などは後から発つということでよろしいですか？」

「それでかまいません。よろしくお願いします」

　振り向かずに答えて出て行く一良。

　そして護衛兵が、先ほど阻まれた続きを言おうと口を開く。

「ナルソン様、ジルコニア様、私にはバリン殿や村の者たちが何かを隠しているとしか……」

「オーティスと言ったかしら？」

「は、はい」

　またもや言いかけた言葉を遮られ、護衛兵の男――オーティス――はジルコニアに
頷
 うなず

 き返す。

「オーティス、グリセア村で見たことは他言無用よ。絶対に誰にも話してはいけない」

「……は」

「護衛として同行した他の者を連れてきなさい。私から直接言うから」

「かしこまりました」

「それと、捕らえた野盗を
尋
 じん

 
問
 もん

 するわ。兵に野盗を引き渡して、地下の
尋
 じん

 
問
 もん

 室に連れて行くように伝えなさい。部屋は全員別々よ。引き渡す前に、野盗には目隠しと
猿
 さる

 
轡
 ぐつわ

 をしておくように」

「はい」

　有無を言わさぬといった口調で命令され、オーティスは姿勢を正して礼をすると部屋を出て行った。

「……ジル、長剣で人間の肩から腹までを一撃で切り裂くことはできるか？」

「やろうと思えばできないこともないけど、そんな大振りの攻撃をする余裕があるのなら、私だったら腹でも突き刺すわね。乱戦時なら、なおさらそうよ。でも、戦闘中はその時の状況によって何でも起こりえるし、一概には言えないけど」

「ふむ……」

　一良の出て行った扉に目を向けたまま答えるジルコニアに、ナルソンは考え込むように
唸
 うな

 る。

「カズラ殿が我々の下へやってきてから、ジルは何か体調に変化を感じているか？」

「そうね……カズラさんが来た次の日の朝、今まで感じていた体の疲労が少しだけ楽になっていたような気はするかも。でも、それからは特に何もないかしら」

「私と同じだな。グレイシオール様が現れたという
高
 こう

 
揚
 よう

 感のせいだと思っていたが、これはもしかしたらカズラ殿が我々に何か祝福のようなものを与えてくださったのか、もしくは……」

「……もしくは？」

「あの時食べた、缶詰のせいかもしれん」

　その
台詞
 せりふ

 に、ジルコニアはいぶかしむような視線をナルソンに向けた。

「グレイシオール様の言い伝えは知っているだろう？　思い出してみろ、気になる一文がある」

「一応言い伝えは知っているけど、文面全てを暗記しているわけじゃないから……」

　困り顔で答えるジルコニアに、ナルソンは少し意外そうな表情をした。

　グレイシオールが現れて一番大喜びしたのはジルコニアだったので、言い伝えを全て覚えているものだと思っていたのだが、そうでもないらしい。

「言い伝えの中には、『不思議なことに、男の持ってきた食べ物は少しの量でも身体に力が湧き起こり、大勢の
飢
 う

 えた人々を救うことができた』という一文があるんだ。今までは
御
 お

 
伽
 とぎ

 
噺
 ばなし

 にありがちな話だと大して気にしていなかったが、もしかすると言い伝えの内容は本当のことを指し示しているのかもしれんぞ」

「……ちょっとまって。それだと今回の野盗の襲撃を撃退できた理由は、『グリセア村の住民たちはグレイシオール様の持ってきた食べ物を食べていたから』ってことになるの？」

「あくまで推測だ。そうとは限らん。『グレイシオール様の持ってきた食べ物を食べたから』なんていう理由ではなく、本当にグレイシオール様がグリセア村の住民に祝福を与え守っているのかもしれないし、野盗と戦ったのはグリセア村の住民ではない何者かという可能性もある」

　ナルソンの推理を聞き、ジルコニアは険しい表情で
額
 ひたい

 を押さえた。

　どれもこれもそれっぽく聞こえるし、何が正しいのかさっぱり分からない。

「……何か頭が痛くなってきたわ。どちらにせよ、真実を知るにはカズラさんに直接聞くしかないけど……」

「……聞きづらいな」

　険しい表情のまま振り返りもせずに出て行ってしまった一良を思い出し、２人はため息をついた。

　自分たちの部下が一良をイステリアに連れてくるような真似をしなければ、一良が不在の時にグリセア村が襲われるなどといったことはなかったはずだ。

　一良がグリセア村の住民、特にバレッタという少女を大切に思っていることは、先ほどの態度でよく分かる。

　先ほど出て行った一良は、２人の目には相当不機嫌に映っていた。実際のところ、一良は不機嫌になっていたというわけではないのだが。

　ふと、
額
 ひたい

 を押さえていたジルコニアは思い出したように顔を上げると、長机の両端を手で掴み、持ち上げるように力を込めた。

「んーっ！　……ダメ。持ち上がらない」

「何をやってるんだお前は……」

「もし食べ物で力が備わってるなら、私でも持ち上げられるかなって」

　分厚い板で作られた重厚な長机は、とても女性１人の力で持ち上げられるような代物ではない。それを、片側だけを持ち上げようとしたならともかく、ジルコニアは机に抱きつくように両手で端を掴んで丸ごと持ち上げようとしたのだ。

　よほどの剛力の持ち主でなければ、１人で持ち上げることなど不可能だ。

「まあ、食べ物がどうという話は保留にしよう。この状況でこちらからずけずけとカズラ殿に聞くのも
憚
 はばか

 られるしな。これ以上機嫌を損ねるわけにはいかん」

「そうね……それに、捕らえた野盗を
尋
 じん

 
問
 もん

 すれば、どんなことが起こったのかくらいは分かるはずだし」

　机に手をついて起き上がったジルコニアがそう言った時、部屋の扉がノックされた。

　護衛兵が、仲間を連れて戻ってきたのだ。

　

　それから１時間後。

　ジルコニアは、ナルソン邸の地下にある
尋
 じん

 
問
 もん

 室へと向かっていた。

　その手には40
 センチ四方の大きさの木箱が抱えられており、箱には布が被されている。

　ジルコニアは
尋
 じん

 
問
 もん

 室の前にたどり着くと、見張りの衛兵に扉を開かせた。

　部屋の中には人相の悪いスキンヘッドの男が、後ろ手に手首を縛られて椅子に座らされていた。その両脇には、真っ赤なマントを着けた重装備の兵士が控える。

　ジルコニアの子飼いの兵で、第２軍団の近衛兵だ。

　ジルコニアは机の上に木箱を置き、男の対面の椅子に座る。

「こんにちは。これからあなたを
尋
 じん

 
問
 もん

 する、ジルコニアよ。よろしくね」

　男はジルコニアの顔をまじまじと見つめ、驚いたような表情を見せた。

「ジルコニアって、あの『常勝将軍』のジルコニアか？」

「あら、私のこと知ってるのね。でも、その呼び名は好きじゃないの。もう呼ばないでくれる？」

『常勝将軍』とは、先の戦争の後半にジルコニアが呼ばれていた
渾
 あだ

 
名
 な

 である。

　数々のバルベールとの戦いにおいて、彼女が率いる部隊が参加した戦いは敗北したことが
皆
 かい

 
無
 む

 だったという噂から付いた
渾
 あだ

 
名
 な

 なのだが、どういうわけか当の本人はその
渾
 あだ

 
名
 な

 が嫌いらしい。

　ジルコニアは笑顔でそう言うと、木箱から布を取り去り、中から長方形の
青
 せい

 
銅
 どう

 の刃が付いた小さな木製の台を取り出した。

　
青
 せい

 
銅
 どう

 の刃の片側は半固定されており、もう片側には木製の取っ手が付いている。

　取っ手を持ち上げれば刃が上がり、降ろせば刃が台に接するという、至ってシンプルな仕組みだ。

「何でだよ。あんたの部隊が来れば戦場は……お、おい、何だそれは？」

　目の前に置かれた物騒な台を見て、男が顔色を変えた。それもそのはず、台にはいたるところに血がこびりついたような跡が残っていたのだ。

「ごめんなさいね。ちょっと忙しくて、あまり時間がないの。今から私がする質問に答えてくれればそれでいいんだけど、他の部屋にいる２人と答えがもし違ったら、その時は全員の指を１本落とすから、そのつもりでね。じゃあ、最初の質問なんだけど……」

　さらりととんでもないことを言ってのけるジルコニアに、男は
戦
 せん

 
慄
 りつ

 した。

　まるで指の切断など大して重要ではないといったような言い方であるし、自然な笑顔で言い放つ神経も信じがたい。

「あなたたちの野盗団は、全部で何人いたのかしら？」

　そんな男の反応などまったく気にしていないといったふうに、ジルコニアは質問を開始した。

　

　ジルコニアが野盗たちを
尋
 じん

 
問
 もん

 している頃。

　ナルソン邸の広場は、
急
 きゆう

 
遽
 きよ

 集められた大型馬車や、出立準備をする第２軍団の近衛兵や従者たちでごった返していた。

　近衛兵や従者たちはすでに荷物の最終確認を行っている段階であり、もう数分もすれば出発にこぎつけることができるだろう。

　そんななか、一良は広場の隅で石のベンチに腰をかけ、暗い表情で地面を眺めていた。

　一良の傍らにはアイザックが控えている。一良を気にかけるかのように時折ちらちらと見やりながら、準備完了の報告をする近衛兵の応対をしていた。

　――俺の考えが甘すぎたのか。グリセア村の住民以外の人間なんて放っておけばよかったのか。

　グリセア村が野盗に襲われたという事実を受け、一良は今まで取ってきた自分の行動を振り返り、自己嫌悪に陥っていた。

　村が襲われたタイミングからいって、野盗たちはグリセア村へ向かうバレッタたちの乗った馬車を尾行していたのだろう。

　護衛兵の話では、グリセア村の住民に被害は出ていないとのことだったが、一歩間違えば取り返しの付かないことになっていたはずだ。

　バレッタたちを先にグリセア村へ帰してしまったことも悔やまれるが、それ以上に、自身がバレッタたちを伴ってイステリアに赴いてしまったことを後悔した。

　何も、わざわざ一良が支援の話を説明するためにイステリアへ来ることはなかったのだ。

　イステリア側が一良の支援を欲するのなら、向こうから一良の下に出向かせることもできた。

　アイザックとハベルにグレイシオールとして一良の存在を認めさせた後ならば、それも可能だったはずだ。

　だが、その場合、ナルソンとジルコニアがアイザックたちの話をすぐに信じるとは考え難い。

　実際に一良がナルソンたちと面会して支援を実行に移すまでには、一良がイステリアに直接赴くのに比べて相当な期間がかかることになっただろう。

　領内における
飢
 き

 
饉
 きん

 による被害も、一良の支援の遅れに伴って大幅に拡大するはずだ。

　だが、グリセア村の安全を最優先に考えるのなら、そんなことは知ったことではない。

　場合によってはグリセア村以外への支援は一切拒否し、例外的に
腐
 ふ

 
葉
 よう

 
土
 ど

 の使い方や肥料の作成手法のみを教えるに留めるといったやり方もできたはずだ。

　――だけどあの時、この国に対する救済の願いを突っぱねていたらどうなっていたんだ？　ナルソンさんたちがそのまま村を放っておくはずがないし、村の噂が広まればいずれ……いや、アイザックさんたちに口外するなと命じておけば……。

　いったい、自分はどう行動すればよかったのだろうか。

　
飢
 き

 
饉
 きん

 のために領内で大量の
餓
 が

 
死
 し

 者が出そうだと言われ、そこまで酷い状況ならばと願いを聞き入れた自分は愚か者だったのだろうか。

　たとえ周囲の村や街が
餓
 が

 
死
 し

 者で
溢
 あふ

 れかえっても、グリセア村の住民だけを大切に保護し続け、周囲の悲惨な状況は無視するべきだったのか。

　むしろ、グリセア村を救うだけならば、村人たちに食料援助をするだけでよかったのだ。

　それを調子に乗って水車を持ち込んだり、肥料を持ち込んだりとよけいなことをした結果、アイザックに一良の存在を嗅ぎつけられてしまった。

　アイザックに見つかりさえしなければ、一良やバレッタがイステリアに赴くこともなかったし、馬車の積荷を狙ったであろう野盗に村を襲撃されることもなかったはずだ。

「カズラ様、出発の準備が整いましたが……」

　一良がそんなことを考えていると、全ての近衛兵たちのグループから出立準備完了の報告を受けたアイザックが、おずおずといった様子で声をかけてきた。

「あ……はい」

　心配そうな視線を向けるアイザックを見上げ、一良は「アイザックにさえ見つからなければ」とアイザックに責任を押し付けるような考えを持ち始めていた自分に驚いた。

　アイザックとて、悪意があって一良に領内の救済を願い出たわけではないはずだ。

　むしろ、グレイシオールをかたる一良に対して、無礼を
詫
 わ

 びて自決を図るほどの真面目な人間である。領民のことを思って命懸けで救済を願い出たアイザックに、責任を押し付けるような真似などできるはずがなかった。

「カズラ様、このたびの野盗によるグリセア村襲撃の責は私にあります。グリセア村で静かに過ごしておられたカズラ様を私は……」

　そう思った矢先、馬車に向かおうとする一良に、アイザックは沈んだ表情で語り始めた。

　暗い表情の一良を見て、先ほど一良が考えていたようなことを自分でも考えてしまい、責任を感じているのだろう。

「アイザックさんに責任はありませんよ。自分を責めないでください」

「……はい」

　努めて柔らかい表情で言う一良に、アイザックは暗い表情をしたままではあるが、珍しく素直に頷いた。

　内心では納得していないのだが、出発時間が押してしまうのを気にして形だけ頷いたのだ。

「では、行きましょうか。アイザックさんはラタに乗って行くのですか？」

「はい、私はラタで部隊を先導します。何か御用の場合は、馬車の近くにハベルを控えさせますので、何なりとお申し付けください」

　そう言うと、アイザックは一良のために用意されたであろう馬車へと目を向ける。

　一良も視線を追うと、そこには周囲の馬車よりも一際立派な大型馬車が待機していた。

　馬車の扉は開かれており、車内の豪勢な造りがのぞいて見える。

　床には立派な
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 が敷かれ、テーブルやソファーまで設置されていた。まるで小部屋を丸ごとラタで引いているかのような造りだ。

　馬車の傍にはすでにハベルが控えており、傍らにいる１人の少女と何やら話していた。

「ん？　あれは確か、ハベルさんの家で……」

「どうかなさいましたか？」

「ええ、あそこでハベルさんと話している女の子ですが、この間私たちがハベルさんの家に泊まった時に、色々と私たちの身の回りの世話をしてくれた娘なんです。ハベルさんが気を使って連れてきたのかな」

　少しでも見知った相手を世話係として用意してくれたのだろうかと、一良はハベルの気遣いに感心した。

「なるほど、ずいぶんと若い従者を連れてきたなとは思っていたのですが、そういうことだったのですね。ハベルは色々と機転が利く男なので、細かいところにも目が届くのでしょう。私も見習わねば」

　感心する様子の一良を見て、アイザックは少し嬉しそうにハベルの行動を賞賛する。

　自分の部下が頼りになる男で良かったと、今さらながらに
安
 あん

 
堵
 ど

 した。

　

「あ、あの、そろそろ私も馬車に乗ったほうがいいのでは……」

　周囲の馬車が続々と出立準備を整える中、マリーは慌てた様子でハベルに申し出た。

　広場で慌しく動き回る近衛兵たちはそのほとんどがラタに乗り、彼らの従者たちも自分の主人の荷物とともに馬車に乗り込み始めていた。

　自分も早く馬車に乗らなければ、大型とはいえたくさんの荷物と多くの従者でひしめき合う馬車の中では、十分なスペースを確保できなくなってしまうかもしれない。

　今回は急ぎの行軍なので、護衛の近衛兵たちは全員が騎兵として一良に随伴する。

　それに付き添う従者たちも、騎兵と同等の行軍速度を維持するために、全員が馬車に乗らなければならないのだ。

「いや、もう少しだけここにいてくれ」

　慌てた様子のマリーをよそに、ハベルは視界の端で一良とアイザックが何やら話している様子を捉えながら、一良がこちらにやってくるのをじっと待っていた。

　ハベルの予想が正しければ、一良がこちらにやってくるまでマリーをこの場で待たせておけば、マリーは他の従者たちでひしめき合う大型馬車に乗らずに済むことになるはずだ。

　そうして、なおも馬車への移動を訴えるマリーをいなしながら少し待っていると、一良がアイザックと別れてハベルの下に歩いてきた。

「ハベルさん、馬車の準備はできましたか？」

「はい、今しがた全て整ったところです。マリー、早くあっちの馬車に乗り込んでくれ。すぐに出発するぞ」

「えっ!?
 　あ、はい！」

「ん？　あっちの馬車って……マリーさん、ちょっと待ってください」

　慌ててハベルが指し示した馬車に向かおうとするマリーを、一良は引き止めた。

　ハベルの指した馬車は、近衛兵の荷物や従者たちでかなり混雑しているように見える。

　馬車の中には一応腰掛けが付いているようだが、長時間の移動となると、マリーのような少女には体力的に辛いものがあるだろう。

「ハベルさん、道中の世話役として、マリーさんには私の馬車に乗っていただきたいのですが」

「かしこまりました。マリー、やはりカズラ様と一緒の馬車に乗ってくれ。失礼のないようにな」

「……え？」

　予想だにしていなかった流れに、マリーは固まった。

　だが、ハベルは一良に一礼すると、そのまま広場の隅に繋げられた自分のラタの下へと歩いていってしまった。

「無理を言ってすみません。グリセア村に着くまでの間、よろしくお願いしますね」

　固まるマリーに
微笑
 ほほえ

 みかけ、一良は馬車の中へと乗り込んだ。

　

「大丈夫ですか？　辛いようなら馬車を止めさせますよ？」

「だ、大丈夫です。ありがとうございます……」

　ナルソン邸を出発してから数十分後。

　ガタガタと揺れる馬車の中で、一良は青白い顔をしたマリーの背を
擦
 さす

 っていた。

　マリーが馬車に酔ってしまったのだ。

「ちょっと待っててください。今薬を出しますから」

「えっ!?
 　あ、あの、私なんかがカズラ様からお薬をいただくわけには……」

「いいからいいから」

　薬を出すと言われておろおろし始めたマリーをいなし、一良は車内に置いてあったボストンバッグを開けると、中から
精
 せい

 
油
 ゆ

 の小瓶の入ったポーチを取り出した。

　――えっと、乗り物酔いっていうとラベンダーとペパーミントと……なんだっけ、
柑
 かん

 
橘
 きつ

 系の何かでいいか。

　日本で生活していた時に時折使っていた
精
 せい

 
油
 ゆ

 の効能の知識を頼りに、一良はポーチの中からラベンダーとペパーミント、それにグレープフルーツの
精
 せい

 
油
 ゆ

 瓶を取り出した。

　バッグの中からハンカチを取り出し、それらの
精
 せい

 
油
 ゆ

 を１滴ずつ染み込ませる。

　
精
 せい

 
油
 ゆ

 を染み込ませたハンカチは、昨日アイザックのために使ったアロマポットのように、一気に香りを広げるといったことはない。

　ハンカチに直接顔を近づけなければ、馬車内とはいえそれほど
精
 せい

 
油
 ゆ

 の匂いは感じられないだろう。

「これを少し嗅いでみてください。気分が良くなると思います」

　一良はハンカチに鼻を近づけて匂いを確かめると、青白い顔で冷や汗をかくマリーにハンカチを手渡した。

「ありがとうございます……ご迷惑をおかけして申しわけございません……」

　マリーはハンカチを受け取ると、礼を述べてから鼻に近づけた。

　そうして少しの間
匂
 にお

 いを嗅ぐと、ハンカチを顔から離し、驚いたような表情でまじまじとハンカチを見つめた。

「気持ち悪さがなくなりました……」

「よかった。グリセア村に着くまで、時々今みたいに匂いを嗅いでいてください。酔わずに済むはずですから」

　一良がマリーに渡した
精
 せい

 
油
 ゆ

 つきのハンカチの効能は、一良自身が日本で実体験済みである。

　乗り物酔いになった時は、こういったブレンドの
精
 せい

 
油
 ゆ

 の匂いを嗅ぐと、すぐに気分を持ち直すことができるのだ。しかも即効性があるので、中々に重宝する。

　一良は顔色が良くなったマリーに一安心すると、いつの間にか自分の気分も少しだけ軽くなっていることに気がついた。

「……ああ、なるほど。ハベルさん、中々やるなあ」

「え？」

「いえ、ハベルさんは仕事もできるし気も利くんだなと」

　先ほどまでの
陰
 いん

 
鬱
 うつ

 な気持ちのまま１人馬車に揺られていたら、きっと嫌なことばかり考えて、よけい暗い気持ちになっていただろう。

　だが、面識はあるがほとんど初対面、しかも少女といってもいいような歳に見えるマリーと一緒に馬車に乗っていては、ずっと暗い顔をして考え込んでいるわけにもいかない。

　きっと、ハベルはそこまで見越して、マリーを馬車の傍にわざと待機させていたのだろう。

　はっきり言って、それは考えすぎなのだが。

「あ……はい！　ありがとうございます！」

　一良がそう言うと、マリーはまるで自分が
褒
 ほ

 められているかのように嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 んだ。

　

　一良たち一行がイステリアを出発してから約９時間後。

　月明かりが辺りを照らす中、一良はグリセア村の入口で、バリンやバレッタを初めとする村人たちの出迎えを受けていた。

　出迎えを受ける一良の背後では、近衛兵や従者たちが大急ぎで野営の準備を始める。

　アイザックとハベルは一良に気を使ったのか、今は一良の元を離れて近衛兵たちと一緒に野営の準備を行っていた。

「皆さん無事でしたか……よかった……」

　元気な様子の村人たちを見て、一良はようやく
安
 あん

 
堵
 ど

 の息をついた。

　護衛兵の報告で村人たちに
怪
 け

 
我
 が

 はないと聞いてはいたが、実際に自分の目で確認するまでは安心できなかった。

「野盗が突然襲ってきた時は正直肝を冷やしましたが、カズラさんが授けてくださった力のおかげで、返り討ちにすることができました。ですが、今まで村が襲われたことがなかったとはいえ、見張りも立てていなかったのは無用心でした。今後は同じことが起こらぬよう、色々と対策をしていこうと思います」

「なるほど、それで私たちが村に着いた時には、皆さんが村の入口に集まっていたんですね」

　一良たちの一行がグリセア村に到着した際、普段ならば皆が寝静まっている時間帯にもかかわらず、村の入口にはすでに大勢の村人たちが集まっていた。

　おそらく、村の入口で見張りをしていた者が、近づいてくる一行を発見して皆を起こして回ったのだろう。

「ええ、とりあえずは村の周囲に交代で見張りを立てることにしました。その他にも、バレッタが色々と考えてくれてましてな」

「バレッタさんが？」

　一良がバレッタに目を向けると、バレッタはにっこりと
微笑
 ほほえ

 んで
頷
 うなず

 いた。

「はい。でも、工事に取り掛かる前にカズラさんの意見も聞いておきたくて……あの、今から家でお話できませんか？」

「工事？　……分かりました。荷物を取ってくるので、ちょっと待っていてください」

　工事という単語を聞いて内心首を傾げたが、すぐに頷くとボストンバッグとキャリーケースを回収するために馬車に戻った。

　馬車の前ではマリーが待機しており、一良が戻ってくると馬車の中からボストンバッグを引っ張り出してくれた。

　続いてキャリーケースも引っ張り出そうと馬車に入ったが、ほぼ限界まで荷物の詰め込まれたキャリーケースはマリーには重すぎるようで、上手く動かせずに四苦八苦してしまう。

「それは重いからいいですよ。自分で取りますから」

「も、申しわけございません……」

　肩で息をするマリーを下がらせ、馬車に乗り込んでキャリーケースを引っ張り出す。

「今夜はバリンさんの
屋
 や

 
敷
 しき

 で過ごします。アイザックさんとハベルさんにも伝えておいてください」

「かしこまりました」

　一良はマリーにそう伝えると、荷物を持って村人たちとともに村の中へと入っていった。

「マリー」

　去っていく一良の背を見送ったマリーは、自身を呼ぶ声に振り返ると少しだけ頬をほころばせた。

「ハベル様、カズラ様はバリン様のお
屋
 や

 
敷
 しき

 で過ごすとのことです」

「うん、そうみたいだね」

　村人たちに囲まれながら村の中へと入っていく一良に目を向け、ハベルは頷いた。

　村人たちの表情は皆明るく、そんな村人たちに囲まれた一良の表情も、どことなく嬉しそうに見える。

「……カズラ様って、不思議な方ですね」

「ん？」

　ハベルがマリーに視線を戻すと、マリーは村の中に入っていく一良を見つめていた。

　その視線は柔らかく、一良に対して良い印象を持っていることが
窺
 うかが

 える。

「道中、私みたいな者にも気さくに話しかけてくださって、まるで身分の違いなんてないかのように優しく接してくださいました。そのうえ、馬車に酔ってしまった私に薬まで分けてくださって……」

「……ああ、あの方はとても良い人だよ。とても優しいお方だ」

　ハベルは一良の背に視線を戻すと、つぶやくように答えた。その表情にはどことなくほっとした様子が見て取れる。

　マリーが一良と一緒の馬車に乗れるように自分で仕向けておきながらも、車内の様子がずっと気になっていたのだ。

「でも、不思議なんです。私、最初は
畏
 おそ

 れ多くてずっと緊張していたのですけど、話しているうちになぜかすごく安心してきて……何だか、お母さんと話しているみたいでした」

「……」

「……あっ！　も、申しわけございません！　わ、私、そんなつもりでは！」

　自分で言った
台詞
 せりふ

 に、マリーははっとし慌ててハベルに謝罪を述べる。

　だが、ハベルは酷く
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 した様子のマリーには目を向けず、足元に視線を落とす。

「うん……。でも、すまない。俺の力が足りないせいで……いつか必ず見つけ出してみせるから」

「……はい」

　やるせない表情でうつむくハベルを悲しげに見つめ、マリーは小さく
頷
 うなず

 いた。

　

　一方、一良はバレッタたちとともにバリン邸に戻ると、居間の
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 の前でバレッタから大学ノートに描かれたグリセア村の見取り図を見せられていた。

　見取り図には所々に赤ペンで『
柵
 さく

 』や『見張り塔』といった単語が日本語で書き込まれている。

　現在、居間には一良とバレッタの２人しかいない。バリンは何やら用があるとかで、
屋
 や

 
敷
 しき

 の外に出て行った。

「こんな形で村全体を木柵で取り囲んで、その周囲を堀で囲みます。それと村の四隅には見張り塔を建設し、村の入口に跳ね橋を設置します」

「……まるで
砦
 とりで

 みたいな造りですね。これならもう野盗に襲われる心配もなさそうだけど……これだと、堀が邪魔で水路が使えなくなるんじゃないですか？」

「えっと、堀の部分の水路は水道橋を作って跨がせるか、地下に水路を通してサイフォンの原理で村の中に水を引き込めばいいかなって考えてます。ただ、地下を通す場合だと石材とモルタルを使わないといけないので……モルタルに必要な
石
 せつ

 
灰
 かい

 が十分に手に入るかどうか……」

「なるほど……それなら、
石
 せつ

 
灰
 かい

 は私が用意しますよ。いくらでも持ってきますから、じゃんじゃん使ってください」

　材料の不足を懸念するバレッタに、一良は即座に材料の提供を申し出た。

　先日、一良はグリセア村で何をしようとも、ナルソンたちは一切
干
 かん

 
渉
 しよう

 しないとの約束を取り付けた。そのため、グリセア村の中に限っては、品物や技術の持ち込みについてさほど気を使う必要がなくなった。

　また、バレッタは一良の正体を知っているうえに、大量の書籍から得た知識も数多く保有している。彼女になら、品物や技術の扱いを任せても心配する必要はほとんどないだろう。

　ちなみに『サイフォンの原理』とは、液体を元の位置よりも高い位置や低い位置を通過させて移動させる方法のことだ。

　以前バレッタと勉強をした際、この原理についてもかじる程度には勉強していた。

「じゃ、じゃんじゃんですか」

「ええ、じゃんじゃん使ってください。日本でなら
石
 せつ

 
灰
 かい

 は簡単に入手できるんで、いくらでも持ってこられますよ」

　実際、日本に戻ってホームセンターに行けば、
石
 せつ

 
灰
 かい

 はいくらでも手に入る。

　
石
 せつ

 
灰
 かい

 を使ってモルタルを作るとなっても、村で使う分くらいの量であれば調達はたやすいだろう。

「……分かりました。では、せっかくなので村の中の水路を改良して、全て石材とモルタル製に作り変えてみます。堀の部分はサイフォンの原理の実験もかねて地下水路にして、上手く行かなかったら水道橋を設置します。村の中の水路が完成したら、今度は川に繋がる水路も改良して、それが終わったら村の炉を大型化してから手押しポンプを作って、それから……」

　大学ノートに描かれた村の見取り図を眺めながら、バレッタはボールペンで次々に書き込みをしていく。

　どうやら、バレッタは一良との勉強で得た知識を使い、村の安全性と生活環境を劇的に改善させるつもりらしい。

「えっ、手押しポンプって、自分でポンプを作るつもりなんですか？」

「はい、構造は簡単なので、
青
 せい

 
銅
 どう

 を使って自分でも作れるかなって……あの、もしかしてカズラさんに教えてもらった知識は、村の中であっても使わないほうがいいでしょうか？」

　手押しポンプとは、井戸の水を汲み上げる時などに使う手押し式のポンプのことだ。

　日本でも、田舎にある畑などで時々見かけることができる代物だ。

「んー……ナルソンさんたちには村には
干
 かん

 
渉
 しよう

 するなと言ってあるから、そこは気にしなくても平気ですよ。それに、手押しポンプの造り方は近いうちにナルソンさんたちにも教えるつもりだったんで、なおのこと問題ないです」

　一良がそう答えると、バレッタは少し不安げだった表情を崩してほっとしたように
微笑
 ほほえ

 んだ。

　一良から得た知識を実際に使っていいものか、その後の周囲への影響も含めて判断しかねていたのだ。

「よかった……あの、実は他にもいくつか作ってみたいものがあるんです。村の人以外には見せないように気をつけるので、作ってみてもかまわないでしょうか？」

「別にかまいませんけど、いったい何を作るつもりなんです？」

「……蒸気エンジン」

「ファッ!?
 」

　予想外のバレッタの発言に、一良は思わず変な声を上げてしまった。

　いきなり蒸気エンジンなどというエネルギー革命を起こしかねない代物を作られては、いくらグリセア村への
干
 かん

 
渉
 しよう

 を制限しているとはいえ、危なっかしくて仕方がない。

　水車だけでもこの世界の産業技術を
飛
 ひ

 
躍
 やく

 的に進歩させることになるはずなのだ。

　蒸気エンジンの導入はいくらなんでも行きすぎである。

　一良が慌ててバレッタを
諌
 いさ

 めようと口を開きかけると、バレッタはいたずらっぽくくすりと笑った。

「ふふ、冗談です。試しに作ってみるのは面白そうですけどね。とりあえずは、水車の回転力を利用した工作機械を作ろうかと思っています。まずは製材機と製粉機かな」

「そ、そうですか。必要な材料や道具があったら
遠
 えん

 
慮
 りよ

 なく言ってくださいね。何でも用意しますから」

　冗談と聞いて、一良は内心ほっとしながらバレッタに申し出た。

「……ありがとうございます。でも、部品もできるだけ自分で全部作ってみようと思います。そのほうが勉強になりますから」

　だが、バレッタはその申し出をやんわりと断ると、寂しげな表情でうつむいてしまった。

　――あれ、俺何か変なこと言ったかな……。

　急に表情が暗くなってしまったバレッタに、一良は慌てて何か言おうと口を開きかけた。

　だが、ふとあるものが目に留まり、動きを止める。

　今まで薄暗くて気づかなかったが、一良たちの座る床の所々に、黒っぽい染みができていた。

「これは……」

　一良はそう言いながら立ち上がると、周囲の床や壁に目を向けた。

　そして、床の一部に薄黒い汚れが大きく広がっている箇所を見つけ、そこに近寄り
膝
 ひざ

 をつく。

「……これって、血の
痕
 あと

 ですか？」

「あっ、ごめんなさい。染み付いてしまったみたいで、洗っても落ちないんです。近いうちに新しい床板に張り替えますね」

「いや、そういうことじゃなくて……あの、ここに
血
 けつ

 
痕
 こん

 があるってことは、野盗とここで戦ったんですか？」

　さらりと答えるバレッタに一良は少し違和感を覚えながらも、答えの分かりきった質問を口にした。

　これほどの
血
 けつ

 
痕
 こん

 があるのだ。戦闘があったことは明らかだろう。

　だが、出立前に聞いた護衛兵の話では、野盗の襲撃を受けた際、バリンは
屋
 や

 
敷
 しき

 を脱出して村人たちを起こして回り、集団で反撃したはずだ。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 を脱出する際、この場で野盗と小競り合いでもあったのだろうか。

「ええ。あの夜、野盗の集団が家の中に押し入ってきて……でも、お父さんがあっという間に全員やっつけてくれました」

「……え？　全員って、バリンさんが１人で野盗を全員倒したんですか!?
 」

「はい、家の中で５人……あ、１人は私が倒したから、お父さんが倒したのは４人でした。その後、残りの野盗もお父さんが追いかけて、村の人たちと一緒に村はずれの森の中で全員倒したって聞いてます」

「バ、バレッタさんも戦ったんですか……」

　一良はバレッタの話に驚きつつも、内心で納得する。

　以前より、一良の持ってきた食べ物を食べた村人たちはかなりの剛力を発揮していたのだ。

　たった２人で武装した野盗の集団を圧倒できるほど強くなっていたとは、さすがに予想外だったが。

「えっと……私は気が動転してしまって上手く戦えませんでしたけど一応は……で、でも、お父さんはすごかったですよ！　野盗に斬りかかられた時も一瞬で剣を弾き返して、逆に野盗を一撃で切り裂いてましたから！」

「うお、バリンさんってそんなに強いのか……でも、夜中にいきなり襲撃されて怖い思いをしましたよね……今回の野盗の襲撃は、私の責任です。私が村を出なければこんなことには……」

　大げさに身振り手振りを交えてバリンの戦いぶりを話すバレッタに、一良はうつむいた。

　いくらバリンが驚異的な強さで野盗を
蹴
 け

 
散
 ち

 らしたとはいえ、襲撃を受けたバレッタはさぞ恐ろしかったことだろう。

　それに、バレッタ自身も野盗と戦ったのだ。実際に刃を向けられたはずのバレッタが、ショックを受けていないはずがない。

「そんなことないです！」

　叫ぶような声に一良が顔を上げると、バレッタが目に涙を浮かべていた。

「カズラさんは何も悪くないです！　……私が、何もっ……私……は……」

「えっ!?
 　ちょっ……!?
 」

　言葉を詰まらせ、ぽろぽろと大粒の涙をこぼし泣き出すバレッタ。一良は何が何やらわけが分からず、ただバレッタの背に手をかけオロオロとするばかり。

　何か言ってはいけないことを言ってしまったのかと自分の発言を思い返すが、野盗の襲撃の責を
詫
 わ

 びた以外に何も思いつかない。

　――何これ!?
 　俺はどうすればいいの!?


　何を言っていいやらさっぱり分からず、一良はバレッタの背を撫でながら、バレッタが泣き止むのをひたすら待つしかなかった。
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　押し寄せる悔しさと無力感にさいなまれ、うつむいて
咽
 むせ

 び泣きつつも、バレッタは酷く冷静な思考をするもう１人の自分がいることに気づいていた。

　隣では、震える自分を心配して、一良が優しく背中を撫でてくれている。

　ふと、このまま彼の胸に
縋
 すが

 りつき、今まで溜め込んだ弱音を全て吐き出してしまいたいという考えが頭に浮かんだ。

　彼のことだ、きっと全てを優しく受け止めて、自分の願いを汲み取ってくれるだろう。

　どこにも行かないで、と泣いて
縋
 すが

 れば、ずっと自分の傍にいてくれるだろう。

　しかし、何を馬鹿なことを、と頭の中のもう１人の自分が
叱
 しつ

 
責
 せき

 する。

　父を救い、村を救い、その後も自分のことを毎日温かく見守ってくれた彼に、まだ何かを求めるつもりなのか。

　彼の優しさにつけ入って、自分の傍にいさせることができれば、それで満足なのか。

　彼に与えられ、守られるだけの存在ではなく、彼に必要とされるような存在になりたいのではなかったのか。

　だが、自身の身勝手な考えを即座に
戒
 いまし

 めながらも、バレッタはその
甘
 かん

 
美
 び

 な
誘
 ゆう

 
惑
 わく

 を振り切れないでいた。

　日本という国からやってきたというこの青年は、どうしようもないほどのお人好しだ。

　助けてくれと
縋
 すが

 りつかれれば手を差し伸べずにはいられず、その結果自分が不利益を被る可能性があったとしても、それを
厭
 いと

 わない。

　助けた人々からいくら敬われ、感謝されたとしても、それでいい気になり
驕
 おご

 るような素振りは
欠片
 かけら

 も見せない。

　親しくなり、好意を寄せてくる者に対しては、その傾向はより
顕
 けん

 
著
 ちよ

 だ。

　特に、自分に対しては。

「カズラさ……っ」

　もう、弱音もわがままも全て彼にぶつけて楽になってしまおう。

　そうしてしまえば、ゆくゆくは彼を自分だけのものにしてしまうことさえ、できるかもしれない。

　突如浮かんだ打算という名の
誘
 ゆう

 
惑
 わく

 に突き動かされ、バレッタは顔を上げた。

　だが、心配そうな眼差しを自分に向ける一良と目が合った瞬間、まるで冷や水でも浴びせられたかのように、急速に頭の中が冷めていくような錯覚を覚えた。

「うん？」

　呼びかけに微笑を交えて答える一良の顔には、疲労が色濃く残っていた。

　目の下にはうっすらと
隈
 くま

 ができ、
頬
 ほほ

 もいくらかこけているように見える。

　イステリアで一良と別れてから、わずか３日しか経っていないにもかかわらず、だ。

　理由は考えるまでもない。

　アルカディアの人々を救うために、この３日間イステリアで全力を尽くしていたのだろう。

　一良が村に戻ってきてから、バレッタは一良の顔を何度も見たはずだった。

　村の入口で出迎えた時も、お互いの顔を見ながら会話もした。

　それなのに、まったく気づかなかった。気づこうとすらしていなかった。

　今までバレッタは、一良のことを少しでも知ろうと、その様子をつぶさに観察しては、考え方や感情の
斑
 まだら

 を
把
 は

 
握
 あく

 しようと努めてきた。

　それは一良の体調についても同様だった。

　少しでも疲れている様子ならマッサージを申し出たり、夜中に２人で勉強をしている時も早めに切り上げて、一良が寝たことを確認してから１人で勉強の続きをしたりした。

　バレッタがマッサージや早めの休息を申し出るたび、一良は大丈夫だと言って
遠
 えん

 
慮
 りよ

 していたが、バレッタもそこは譲らなかった。

　一良の好意を嬉しく思いつつも、なるべく負担をかけないように気を使っていた。

　畑仕事や
薪
 まき

 拾いなど、放っておけばいつまでも村人たちの手伝いをしようとしてしまう一良に、あまり気負わずに日々を過ごしてもらえるよう、常日頃から注意を払ってもいた。

　それなのに。今の自分は、何だ。

　自分のことしか頭になく、一良のことなどまったく考えていないに等しい。

　ほんの数分前まで悩み続けていた、彼に必要とされるような存在になりたいという欲求はどこへ行ってしまったのか。

　勝手に１人で塞ぎこみ、うじうじ悩んでいる間、一良はアルカディアの人々を救うためにできる限りの努力をしていたのだ。

　しかも、一良は村が野盗に襲われたと聞きつけて、大急ぎで戻ってきてくれもした。

　
甘
 かん

 
美
 び

 な
誘
 ゆう

 
惑
 わく

 に
煽
 あお

 られ、熱に浮かされたようになっていた気分は一転して最悪になった。

　自分自身に、猛烈な
嫌
 けん

 
悪
 お

 
感
 かん

 が沸き起こる。口の中がからからに乾き、胸が詰まって呼吸が止まりそうになる。

「あっ……わた……し……」

「大丈夫。落ち着いて」

　様子のおかしいバレッタに、一良は努めて優しく声をかけ、その頭を優しく撫でた。

　それでも変化が見られないと分かると、一良は彼女を自身の胸にそっと抱き寄せた。

　そして、大丈夫、と何度も繰り返し言い聞かせながら、その頭をそっと撫で続けるのだった。

　

　次の日の朝。

　いつの間にか戻ってきたバリンが用意してくれた朝食を、一良は親子とともに囲んでいた。

　だが、その席はいつもと違って会話はなく、居間に響くのは食べ物を
咀
 そ

 
嚼
 しやく

 する音と、時折ぶつかり合う木製の食器が立てる音だけだった。

　何とも微妙な
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が、居間を支配する。

　――何これ、すごく気まずいんだけど……。

　大豆の缶詰と村で採れた野菜が使われた熱々の汁物をすすりながら、一良はちらりとバレッタに目を向けた。

　バレッタは昨晩と同様に沈んだ表情のまま、緩慢な仕草で食べ物を口に運んでいた。

　ふと一良が視線を感じてバリンに目を向けると、バリンが一良に目で「何があったんだ」と問いかけてきていた。

　そんなこと聞かれても、と内心頭を抱える。

　あの後、一良はバレッタが落ち着くまでずっと傍を離れず、安心させるようにバレッタを抱き締めていた。

　無論、やましい気持ちなどは毛頭ない。

　急に様子のおかしくなってしまったバレッタに、何かしてやらねばととっさに思いついた末の行動だった。

　だが、しばらくの間そうしていると、バレッタは急に「ごめんなさい」と言って目も合わせずに一良から離れ、自分の寝室へと引っ込んでしまった。

　そして現在に至る、というわけである。

　そんな微妙な
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 の中で朝食を済ますと、バリンはバレッタに後片付けを頼み、適当な理由をつけて一良を
屋
 や

 
敷
 しき

 の外へと連れ出した。

「カズラさん、バレッタの様子がどうにもおかしいようですが」

　バリンは昨夜一良とバレッタを２人きりにした時点で、後のことは一良が何とかしてくれるだろうと思い込んでいた。

　なので、さらにバレッタの様子がおかしくなるなどとは、予想もしていなかった。

　昨夜、見回りから戻ってきた時に家の扉越しにバレッタの泣き声を聞き、これでバレッタも溜め込んでいたものを一良にぶつけることができただろうと楽観していた。

　２人の邪魔をしないよう、バリンはこっそり納屋に移動し、安心して眠りについたのだ。

　それなのに、事態は悪化している。

　正直、意味が分からなかった。

「いや、私にも何が何だか分からないんですよ。私が村にいない間、バレッタさんに何か変わったことはありませんでしたか？」

「何かですか……そうですな……」

　一良に問われ、バリンはここ数日のバレッタの様子を思い返した。

　その中で思いつくことと言えば……。

「イステリアでカズラさんと別れてから、バレッタはずっと塞ぎこんでいましてな。カズラさんに会えば元気になると思っていたのですが」

「ほ、ほう」

　バリンから与えられた何ともいえない情報に、一良は反応に困りつつも返事をする。

　自分と別れて塞ぎこんでいたというのならば、離れることがよほど辛かったということなのだろうか。その情報を当人の父親伝いに知るというのは、何ともおかしな話であるような気もするが。

「あと、野盗に
屋
 や

 
敷
 しき

 を襲撃された際、バレッタが野盗の１人に押し倒されましてな。幸い、何かされる前にその野盗は倒すことができましたが……」

「え!?
 」

　
若
 じやつ

 
干
 かん

 浮かれかけていた一良は、その後に出てきたとんでもない情報に
驚
 きよう

 
愕
 がく

 した。

　野盗に押し倒されたということは、つまるところ
強
 ごう

 
姦
 かん

 されかけたということだろう。

　普通に考えて、トラウマになってもおかしくない。

　昨晩、一良がバレッタを安心させようと抱き寄せた行為は、逆に傷口をえぐるような結果になってしまっていたのかもしれない。

　そう考えれば、昨夜から今朝にかけてのバレッタの態度にも納得がいくような気がする。

「……バリンさん」

「はい？」

「それ、先に教えておいてもらえないと、どうにもならないです」

「は、はあ」

　いまいち事態を
把
 は

 
握
 あく

 しきれていない様子のバリンに、一良は深くため息をついた。

　

　それから１時間後。

　一良はバレッタと仲の良い若い村娘の１人に事情を説明し、バレッタに対するケアとフォローをお願いした。

「本来なら私ができればいいんですけど、ここは同じ女性のあなたにお願いしたいんです。いきなりこんなことをお願いして申しわけないのですが、どうかお願いします」

「それはかまいませんけど……」

　一良の話を聞いた村娘は、どうにも合点の行かないような表情をしていたが、とりあえずは話をしてみると引き受けてくれた。

　また、
屋
 や

 
敷
 しき

 に戻ってこっそりブレンドしておいたハーブも手渡し、ハーブティーの
淹
 い

 れ方も教え、バレッタと一緒に飲むようにとも頼んでおいた。

　村娘に話を取り付けた一良は、今度は村の入口で野営をするアイザックたちの下へと赴いた。

「カズラ様、おはようございます」

　村の入口では、すでにアイザックとハベルが一良を待っていた。

　２人とも、昨晩は久しぶりにゆっくりと休むことができたのか、表情も明るく体調も良さそうだ。

　色々なことが気になって上手く安眠できなかった一良とは対照的である。

「おはようございます。何も変わりはないですか？」

「今のところは何も問題ありません。定期的に周囲に複数の
斥
 せつ

 
候
 こう

 を出していますが、村に近寄るような者はいないようです」

　グリセア村の襲撃を受けてか、アイザックは尾行にかなり気を使っているようだ。

　ベテラン兵士を使っての周辺
偵
 てい

 
察
 さつ

 で何も見つからなかったのであれば、この周辺は本当に安全なのだろう。

「後続はいつ頃の到着になるのかは分かりますか？」

「今朝にはイステリアを出発しているはずなので、遅くとも明日の夜までには到着すると思われます。道の途中にも斥候を配置しておきますので、到着の数刻前にはカズラ様にお知らせできるかと」

　――ということは、あと２日近くは時間に余裕があるのか。

　ハベルの返事を聞き、一良は今から自分が取れる行動を逆算し始めた。

　２日後には３０００もの布袋と、それを運ぶための大量の馬車や荷車が到着する。

　当初の予定では、それらを１日か２日の間、村の入口で待たせておき、その間に一良が日本で物の手配などを行う予定だった。

　グリセア村襲撃の知らせを受け早めにイステリアを出た結果、少しばかり作業の内容が予定とは変わったが、より効率的に時間を使うことができそうだ。

「分かりました。それでは、後続の到着に間に合うように私は準備に取りかかります。少しの間神の国へ行ってしまうので連絡がつかなくなりますが、心配しないで待っていてください」

「かしこまりました。よろしくお願いいたします」

　深く頭を下げる２人に見送られ、一良は日本に繋がる雑木林へと足を向けた。





　

転章

　

「あー、何か物すごく久しぶりに帰ってきた気がするなあ」

　石畳の通路を抜け、
一
 かず

 
良
 ら

 は日本の
屋
 や

 
敷
 しき

 へと戻ってきた。

　少しの間
屋
 や

 
敷
 しき

 の風景を楽しんだ後、ポケットから携帯電話を取り出すと電源を入れた。

　そして、いつものようにインターネットで欲しい情報の検索をかける。

「えっと、
堆
 たい

 
肥
 ひ

 直売は……お、ここが近いかな」

『堆肥直売　群馬』といった検索ワードで検索をかけると、すぐに数十万件ものＷＥＢページが検索に引っかかった。

　それらの中で、今いる
屋
 や

 
敷
 しき

 から比較的近い『有限会社グンマー牧場』という牧場の堆肥販売の項目を確認した。

　この牧場は堆肥の生産量も多く、備蓄量もかなりあるようだ。

　グリセア村で行ったような小規模な支援ならば、ホームセンターで肥料の買い付けを行えば事足りたのだが、今回行う支援は規模が違う。

　以前、イステリアに徒歩で赴いた際に目にした、地平線の彼方まで続く大
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯を復活させなければならないのだ。

　とはいえ、グリセア村で行った肥料散布の経験から、日本で一般的に行われているような肥料の与え方をすると作物が異常発達してしまうということは分かっている。

　作物を復活させるだけならば、グリセア村で行った肥料散布よりもかなり量を減らしても平気だろう。

　とりあえずは10
 分の１、作物の育ち具合によっては１００分の１ほどに量を薄めて散布してしまっても問題はないかもしれない。

　それでも、肥料散布を行う規模は、グリセア村の比ではないのだが。

「うお、１トンあたり３０００円って、安いにもほどがあるだろ。これが相場なのかな……」

　今までホームセンターで入手していた肥料よりも遥かに安い直売価格に
驚
 きよう

 
愕
 がく

 しつつ、一良は車へ向かおうと
屋
 や

 
敷
 しき

 の出口へ向けて歩き出すが、ふと歩みを止めた。

　そして、今自分が歩く畳の床に目を向ける。

「……これ、さすがに今度ばかりは床が抜けるんじゃないか」

　今回、一良は大量の堆肥を、少なくとも５００キロはまとめて運ぶつもりだった。

　運ぶ際はリアカーか台車を用いるつもりなのだが、自分の身ひとつで
牽
 けん

 
引
 いん

 するにはかなり骨が折れる。

　そこで、
牽
 けん

 
引
 いん

 用に四輪バギーか小型
牽
 けん

 
引
 いん

 車でも購入してしまおうと考えていた。

　だが、それ以前の問題があることに、たった今気がついた。

　初めてこの
屋
 や

 
敷
 しき

 に来る前に、父親の
真
 しん

 
治
 じ

 から聞いた話では、この
屋
 や

 
敷
 しき

 は先祖代々伝わる相当古い建物らしい。

　そんな
骨
 こつ

 
董
 とう

 品のような木造家屋に、５００キロもの肥料を載せた台車を、バギーなどの
牽
 けん

 
引
 いん

 車で引きながら何度も往復したらどうなるか。

　たとえ床が抜けなかったとしても、
陥
 かん

 
没
 ぼつ

 くらいはしてもおかしくはない。

　ただでさえ、今まで何度もリアカーを引いて畳の上を往復しているのだ。

　目には見えなくても、そろそろ限界がきているかもしれない。

　不安に思った一良は、畳の端を掴んでそっと持ち上げてみた。

　そして、畳の下から現れた、予想もしていなかった光景に、思わず目を見開いた。

　畳の下には、一面に鉄板が敷き詰められていたのだ。

「……は？」

　畳を片手で支えた体勢で、一良は目の前に現れた鉄板を
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と見つめながら、間の抜けた声を漏らした。

　なぜ、こんなものが畳の下から現れるのだろうか。

　ここは先祖代々
志
 し

 
野
 の

 家に伝わる、相当古い
屋
 や

 
敷
 しき

 であったはずだ。

　大昔の家の床が鉄板でできているなど、あろうはずがない。

　そうしてしばらく鉄板を見つめていた一良だったが、いったん畳を部屋の隅に運ぶと、今
剥
 は

 がした箇所以外の畳も剥がし始めた。

「うわ……」

　全ての畳を剥がし終え、一良は目の前に広がる光景に思わず
唸
 うな

 った。

　部屋の床には全て鉄板が敷き詰められ、鉄板の境目には約５０センチの間隔ごとに点付けで電気
溶
 よう

 
接
 せつ

 された
痕
 あと

 があった。

　しかも、よくよく見てみると、鉄板の表面には滑り止めのための
縞
 しま

 
模
 も

 
様
 よう

 まで入っている。

　明らかに、建物が建った後で誰かが鉄板を敷いたのだ。

　一良は無言でズボンのポケットから携帯電話を取り出すと、一番怪しいと思われる人物に電話をかけた。

「むつみー、畑からスイカ採ってきたから切ってくれー」

　頭に
鉢
 はち

 
巻
 まき

 、首には
手
 て

 
拭
 ぬぐ

 い、そして手にはサッカーボールほどの大きさのスイカを抱え、
真
 しん

 
治
 じ

 は家の玄関を開けて妻を呼んだ。

　するとすぐに、妻の
睦
 むつみ

 が小走りでやってきて、真治の抱えるスイカを目にして嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 む。

「わあ、今年はちゃんとできたんだ」

「おうよ。しかも種なしスイカだぞ。去年は種ありと一緒に育てないと実がつかないって知らなかったから１個もできなかったが、今年はばっちりだ」

　昨年、真治は種なしスイカを大量に作ってやろうと、畑に数十本の種なしスイカを植えたのだが、１つも実を付けずに悔しい思いをした。

　何で実がつかないのかさっぱり分からず、実家が農家をやっているという仕事仲間に聞いてみたところ、種なしスイカだけでは受粉しないという衝撃の事実が明らかになった。

　今年はその情報を踏まえて、受粉用に種ありスイカも一緒に
栽
 さい

 
培
 ばい

 したので、昨年とは違って見事に大量のスイカを実らすことに成功したというわけだ。

「でも、そのスイカ冷えてないでしょ？　しばらく冷蔵庫で冷やしてから食べたほうがいいんじゃない？」

「いや、畑の井戸水を使って１時間近く冷やしておいたんだ。十分冷えてるよ」

　真治がそう言って睦にスイカを手渡した時、胸ポケットに入れてある携帯電話から着信音が響いた。

「おっ、一良じゃないか」

　真治は携帯電話を取り出して相手の名を確認すると、少し嬉しそうに通話ボタンを押して耳に当てた。

　睦はそんな真治に
微笑
 ほほえ

 むと、スイカを切りに台所へと入っていった。

「あ、父さん？　元気にしてた？」

「おう、身体も畑も絶好調だぞ。お前のほうはどうだ、元気にやってるのか？」

「うん、まあ一応は。でさ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いいかな」

「ん、何だ。言ってみろ」

「この間もらったキャリーケースにさ、何か西洋の騎士剣みたいなのが入ってたんだけど」

「ああ、あれは俺が作ったんだ。上手いもんだろ」

「え、あれ自分で作ったの!?
 」

「おう、
廃
 はい

 
棄
 き

 されるトラックのスプリングがたまたま手に入ってな。知り合いの
冶
 や

 
金
 きん

 屋さんに頼んで真っ直ぐに焼き直してもらって、自分で研いで作ったんだ」

「マジか……。でもさ、何でわざわざあんな物騒なもの作ったんだよ」

「金属
挽
 ひ

 き物業やってる奴なら、たいてい作ってるもんなんだよ。けっこう面白いぞ」

「嘘つけ。それにあの剣、何かを斬った形跡があったぞ。それもけっこう使い込まれてるように見えるし」

「色々試し切りしてみたんだよ。せっかく作ったのに、ただ飾っておくだけじゃつまらないだろ」

「……まあいいや。あとさ、わけあって
屋
 や

 
敷
 しき

 の畳をひっくり返してみたんだけどさ」

「……ほう」

「どういうわけか、畳の下に鉄板が敷いてあったんだよ」

「おかしなこともあるもんだな」

「……んで、単刀直入に聞くけど、この鉄板敷いたのって父さんだろ？　何でこんなものを敷いたわけ？」

「俺は知らんよ。お前こそ、何で畳をひっくり返したりしたんだ。畳が傷んででもいたのか？」

「いや、ちょっと
屋
 や

 
敷
 しき

 に重量のあるものを持ち込もうと思ってさ。建物自体が相当古いし、床が抜けるんじゃないかと思って気になったんだよ」

「……」

「そんでさ、畳をひっくり返してみたら鉄板が敷いてあったものだから、なんだこりゃってなったってわけ。鉄板の境目には
等
 とう

 
間
 かん

 
隔
 かく

 で
溶
 よう

 
接
 せつ

 の
痕
 あと

 が残ってるし、こんなことするのは誰かって考えて、ぱっと思いついたのが父さんだったんだけど」

「……お前、重量のあるものって、いったい何を
屋
 や

 
敷
 しき

 に持ち込もうとしてるんだ？」

「ん？　いや……タンスとかテーブルとかさ。気に入ったやつがけっこう大きいやつで、相当重いんだよ」

「……そうか」

「まあ、知らないっていうんなら別にいいや。あと、もう１つ聞きたいことがあるんだけどさ」

「何だ？」

「父さんって、
屋
 や

 
敷
 しき

 の奥の
南
 なん

 
京
 きん

 
錠
 じよう

 で封印されてる部屋の中に入ったことある？」

「前にも言ったが、俺が
屋
 や

 
敷
 しき

 に行った時は
南
 なん

 
京
 きん

 
錠
 じよう

 がついた部屋なんてなかったぞ。どの部屋のことを言ってるんだよ」

「
屋
 や

 
敷
 しき

 の一番奥にある部屋だよ。扉の取っ手に
南
 なん

 
京
 きん

 
錠
 じよう

 がついてる部屋」

「一番奥の部屋には入ったことがあるが、
南
 なん

 
京
 きん

 
錠
 じよう

 なんてついてなかったぞ。もちろんつけた覚えもない。何年か前に
屋
 や

 
敷
 しき

 に行った時も、そんなものはなかったはずだ」

「……うん、そっか。それならいいんだ。ありがと。また何かあったら連絡するわ」

「おう」

　通話の切れた携帯電話を真治が耳元から離すと、台所に行っていた睦が玄関に戻ってきた。

　睦は通話を終えた真治を見ると、少し残念そうな表情をした。

「もう電話切っちゃったんだ。一良は何だって？」

「ああ、元気にやってるから心配するなってさ。ただの近況報告だよ」

「そっか。帰ってくるような話は出なかったの？」

「何も言ってなかったな」

「そう。残念」

　睦はそれだけ聞くと、また台所へと引っ込んでいった。

「……あいつ、向こうに何を持っていこうとしてるんだ？」

　真治は睦の背を見送り、携帯電話に目を落としてぽつりとつぶやいた。

〈『宝くじで
40

 億当たったんだけど異世界に移住する③
 』へ続く〉





　

番外編　秘密の会話

　

　――あ、これは重傷だ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 からバレッタのケアとフォローを頼まれた村娘――ニィナ――は、
屋
 や

 
敷
 しき

 の戸口に出てきたバレッタを一目見てそう思った。

「あ、ニィナ……」

　バレッタはニィナを見ると、少しだけ笑顔を見せた。

　だが、それは無理矢理作ったような薄い笑みだ。

　表情には
覇
 は

 
気
 き

 がなく、目もよく見ると泣きはらしたかのように充血していた。

　今の今まで、泣いていたのかもしれない。

「あー、えっと……上がっても、いいかな」

「うん」

　バレッタの後に続き、
屋
 や

 
敷
 しき

 に入る。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 の中にバリンの姿は見えず、今までバレッタは１人きりだったようだ。

　２人はサンダルを脱いで居間に上がると、バレッタの部屋へと移動した。

　バレッタの部屋は８畳ほどの広さで、家具は洋服ダンス、簡素な木製ベッド、そして椅子付きの四角い小テーブルが１つだけだった。

　小テーブルの上には本が何冊か積まれており、その隣には大学ノートとプラスチックの筆箱も置かれていた。

　夜も１人で勉強をするためか、テーブルの隅には携帯用のオイルランタンもあった。

　ニィナが小テーブルの椅子に座ると、バレッタはベッドに腰かけた。

「えっと……」

「……カズラさんに、頼まれたの？」

　何と切り出せばいいかとニィナが言いよどんでいると、先にバレッタに言葉を被せられてしまった。

　問いかけるバレッタは、今にも泣き出してしまいそうな表情だ。心底打ちひしがれている。そんな
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 だった。

「あー……うん」

「……そっか」

　ニィナが仕方なく
頷
 うなず

 くと、バレッタはやるせないような表情で儚げに
微笑
 ほほえ

 み、そのままうつむいてしまった。

「ねえ、昨日の夜の話だけど……バレッタ？」

「っ……ぅ……」

　ニィナが声をかけると同時に、バレッタは声を押し殺し、肩を震わせて泣き出してしまった。

「ああ、もう！」

　ニィナはため息をつきながら椅子から立ち上がり、バレッタの前に歩み寄る。

「こら！」

「痛っ!?
 」

　ニィナは泣きながらうつむくバレッタの頭に容赦なく手刀を入れ、腕を組んで仁王立ちした。

「いつもみたいにしゃきっとしなさい！　私がいいって言うまで泣くの禁止！」

「うう、いきなり何するの……」

　両手で頭を押さえ、泣き顔のまま
呻
 うめ

 くバレッタ。

　そんなバレッタを、ニィナは少し顔をしかめて見下ろす。

「あんたがそんな状態だから、カズラ様が心配して私を寄越したんじゃないの。いったい何があったっていうのよ」

「……」

　バレッタは頭を押さえていた手を下ろすと、再び
膝
 ひざ

 に目を落としてしまった。

　そのまましばらく待っても何も言葉を発さず、再び重苦しい
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が室内に漂い始める。

　ニィナはその場に膝をつくと、バレッタと目の高さを合わせた。

　だが、バレッタはそんなニィナと目を合わせるでもなく、暗い表情でうつむいたままだ。

「カズラ様、心配してたよ。自分がバレッタを傷つけちゃったんじゃないかって」

「えっ!?
 」

　驚いた表情で跳ねるように顔を上げるバレッタ。それにかまわず、ニィナは続きを口にする。

「村が襲われた夜、あなた野盗の１人に押し倒されたんでしょう？　それ、カズラ様は今朝まで知らなかったらしいのよ。無事で済んだとはいっても野盗に襲われかけたんだから、バレッタは男に対して恐怖心を持ってるはずだって思ってるみたいなの。それなのに、昨日の夜はバレッタを安心させようとして抱き寄せちゃって、逆に傷つけてしまったって」

「そ、そんな……私、そんなこと思ってないよ……」

「思ってなくても、言わなきゃ分からないでしょう」

　酷く
憔
 しよう

 
悴
 すい

 した様子のバレッタに、ニィナはぴしゃりと言い放つ。

「本当は何て伝えたかったの？　ずっと暗い顔してめそめそして、そんな状態なのに考えてることを察してもらおうだなんて、いくらなんでも都合がよすぎるとは思わないの？」

「ち、違うよ、私そんなんじゃ……」

「なら言ってみなさい。どうしてそんなに暗い顔してるのよ」

　真剣な表情で真っ直ぐ見つめてくるニィナに、バレッタは伏し目がちに見返しながらも、おずおずと口を開く。

「私、カズラさんの傍にいたくて……でも、私には何の力もないから、だから……」

　たどたどしく話し始めたバレッタの言葉を、ニィナは黙って聞く。

　バレッタはそんなニィナから視線を外すと、
膝
 ひざ

 の上で握った自身の拳に目を落とした。

「今のままじゃ、一緒にいても足手まといだから……たくさん勉強して、カズラさんの力になれるようになりたくて……必要とされるように……なりたくて……でも、私……」

「うん」

　再び肩を震わせ始めたバレッタに、ニィナは努めて優しく
相
 あい

 
槌
 づち

 をうつ。

「そう、思ってたのにっ……いつの間にか、自分のことしか考えてなくてっ……カズラさんのこと、何も考えてなくてっ」

　顔をくしゃくしゃにして、ぽろぽろと涙をこぼすバレッタ。ニィナは硬く握られたバレッタの手を、その上から優しくそっと握る。

「やだよ……離れたくないよ……もう、あんな思い、したくない……」

　堪えていたものを吐き出すようにバレッタが言った。

　ニィナはそのまま、バレッタがひとしきり泣いて少し落ち着くまで待つと、バレッタの隣に腰を下ろした。

「好きなんだね」

「……うん」

　素直に
頷
 うなず

 くバレッタに、ニィナは苦笑しながらバレッタの頭を撫でる。

　その言葉から全てを察することはできないが、バレッタの中で強い
葛
 かつ

 
藤
 とう

 があるということはよく分かった。

　バレッタはきっと、一良への想いと自身の欲求との板ばさみで、どうすればいいのか分からなくなってしまっているのだろう。

　少し後押ししてあげれば、後は自分で立ち直れるはずだ。

　この娘は決して、弱くはない。

「なら、悩むことなんて何もないじゃない。一生懸命勉強して、カズラ様に認めてもらえるようになればいい。バレッタなら絶対できるよ」

「……でも、私わがままだから、またカズラさんに迷惑かけちゃいそうで……本も道具も、全部カズラさんが持ってきてくれたものだし、またたくさんお願いしちゃうと……」

「今さら何を言うかこの口はっ！」

　再び泣き言を言い始めたバレッタの
頬
 ほほ

 を、ニィナは両手でつまんで引っ張った。

「そんなに好きなら、わがままでも何でもぶつけちゃえばいいでしょうが！　あれだけ仲良くしてて、今になって迷惑がどうとか言っててどうすんの!?
 」

「いっ、いひゃい！　いひゃいよ!?
 」

「まったく！　じれったいにもほどがあるのよ！　神様だか何だか知らないけど、男には違いないんだから、いっそのことあんたから迫っちゃえばいいのよ！　あんた村の男からすごく人気あるのよ!?
 　それくらい魅力的だって自覚あるの!?
 」

「ひゃ、ひゃめへ！　いひゃい！　いひゃいひゃら！」

　ニィナはひとしきりバレッタの頬をぐりぐりと引っ張り回すと、手を放して真剣な表情でバレッタの目を見つめた。

「あのね、カズラ様が好きで、カズラ様に必要とされるようになりたいなら、迷惑かけるのは当たり前でしょ？　今までずっと一緒にいたんじゃない。もう少しカズラ様を信じなさいよ」

「え……信じるって……」

　引っ張られた頬を擦りながら、バレッタは困惑する。

「迷惑だの何だの言ってるうちは、カズラ様のことを信じきれてないって言ってるのよ。ずっと一緒にいたいんでしょう？　好きで仕方がないんでしょう？　だったら、迷惑かけるのなんて当たり前じゃない。まったく迷惑をかけずに好意だけ得ようだなんて、どう考えても無理に決まってるでしょ。バカみたい」

「……」

「もう少し素直になりなさいよ。今すぐには無理でも、素直になる努力くらいはしなさい。本音でぶつかれば、きっと分かってもらえるからさ」

「……うん」

　ニィナの目を見て、バレッタは真剣な表情で
頷
 うなず

 く。

　その生真面目ぶりにニィナは苦笑しながらも、バレッタの頭をよしよしと撫でた。

「分かればよろしい。どう？　頑張れそう？」

「うん、頑張る。ありがと、ニィナ」

　ようやく笑顔を見せたバレッタに、ニィナはやれやれとため息をついた。

　
憔
 しよう

 
悴
 すい

 しきったバレッタの顔を見た時はどうなることかと思ったが、なんとか一良の期待には応えることができたようだ。

「どういたしまして。さてと、せっかくだしこれでお茶にしよっか。バレッタと一緒に飲むようにって渡されたんだ」

　ニィナが布袋からハーブの小袋を取り出すと、バレッタはそれを見て嬉しそうに頷くのだった。

　

　

（了）





　

あとがき

　

『畑に１歩踏み入れば、足１本を折ってそのあがないとする』

　こんな立て看板を畑の入り口に設置したくなる今日この頃、皆様いかがお過ごしでしょうか。

　すずの木は元気です。リポＤ飲みながら頑張ってます。

　１巻のあとがきで、もう畑から野菜が盗まれた報告をしないで済むことを確信している、みたいなことを書いたと思うんですが、あれ嘘でした。がっつり盗まれました。

　前回のあとがきを書いたのが２０１４年の６月で、１巻の発売日が７月30
 日だったわけですが、７月28
 日の時点ですでにスイカが盗まれてたんですよ。つまり、皆様が１巻のあとがきを目にしていた時には、すずの木家では「またかこんちくしょう」とスイカ泥棒に対する怒りに家族一同が身を震わせていたわけです。人の作った作物を盗んで食べて美味しいんですかね？　美味しいから盗むんでしょうね……。

　あと、この間、父が不思議な出来事に遭遇したらしいんです。

　いつものように畑に向かうと、隣のおじいさんの畑に、
膝
 ひざ

 くらいの高さの立派なビニールハウスができていたらしいんです。で、父も「おお、ずいぶん立派なハウスを作ったんだな」と思いながら、自分の畑に向かったところ、畑の隅に置いておいたはずのハウス用の針金がどう見ても減っている。

　いやまさか、まさかそこまでやるはずは、と思いながら再度おじいさんの畑のハウスを確認してみると、使われている針金、どう見ても父が使っているものと同じものだったと。

　もうね、誰かあのおじいさん何とかしてください。手癖が悪いどころの話じゃないです。

　あと、同様の盗難被害に
遭
 あ

 われた周囲の畑の方がやったのか分かりませんが、おじいさんの畑に生えているプルーンの木の枝を根元から折っちゃ駄目です。プルーンに罪はありません。

　数百個も実が付いている枝をへし折るのはさすがにやりすぎです。というか犯罪です。

　そんなこんなで、色々とカオスな状況の中、無事『宝くじで40
 億当たったんだけど異世界に移住する②
 』を発売することができました。

　いつも応援してくださっている皆様、本当にありがとうございます。

　また、１巻に引き続き素晴らしいイラストを描いてくださった黒獅子様、素晴らしい装丁デザインに仕上げてくださったムシカゴグラフィクス様、当作をよりよい作品にするために一生懸命頑張ってくださった担当編集の荒田様、ありがとうございます。

　３巻もよりよい作品になるよう、全力で取り組んでまいります。

　もうすぐ白菜の収穫時期ですね。今年はたくさん種を
蒔
 ま

 いたので、今から収穫が楽しみです。

　

２０１４年10
 月　　すずの木くろ　
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